
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年１１月 

日野町総合計画懇話会 

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略（第２期） 

施策検証結果報告書（令和３年度） 
 

▲ 「近江日野産日野菜」（写真:農林課提供） 

 日野町の伝統野菜である日野菜が「近江日野産日野菜」として、令和 4年 10月 21日、

地理的表示（GI）保護制度の認証を受けました。 
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１）総合戦略の検証の実施について 

 日野町では、まち・ひと・しごと創生法（平成２６年法律第１３６号）に規定される市町村ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略として、平成２７年１０月に「日野町くらし安心ひとづくり総合戦

略」（以下「総合戦略」）を策定しました。 

 第２期総合戦略は、人口減少が進むなか、安心して暮らせるまちをつくりそのまちの魅力で交流

人口および定住者人口を増やし、持続的に発展する日野町をつくることを目指し、平成２７年度か

らの６年間の基本的な方向と施策の取り組みを定めた第１期総合戦略の取り組みを踏まえ、まちづ

くりの指針として策定した第６次日野町総合計画の取り組みのなかから、人口減少、超高齢社会対

策に特化した施策を総合戦略の取り組みとしています。 

 総合戦略の取り組みは、その効果を定期的・多角的に評価し、検証結果を踏まえ、さらに効果

的・効率的な取り組みを推進していくことが求められます。このことから、毎年度の事業完了後に

基本目標と施策についての取り組み状況を外部有識者等の参画のもとに効果検証することにより、

その検証結果を踏まえた施策の見直しや総合戦略の改訂を行うＰＤＣＡサイクルを確立し、総合戦

略を着実に推進するために実施するものです。 

 

 

２）検証にあたっての着目点など 

 総合戦略の検証を進めるにあたって、次の着目点により検証を実施しました。 

① 総合戦略に掲げる「めざす姿」の実現に向けて、４つの基本目標の総合的な自己点検が実施さ

れ、事業の見直しも含めた今後の取り組みについてビジョンが明示されているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．はじめに 

（めざす姿） 

人と人がつながり、顔の見える関係のもと、結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えて

かなえるとともに、本町の強みや魅力を活かした取り組みを進めることで、暮らしを支える

雇用をつくります。 

また、歴史文化や町並み等を活かし、地域の魅力を育むことで、新たな人の流れをつくる

とともに、住民が自ら考え自ら行動することで、人が集い安心して暮らせる地域をつくるこ

とをめざします。 

さらに、観光、農業、商工業などの本町の特性を活かし、本町の外ともつながり、域外か

らも活力を呼び込むとともに、地域内経済循環につなげ、地域の経済を強く保っていくこと

をめざします。 

また、人口減少は、その歯止めに時間を要し、歯止めをかけたとしても一定の人口減少が

進行していくと見込まれます。地域での暮らしや教育・福祉が確保され、まち全体の生産性

の向上を継続していく等、人口減少に適応した地域を着実に作っていくことをめざします。

と」のつながりの好循環により 
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② 施策の取り組みについて、基本目標および基本的方向性を踏まえた取り組み状況を自己点検

し、今後の取り組みについてビジョンが明示されているか。 

③ 施策の取り組みについて、施策の内容を十分に理解したうえで取り組み状況を自己点検し、

今後の取り組みについてビジョンが明示されているか。 

④ 施策の取り組みについて、重要業績評価指標（ＫＰＩ）の実績だけでは計れない、取り組み内

容の質的な充実ができているか。 
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２．検証方法 
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１）施策の検証方法 

施策の検証については、施策毎に取り組み状況等をまとめた「施策検証シート」を作成し、懇話

会委員の合議性により検証を実施しました。 

「施策検証シート」の検証項目には、施策毎の目標値にあたる「重要業績評価指標（ＫＰＩ）の

達成度」だけでなく、施策の取り組み内容の質について検証を行うため、「施策の取り組み状況」、

「施策の今後の取り組み」、「基本目標・基本的方向を踏まえた取り組み状況」、「基本目標・基本的

方向を踏まえた今後の取り組み」を加えた５項目としました。 

 

２）施策の検証結果 

検証結果については、３０点満点とし、「施策の検証基準」に基づき、量的検証項目として重要業

績評価指標（ＫＰＩ）の達成度、質的検証項目として４項目の採点を行い、５項目の合計点数によ

り５段階の検証結果としました。 

 

【量的検証項目】・・・点数配分１０点 

 量的な検証として、年度別の重要業績評価指標（ＫＰＩ）の目標値に対する実績値の達成度を

検証しました。なお、重要業績評価指標（ＫＰＩ）が複数設定されている施策については、平均

点を点数としました。 

 

検証による点数配分は、次のとおりです。 

点数 10 点 ９点 ８点 ７点 ６点 ５点 ４点 ３点 ２点 １点 ０点 

KPI

の達

成度 

100% 

100%

未満～

90%以

上 

９０%

未満～

８０%

以上 

８０%

未満～

７０%

以上 

７０%

未満～

６０%

以上 

６０%

未満～

５０%

以上 

５０%

未満～

４０%

以上 

４０%

未満～

３０%

以上 

３０%

未満～

２０%

以上 

２０%

未満～

１０%

以上 

１０%

未満～

０%以

上 

 

年度別の重要業績評価指標（ＫＰＩ）に関する検証結果を次のとおり５段階としました。 

KPIの検証結果 重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

の達成度 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

の検証点数 

量Ｓ １００％  ～ ９０％以上 １０点 ～ ９点 

量Ａ ９０％未満 ～ ７０％以上 ８点 ～ ７点 

量Ｂ ７０％未満 ～ ５０％以上 ６点 ～ ５点 

量Ｃ ５０％未満 ～ ３０％以上 ４点 ～ ３点 

量Ｄ ３０％未満 ～  ０％以上 ２点 ～ ０点 
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 【質的検証項目】・・・点数配分２０点 

「施策の取り組み状況」、「施策の今後の取り組み」、「基本目標・基本的方向を踏まえた取り組

み状況」、「基本目標・基本的方向を踏まえた今後の取り組み」の４項目について検証を行った。 

検証による点数配分は、次のとおりです。 

検証項目 ５点 ４点 ３点 ２点 １点 

【取り組み状況】 
施策の内容を踏まえ
た取り組みと検証が
できているか 

施策の内容を
十分に理解
し、取り組み
により達成し
ている 

施策の内容を
理解し、課題
解決と達成に
向け取り組み
ができている 

施策の内容を
理解し取り組
みができてい
る 

概ね施策の内
容を踏まえて
いるが、取り
組みが不十分 

あまり施策の
内容を踏まえ
て取り組めて
いない 

【今後の取り組み】 
今後の取り組みは、施
策の内容を踏まえ、改
善策等を明記してい
るか 

施策の内容を
十分に理解
し、達成した
取り組みを維
持、または更
に改善しよう
としている 

施策の内容を
理解した取り
組みを実施
し、課題解決
や達成に向け
た取り組みが
明示されてい
る 

施策の内容を
理解し、課題
解決や達成に
向けた取り組
みが明示され
ている 

概ね施策の内
容を踏まえて
いるが、課題
解決や達成に
向けた取り組
みが不十分 

あまり施策の
内容を踏まえ
ず、課題解決
や達成に向け
た取り組みが
示されていな
い 

【取り組み状況】 
基本目標と基本的方
向を踏まえた取り組
みと検証ができてい
るか 

基本目標と基
本的方向を十
分に理解し、
取り組みによ
り達成してい
る 

基本目標と基
本的方向を理
解し、課題解
決と達成に向
け取り組みが
できている 

基本目標と基
本的方向を理
解し取り組み
ができている 

概ね基本目標
と基本的方向
を踏まえてい
るが、取り組
みが不十分 

あまり基本目
標と基本的方
向を踏まえて
取り組めてい
ない 

【今後の取り組み】 
今後の取り組みは、
基本目標と基本的方
向性を踏まえ、改善
策等を明記している
か 

基本目標と基
本的方向を十
分に理解し、
達成した取り
組みを維持、
または更に改
善しようとし
ている 

基本目標と基
本的方向を理
解した取り組
みを実施し、
課題解決や達
成に向けた取
り組みが明示
されている 

基本目標と基
本的方向を理
解し、課題解
決や達成に向
けた取り組み
が明示されて
いる 

概ね基本目標
と基本的方向
を踏まえてい
るが、課題解
決や達成に向
けた取り組み
が不十分 

あまり基本目
標と基本的方
向を踏まえ
ず、課題解決
や達成に向け
た取り組みが
示されていな
い 

 

質的検証を行った４項目の合計点数により、質的な検証結果を次のとおり５段階としました。 

質的検証結果 質的検証結果の内容 
質的検証を行った４項目の 

合計点数 

質Ｓ 内容を十分に理解し、取り組みにより達成している ２０点 ～ １７点 

質Ａ 
内容を理解した取り組みを実施し、課題解決や達成
に向けた取り組みができている 

１６点 ～ １３点 

質Ｂ 内容を理解し、取り組みができている １２点 ～  ９点 

質Ｃ 概ね内容を踏まえているが、取り組みが不十分  ８点 ～  ５点 

質Ｄ あまり内容を踏まえて取り組めていない  ４点 ～  １点 
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【検証結果】 

量的検証項目（ＫＰＩ）および質的検証項目（４項目）の検証点数の合計点数により次のとお

り、施策の検証結果とすることとしました。 

検証結果 検証結果内容 ５項目の合計点数 

Ｓ 目標を達成している ３０点 ～ ２５点 

Ａ 優れている ２４点 ～ １９点 

Ｂ 実施できている １８点 ～ １３点 

Ｃ 工夫が必要 １２点 ～  ７点 

Ｄ 改善が必要  ６点 ～  １点 

 

 【施行策の検証基準】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）基本目標別の検証 

 基本目標の検証については、めざす姿の実現に向けて、基本目標別にまとめられた取り組み状況

と今後の取り組み、基本目標を構成する施策の検証結果を踏まえ、総合的に基本目標を検証し、そ

の検証内容をコメントとしてまとめました。 

 

４）地方創生交付金事業の検証 

地方創生交付金事業の検証については、国から外部有識者による効果検証が求められていること

から、総合計画懇話会で検証を行うこととしました。効果検証については、重要業績評価指標（Ｋ

ＰＩ）の達成度に加え、関連する施策の検証結果を踏まえ、事業として有効であったかを検証する

こととしました。 

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略

10点 9点 8点 7点 6点 5点 4点 3点 2点 1点 0点

100%
100%未満
～90%以上

90%未満～
80%以上

80%未満～
70%以上

70%未満～
60%以上

60%未満～
50%以上

50%未満～
40%以上

40%未満～
30%以上

30%未満～
20%以上

20%未満～
10%以上

10%未満～
0%以上

②

【取り組み状況】
施策の内容を踏まえた
取り組みと検証ができて
いるか

③

【今後の取り組み】
今後の取り組みは、施策
の内容を踏まえ、改善策
等を明記しているか

④

【取り組み状況】
基本目標と基本的方向
を踏まえた取り組みと検
証ができているか

⑤

【今後の取り組み】
今後の取り組みは、基本
目標と基本的方向性を
踏まえ、改善策等を明記
しているか

合計検証点数

合計検証点数

30点満点

数量的検証 ①
ＫＰＩの達成度
※ＫＰＩが複数の
場合は、平均点

質的検証

検証観点 5点 4点 3点 2点 1点

改善が必要達成 優 良 発展途上

基本目標と基本的方向
を十分に理解し、達成し
た取り組みを維持、また
は更に改善しようとして
いる

基本目標と基本的方向
を理解した取り組みを実
施し、課題解決や達成
に向けた取り組みが明
示されている

基本目標と基本的方向
を理解し、課題解決や達
成に向けた取り組みが
明示されている

概ね基本目標と基本的
方向を踏まえているが、
課題解決や達成に向け
た取り組みが不十分

あまり基本目標と基本
的方向を踏まえず、課題
解決や達成に向けた取
り組みが示されていない

12点～7点

あまり施策の内容を踏ま
えて取り組めていない

あまり施策の内容を踏ま
えず、課題解決や達成
に向けた取り組みが示
されていない

基本目標と基本的方向
を十分に理解し、取り組
みにより達成している

基本目標と基本的方向
を理解し、課題解決と達
成に向け取り組みがで
きている

基本目標と基本的方向
を理解し取り組みができ
ている

概ね基本目標と基本的
方向を踏まえているが、
取り組みが不十分

あまり基本目標と基本
的方向を踏まえて取り組
めていない

施策の内容を理解し取
り組みができている

施策の内容を理解し、課
題解決や達成に向けた
取り組みが明示されて
いる

概ね施策の内容を踏ま
えているが、取り組みが
不十分

概ね施策の内容を踏ま
えているが、課題解決や
達成に向けた取り組み
が不十分

施策の内容を十分に理
解し、取り組みにより達
成している

施策の内容を十分に理
解し、達成した取り組み
を維持、または更に改善
しようとしている

施策の内容を理解し、課
題解決と達成に向け取
り組みができている

施策の内容を理解した
取り組みを実施し、課題
解決や達成に向けた取
り組みが明示されている

施策の検証基準

⑥検証結果
工夫が必要

6点～1点

Ｄ
目標を達成している 優れている 実施できている 改善が必要

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ

30点～25点 24点～19点 18点～13点
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３．基本目標別検証結果 



達成度
１００％～９０％以上

達成度
９０％未満～７０％以上

達成度
７０％未満～５０％以上

達成度
５０％未満～３０％以上

達成度
３０％未満～０％以上

量S 量A 量B 量C 量D 合計

R3 7 1 2 1 0 11

R4 0

R5 0

R6 0

R7 0

R3 7 0 0 0 1 8

R4 0

R5 0

R6 0

R7 0

R3 4 1 0 0 1 6

R4 0

R5 0

R6 0

R7 0

R3 7 6 2 0 0 15

R4 0

R5 0

R6 0

R7 0

R3 25 8 4 1 2 40

R4 0 0 0 0 0 0

R5 0 0 0 0 0 0

R6 0 0 0 0 0 0

R7 0 0 0 0 0 0

1

結婚・出産・子育ての希
望をみんなで支えてかな
える

№ 基本目標 年度

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 基本目標別量的（ＫＰＩ）検証結果 令和3年度～令和7年度　

検　証　結　果

総　合　計

2

地域資源を活かし、地域
経済の活力と暮らしを支
える雇用をつくる

3

まちの魅力を活かし、交
流を育み新しい人の流れ
をつくる

4

くらしやすい地域を育
み、安心して住み続けら
れるまちをつくる
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基本目標別量的（ＫＰＩ）検証結果

S

64%

A

9%

B

18%

C

9%

D

0%

１．結婚・出産・子育ての希望を

みんなで支えてかなえる

S

A

B

C

D
S

87%

A
0%

B
0%

C
0%

D
13%

２．地域資源を活かし、地域経済の活力と暮らし

を支える雇用をつくる

S

A

B

C

D

S
67%

A
16%

B
0%

C
0%

D
17%

３．まちの魅力を活かし、交流を育み新しい人の

流れをつくる

S

A

B

C

D S
47%

A
40%

B
13%

C
0%

D
0%

４．くらしやすい地域を育み、安心して住み続け

られるまちをつくる

S

A

B

C

D

S
62%A

20%

B
10%

C
3%

D
5%

全施策

S

A

B

C

D

全施策の量的（ＫＰＩ）検証結果では、量Ｓ（達成度１

００％～９０％）が２５施策、６２％と最も多く、次い

で、量Ａ（達成度９０％～７０％）が８施策、２０％とな

りました。

また、基本目標別の量的（ＫＰＩ）検証結果でも、４つ

の基本目標とも、量Ｓ（達成度１００％～９０％）が最も

多くなりました。
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内容を十分に理解し、取
り組みにより達成してい
る

内容を理解した取り組み
を実施し、課題解決や達
成に向けた取り組みがで
きている

内容を理解し、取り組み
ができている

概ね内容を踏まえている
が、取り組みが不十分

あまり内容を踏まえて取
り組めていない

質S 質A 質B 質C 質D 合計

R3 0 0 7 4 0 11

R4 0

R5 0

R6 0

R7 0

R3 0 0 5 3 0 8

R4 0

R5 0

R6 0

R7 0

R3 0 0 6 0 0 6

R4 0

R5 0

R6 0

R7 0

R3 0 0 13 2 0 15

R4 0

R5 0

R6 0

R7 0

R3 0 0 31 9 0 40

R4 0 0 0 0 0 0

R5 0 0 0 0 0 0

R6 0 0 0 0 0 0

R7 0 0 0 0 0 0

基本目標別質的（取組内容）検証結果日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 令和3年度～令和7年度　

総　合　計

№ 基本目標 年度

検　証　結　果

3

まちの魅力を活かし、交
流を育み新しい人の流れ
をつくる

4

くらしやすい地域を育
み、安心して住み続けら
れるまちをつくる

1

結婚・出産・子育ての希
望をみんなで支えてかな
える

2

地域資源を活かし、地域
経済の活力と暮らしを支
える雇用をつくる
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基本目標別質的（取組内容）検証結果

S
0%

A
0%

B
64%

C
36%

D
0%

１．結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えて

かなえる

S

A

B

C

D

S… A
0%

B
62%

C
38%

D
0%

２．地域資源を活かし、地域経済の活力と暮らし

を支える雇用をつくる

S

A

B

C

D

S
0%

A
0%

B
100%

C
0%

D
0%

３．まちの魅力を活かし、交流を育み新しい人の

流れをつくる

S

A

B

C

D

S
0%

A
0%

B
87%

C
13%

D
0%

４．くらしやすい地域を育み、安心して住み続け

られるまちをつくる

S

A

B

C

D

S
0%

A
0%

B
77%

C
23%

D
0%

全施策

S

A

B

C

D

全施策の質的（取組内容）検証結果では、質Ｂ（内容を

理解し、取り組みができている）が３１施策、７７％と最

も多く、次いで、質Ｃ（概ね内容を踏まえているが、取り

組みが不十分）が９施策、２３％となりました。

また、基本目標別の質的（取組内容）検証結果でも、４

つの基本目標とも、質Ｂ（内容を理解し、取り組みができ

ている）が最も多くなりました。
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目標 156 人 160 人 163 人 166 人 170 人

実績 135 人

達成率

R3 11

R4 0

R5 0

R6 0

R7 0

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　　　　　基本目標別検証結果

基本目標に対するコメント
（まとめはP.75参照）

・結婚から出産、子育てまで、その時々のニーズは常に変化しているため、その変
化を的確に捉え、対応するようにしてください。
・保護者が他人任せにならず、当事者として子育て世代の自覚を育む施策となるよ
う工夫してください。
・乳幼児期から日野のまちの良さを体験でき、実感できることが、のちに日野へ
帰ってくることにもつながるため、手厚く取組を進めてください。

　基本目標①「結婚・出産・子育ての希望をみんな
で支えてかなえる」を構成する施策の検証結果は、
A（優れている）が５施策、4５.５％となりまし
た。
　また、B（実施できている）も５施策、４５.５％
となりました。
　次いで、C（工夫が必要）が１施策、９.１％とな
りました。

0 5 5 1 0

取り組みに関する基本的方向

○安心して妊娠・出産・子育てができるための切れ目のない支援を図ります。
○様々な保育ニーズへの対応や子育てサポート等により、子ども・子育て支援
の充実を図ります。
○地域社会全体で、まちに愛着を持つ子どもを育てるまちづくりを進めます。
○育児休業の取得促進や多様な働き方の普及などを通じて、ワーク・ライフ・
バランスの実現などを図ります。

施策の検証結果状況

年度

目的を達成している 優れている 実施できている 工夫が必要 改善が必要

合計

S A B C D

1 出生数（住民基本台帳）過去３年平均 149 人

86.5%

基本目標　（１） 結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる

地域のつながりを深める中で、結婚から子育てまで、その時々のニーズにあった切れ目のない支援を行い、若い世
代が出産や子育てに希望をもてるまちをめざします。

重要業績評価指標（KPI）

指標名 基準値（R1） R3 R4 R5 R6 目標値（R7）

B

C
D S

S
0%

A
45.5%B

45.5%

C
9.1%

D
0%

１．結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる

S

A

B

C

D
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目標 15 件 17 件 19 件 22 件 25 件

実績 16 件

達成率

目標 20.3 ％ 20.7 ％ 21.1 ％ 21.5 ％ 22.0 ％

実績 23.9 ％

達成率

R3 8

R4 0

R5 0

R6 0

R7 0

基本目標　（２） 地域資源を活かし、地域経済の活力と暮らしを支える雇用をつくる

まちの「たから」である「地域資源」を活かし、住民が主体となって取り組む創業による地域内経済循環の活性化と、既存の取
り組みの拡大も含めた雇用の創出をめざします。また、町内の企業の交流と連携を進め、更なる地域経済の活性化をめざしま
す。

重要業績評価指標（KPI）

指標名 基準値（R1） R3 R4 R5 R6 目標値（R7）

取り組みに関する基本的方向

○「地域資源」を活用し、豊富な経験、技術、知識を持った人がつな
がる機会をつくり、創業と雇用に結びつけます。
○特産品の安定的な生産・供給体制・販路開拓を支援し、ブランド化
による付加価値を付けることで雇用を創ります。
○地元企業、商工会と連携を図り情報を発信することで、町内雇用の
拡大を図ります。

施策の検証結果状況

年度

目的を達成している 優れている 実施できている 工夫が必要 改善が必要

合計
S A B C D

0 4 3 1 0

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 基本目標別検証結果

基本目標に対するコメント
（まとめはP.75～P.76参照）

・基本目標②の施策は、そのすべてが「地域内経済循環の推進」に関わるため、地
元のものを買い、地域を守ることに意味があることを知ることから、推し進め、ま
ちの経済の質的転換を図るよう工夫してください。
・まちの経済の質的転換を図るとともに、時代の変化に対応し、新たな産業分野の
誘致と創出が図れるよう、まちの雰囲気づくりをすすめてください。

1 創業件数 12 件

100.0%

　基本目標②「地域資源を活かし、地域経済の活力
と暮らしを支える雇用をつくる」を構成する施策の
検証結果は、Ａ（優れている）が４施策、５０.
０％となりました。
　また、Ｂ（実施できている）は３施策、３７.
５％となりました。
　次いで、Ｃ（工夫が必要）が１施策、１２.５％
となりました。

2
町内企業への新規学卒就職者の町内在住者
比率

19.9 ％

100.0%

S
0.0%

A
50.0%

B
37.5%

C
12.5%

D
0.0%

２．地域資源を活かし、地域経済の活力と暮らしを支える雇用をつくる

S

A

B

C

D
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目標 550,000 人 550,000 人 580,000 人 610,000 人 650,000 人

実績 535,948 人

達成率

目標 778 人 778 人 779 人 779 人 780 人

実績 746 人

達成率

目標 744 人 735 人 727 人 719 人 710 人

実績 766 人

達成率

R3 6

R4 0

R5 0

R6 0

R7 0

　基本目標③「まちの魅力を活かし、交流を育み新
しい人の流れをつくる」を構成する施策の検証結果
は、Ａ（優れている）が４施策、６６.７％となり
ました。
　次いで、Ｂ（実施できている）が１施策、１６.
７％、Ｃ（工夫が必要）が１施策、１６.７％とな
りました。

4 1 1 0

3 転出者数（住民基本台帳）過去３年平均 760 人

97.1%

95.9%

2 転入者数（住民基本台帳）過去３年平均 777 人

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 基本目標別検証結果

基本目標に対するコメント
（まとめはP.76参照）

・プレミアム付き商品券や住宅リフォーム助成などの施策による経済効果につい
て、地元調達率を把握するため、仕入先をアンケート調査するなどして捉え、検証
し、波及効果が高めるよう工夫してください。
・ポストコロナに備え、民泊のみならず、新たな体験型観光の開発から移住、地域
経済の活性化につながるよう取組を進めてください。

取り組みに関する基本的方向

○地域資源を活かした観光や田舎体験等の交流を通じ、日野町に関心を持とうとする関係人口を増
やし、住民との交流により、将来の移住につながるような情報発信や事業の拡充を図ります。
〇住民に日野町の良さを伝えることで、日野町に生まれてよかった、住んでよかったと思える地域
となり、愛着を呼び起こし、その気持ちを育むことにより定住を促進します。
○移住希望者の視点に立ち、日野町での暮らしがイメージでき、移住を後押しできるような情報発
信と支援の充実を図ります。
〇遊休地や空き地等が、移住と定住につながるよう利活用と情報発信を図ります。

施策の検証結果状況

年度

目的を達成している 優れている 実施できている 工夫が必要 改善が必要

合計
S A B C D

0

1 観光入込客数（年間）過去３年平均 623,900 人

97.4%

基本目標　（３） まちの魅力を活かし、交流を育み新しい人の流れをつくる

まちの「たから」を活かし、観光などで「人と人」の出会いの機会をつくり、日野の魅力を伝えることで交流から
移住・定住に結び付く、魅力あるまちをめざします。

重要業績評価指標（KPI）

指標名 基準値（R1） R3 R4 R5 R6 目標値（R7）

D S

S
0.0%

A
66.7%

B
16.7%

C
16.7%

D
0.0%

３．まちの魅力を活かし、交流を育み新しい人の流れをつくる

S

A

B

C

D
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目標 22 か所 24 か所 26 か所 28 か所 30 か所

実績 21 か所

達成率

R3 15

R4 0

R5 0

R6 0

R7 0

基本目標　（４） くらしやすい地域を育み、安心して住み続けられるまちをつくる

家庭でのきずなはもとより、地域での人と人のつながり（きずな）を育み、顔の見える関係のもと、住民が自らく
らしやすい地域をつくり、そのもとで安全で安心して住み続けられるまちをめざします。また、住民の活発な自治
活動を持続発展させ、地域課題について、住民が自ら発見し、学び、取り組んでいくまちをめざします。

重要業績評価指標（KPI）

指標名 基準値（R1） R3 R4 R5 R6 目標値（R7）

1
人と人（複数の地域コミュニティ）をつな
ぐ場の創出

20 か所

95.5%

取り組みに関する基本的方向

〇まちへの愛着や誇りを感じ、地域の課題解決のため、住民それぞれの豊かな経験や知識を
活かしながら、次代を担う人材づくりを進めます。
〇自ら学びあい、主体的で活発な自治活動につながる、人と人がつながる仕組みづくりを進
めます。
〇すべての世代が望ましい食習慣を実践するとともに、地産地消を意識した取り組みを進
め、地域の食文化や伝統を学ぶための食育を推進します。
〇だれもが、健康でいきいきと暮らせるように、生涯にわたり継続した心身の健康づくりを
支援します。
○顔の見えるつながりの中で、「困りごとを出し合い、支えあう」など、地域のコミュニ
ティ活動を支援します。
○自治活動を基盤に、地域福祉活動の推進、子育て・介護・防犯・防災・環境保全などの取
り組みにより、安心・安全なまちづくりを推進します。

施策の検証結果状況

年度

目的を達成している 優れている 実施できている 工夫が必要 改善が必要

合計
S A B C D

0 7 8 0 0

　基本目標④「くらしやすい地域を育み、安心して
住み続けられるまちをつくる」を構成する施策の検
証結果は、Ｂ（実施できている）が８施策、５３.
３％となりました。
　次いで、Ａ（優れている）が７施策、４６.７％
となりました。

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 基本目標別検証結果

基本目標に対するコメント
（まとめはP.77参照）

・KPIはおおむね達成していますが、数字だけではわからない部分を検証する内部検
証では取組内容が一部見られない施策もあったことから、十分な内部検証をおこ
なってください。
・UIJターンによる移住者から就労のため入国する外国籍の住民まで、多様な住民が
安心して暮らせる、住みやすいまちとなるよう取組を進めてください。
・「関係人口の創出」は、「特産品の振興」や「新たな産業分野の誘致と創出」に
も接点があり、まちおこしや地域産業の発展から文化の継承を考えることにもつな
げてください。

S
0.0%

A
46.7%

B
53.3%

C
0.0%

D
0.0%

４．くらしやすい地域を育み、安心して住み続けられるまちをつくる

S

A

B

C

D
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令和3年度～令和7年度　

目的を達
成してい
る

優れてい
る

実施でき
ている

工夫が必
要

改善が必
要

S A B C D 合計

R3 0 5 5 1 0 11

R4 0

R5 0

R6 0

R7 0

R3 0 4 3 1 0 8

R4 0

R5 0

R6 0

R7 0

R3 0 4 1 1 0 6

R4 0

R5 0

R6 0

R7 0

R3 0 7 8 0 0 15

R4 0

R5 0

R6 0

R7 0

R3 0 20 17 3 0 40

R4 0 0 0 0 0 0

R5 0 0 0 0 0 0

R6 0 0 0 0 0 0

R7 0 0 0 0 0 0

1

結婚・出産・
子育ての希望
をみんなで支
えてかなえる

地域のつながりを深める
中で、結婚から子育てま
で、その時々のニーズに
あった切れ目のない支援
を行い、若い世代が出産
や子育てに希望をもてる
まちをめざします。

・結婚から出産、子育てまで、その時々の
ニーズは常に変化しているため、その変化
を的確に捉え、対応するようにしてくださ
い。
・保護者が他人任せにならず、当事者とし
て子育て世代の自覚を育む施策となるよう
工夫してください。
・乳幼児期から日野のまちの良さを体験で
き、実感できることが、のちに日野へ帰っ
てくることにもつながるため、手厚く取組
を進めてください。

くらしやすい
地域を育み、
安心して住み
続けられるま
ちをつくる

家庭でのきずなはもとより、
地域での人と人のつながり
（きずな）を育み、顔の見え
る関係のもと、住民が自らく
らしやすい地域をつくり、そ
のもとで安全で安心して住み
続けられるまちをめざしま
す。また、住民の活発な自治
活動を持続発展させ、地域課
題について、住民が自ら発見
し、学び、取り組んでいくま
ちをめざします。

・KPIはおおむね達成していますが、数字だけで
はわからない部分を検証する内部検証では取組
内容が一部見られない施策もあったことから、
十分な内部検証をおこなってください。
・UIJターンによる移住者から就労のため入国す
る外国籍の住民まで、多様な住民が安心して暮
らせる、住みやすいまちとなるよう取組を進め
てください。
・「関係人口の創出」は、「特産品の振興」や
「新たな産業分野の誘致と創出」にも接点があ
り、まちおこしや地域産業の発展から文化の継
承を考えることにもつなげてください。

2

地域資源を活
かし、地域経
済の活力と暮
らしを支える
雇用をつくる

まちの「たから」である「地
域資源」を活かし、住民が主
体となって取り組む創業によ
る地域内経済循環の活性化
と、既存の取り組みの拡大も
含めた雇用の創出をめざしま
す。また、町内の企業の交流
と連携を進め、更なる地域経
済の活性化をめざします。

・基本目標②の施策は、そのすべてが「地
域内経済循環の推進」に関わるため、地元
のものを買い、地域を守ることに意味があ
ることを知ることから、推し進め、まちの
経済の質的転換を図るよう工夫してくださ
い。
・まちの経済の質的転換を図るとともに、
時代の変化に対応し、新たな産業分野の誘
致と創出が図れるよう、まちの雰囲気づく
りをすすめてください。

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 基本目標別検証結果

総　合　計

3

まちの魅力を
活かし、交流
を育み新しい
人の流れをつ
くる

まちの「たから」を活か
し、観光などで「人と
人」の出会いの機会をつ
くり、日野の魅力を伝え
ることで交流から移住・
定住に結び付く、魅力あ
るまちをめざします。

・プレミアム付き商品券や住宅リフォーム
助成などの施策による経済効果について、
地元調達率を把握するため、仕入先をアン
ケート調査するなどして捉え、検証し、波
及効果が高めるよう工夫してください。
・ポストコロナに備え、民泊のみならず、
新たな体験型観光の開発から移住、地域経
済の活性化につながるよう取組を進めてく
ださい。

№ 基本目標 めざす姿

検証結果

検証委員からのコメント

4

S
0%

A
50%B

42%

C
8%

D
0%

全施策

S

A

B

C

D

総合戦略の全施策の検証結果では、Ａ（優れている）が２０施策、

５０％と最も多くなりました。

次いで、Ｂ（実施できている）が１７施策、４２％、Ｃ（工夫が必

要）が３施策、８％となりました。

また、基本目標別の検証結果では、基本目標①「結婚・出産・子育

ての希望をみんなで支えてかなえる」はＡ（優れている）とＢ（実施

できている）が同数となりました。

一方、基本目標②「地域資源を活かし、地域経済の活力と暮らしを

支える雇用をつくる」、③「まちの魅力を活かし、交流を育み新しい

人の流れをつくる」では、Ａ（優れている）が最も多くなりました。

また、基本目標④「くらしやすい地域を育み、安心して住み続けら

れるまちをつくる」では、Ｂ（実施できている）が最も多くなりまし

た。
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４．施策検証結果一覧 



①ＫＰＩ
②施策

取り組み状況
③施策

今後の取り組み
④基本目標等
取り組み状況

⑤基本目標等
今後の取り組み

量的検証 検証結果

10 2 2 2 2 18

量S B

0

量D D

0

量D D

0

量D D

0

量D D

9 2 3 2 3 19

量S A

0

量D D

0

量D D

0

量D D

0

量D D

4 2 2 2 2 12

量C C

0

量D D

0

量D D

0

量D D

0

量D D

9 2 2 2 2 17

量S B

0

量D D

0

量D D

0

量D D

0

量D D

3
コミュニティ・
スクールの導入

・コミュニティ・スクールの実施がまだのため、KPIの達成度が48.5%と低く
なっています。
・教員の勉強会が「まん防」で中止になったとのことですが、GIGAスクール化
が進んでいますので、オンライン開催、オンデマンド動画による学習資料の提
供など工夫を行って下さい。組織運営上の弱点であると思われます。
・コミュニティ・スクールの導入をすることの意義が理解できていないのでは
ないでしょうか。内部検証からは、手段であるコミュニティ・スクールが目的
化しているように見受けられます。
・KPIでボランティアの登録があがっていますが、②、③、④、⑤（内部検証）
のどこにもボランティアへの言及がありません。
・コミュニティ・スクールの導入によって、地域づくりと教育活動の連携を図
り、地域のニーズに合った学校づくりが期待されるとともに、地域づくりの質
的な向上、転換も期待できるのではないでしょうか。地域学校協働活動を活性
化させ、質的向上を図る方策を検討して下さい。
・④、⑤（基本目標、基本的方向等を踏まえての取り組み状況、今後の取り組
み）において、基本目標、基本的方向等を踏まえ、「まちに愛着を持つ子ども
を育てるまちづくり」に地域社会全体で取り組めるように、住民とともに協働
を進めて下さい。
・コミュニティ・スクールは、地域づくりの活性化が目的であり、日常の声
（日野町独自のこと）を教育、ひいては学校づくりに活かすことが使命である
ことを認識する必要がある。

令和3年度～令和7年度　日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 施策検証結果一覧表

1

安心して妊娠・
出産・子育てが
できるための支
援

・KPIの設定が「母子手帳交付時の面談実施率」となっていますが、面談実施100%と
なり、あたりまえのことがきちんとできており良いと評価します。一方で、過去の面談
実施率は低かったでしょうか。実態を踏まえて、KPIを設定できていたでしょうか。
・地域や関係機関との連携の取組、今後が見えにくいです。相談に対応し、交流の場づ
くりをしているところは分かりますが、地域との連携、各関係機関との連携が不要なの
か、できていないのかも分からない内部検証となっています。KPIに掲げた母子手帳交
付時の面談実施率に引きずられた内部検証となっています。
・連携による切れ目のない支援の構築はどのようなことができており、何ができていな
いのか検証して下さい。
・マタニティ・キーホルダーを渡していますが、地域への啓発を行い、「取り組みの方
向」にある「風土づくり」、また、地域社会全体で子どもを育てる取組を進めてくださ
い。
・「めざす姿」を考えると「地域とのつながりを深める」ことが重要になります。④、
⑤（基本目標、基本的方向等を踏まえての取り組み状況、今後の取り組み）において、
地域との多様なつながりが、「子育てに希望をもてるまちづくり」につながるのか、主
管課、連携する関係機関のなかでのビジョンの共有が必要です。
・地域とのつながりには、民生委員などつながる段階から地域社会全体と子育て世代が
つながる段階まで、いくつかの段階があると思われます。「子育てにやさしい風土づく
り」に向けて取組をお願いします。
・家庭訪問に入ったときに、家庭の状況が見える。これは保健師にしかできないことで
あり、重要なことである。
・生まれる前から準備ができること＝「安心」につなげるため、支援の準備ができてい
ることを伝える必要がある。
・育児休暇は女性だけでなく男性も取得できるよう普及を進める必要がある。さらに、
面談は母だけでなく父も含め夫婦への面談とすることで、夫婦の関係性や虐待の有無に
ついて様子を見ることができる。

R
3

R
3

2
様々な保育ニー
ズへの対応

・保育者の確保が課題であることは認識していますが、保育者を確保した
上で、多様な保育ニーズへの対応を具体的に行っているのか分かりませ
ん。
・保育のあり方の検討がなされて、多様なニーズへ対応する体制づくりの
検討がなされていると推察しますが、多様な保育ニーズの適切な把握がな
された上で、保育体制の充実を図って下さい。
・④、⑤（基本目標、基本的方向等を踏まえての取り組み状況、今後の取
り組み）について、基本目標、基本的方向等を踏まえて、内容を検討して
下さい。他の自治体の施設見学等から、「子育てにやさしい風土づくり」
につなげる、基本的方向等を視野に入れた施策の課題の発見から取り組ん
で下さい。
・保育ニーズの的確な把握の上で、切れ目ない支援を構築すること、まち
全体で希望を支えてかなえることを構想して下さい。
・保育園・幼稚園・認定こども園・子育て支援施設等を利用していない
24%は、孤立していると判断するのか。利用のない家庭の実情を把握す
る必要がある。

質B

R
4

（
１
）
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
み
ん
な
で
支
え
て
か
な
え
る

R
3

質C

R
4

質D

質C

R
4

質D

4
子育て支援の
ネットワークづ
くり

R
3

質C

R
4

質D

R
5

質D

基本目標 施策№ 施策 検証委員からのコメント
年
度

・KPIの達成度は高いが、子育てボランティア登録者数のR7の目標値が低く思
われます。その上、②、③（施策の取り組み状況、今後の取り組み）の内部検
証においてもボランティアの掘り起こしの取組が弱いように思われます。ボラ
ンティアを掘り起こす強力な取組を進めて下さい。
・②、③（施策の取り組み状況、今後の取り組み）の評価を「２」とします。
理由は、KPIに引きずられ、ファミリーサポートセンターとボランティアのこと
しか言及せず、「子育て支援機能」の部分しか検証されていないからです。施
策は、「相互の連携による地域の子育てネットワークを構築し」となっていま
す。この部分が弱いと思います。
・広報誌等多様な手段を使い周知を図っている点は評価しますが、周知によっ
て自然にボランティアは増えないでしょう。以前の総合戦略では、提供登録と
依頼登録会員に分けてKPI設定されていました。依頼会員から登録会員になって
もらうなど「みんなで支えてかなえる」「子育てにやさしい風土づくり」を進
めて下さい。
・ボランティアを地域社会の中で育み、発掘し、育て、すそ野を広げるための
工夫をして下さい。
・施策の関心が「支援機能の向上」に集中してしまい、地域のつながりのなか
で支援機能を構築していく視点が弱いように思われます。
・ファミリーサポートセンターの会員のうち、約8割が依頼会員、約2割が提供
登録会員で、子育てボランティアともつながっている。現在の依頼会員が仲間
を増やすためのサポートを行うことで、相互のネットワークの構築が図れる工
夫が必要である。
・子育てボランティアの活躍する場が少なく、やりがいが得られない状況であ
る。

R
6

質D

R
7

質D

R
5

質D

R
6

質D

R
7

質D

合計
検証点数

質的検証

検証項目

質D

R
7

質D

R
5

質D

R
6

質D

R
7

質D

質D

R
5

質D

R
6
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①ＫＰＩ
②施策

取り組み状況
③施策

今後の取り組み
④基本目標等
取り組み状況

⑤基本目標等
今後の取り組み

量的検証 検証結果

10 3 3 2 2 20

量S A

0

量D D

0

量D D

0

量D D

0

量D D

9 2 2 1 1 15

量S B

0

量D D

0

量D D

0

量D D

0

量D D

6 3 3 3 3 18

量B B

0

量D D

0

量D D

0

量D D

0

量D D

6 3 3 3 3 18

量B B

0

量D D

0

量D D

0

量D D

0

量D D

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 施策検証結果一覧表 令和3年度～令和7年度　

R
7

質D

（
１
）
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
み
ん
な
で
支
え
て
か
な
え
る

5
地域ぐるみでの
子どもの居場所
づくり

R
3

質D

6
青少年の社会参
画の促進

7
社会教育の人材
育成と活躍の推
進

R
3

質B

質D

R
5

質D

・KPIがおおむね達成されている点は評価します。
・②、③、④、⑤（内部検証）が、KPIに引きずられた内部検証となって
います。参加者数をKPIにしていて、1-6「青少年の社会参画の促進」の
取組の内容における、青少年のボランティアや地域活動への参加への道筋
が見えない検証になっています。1-6「青少年の社会参画の促進」の取組
内容との関係性を明確にして下さい。
・④、⑤（基本目標、基本的方向等を踏まえての取り組み状況、今後の取
り組み）について、基本目標、基本的方向等を踏まえての検証とは言い難
く、事務の自己点検としての踏み込み不足である。
・青少年の社会参画をボランティア活動、地域活動に積極的に参加、体験
できる場を提供していく中で、子どもたちにまちへの愛着を持ってもらえ
るようにするにはどうしたら良いのか再検討して下さい。
・1-6「青少年の社会参画の促進」の取組内容が、青少年の主体性を引き
出す内容ですが、②、③、④、⑤（内部検証）の検証内容はスポーツ、カ
ルチャーを楽しむ住民（消費者的、受け身的）に見えます。発表会を自分
たちで組織化したり、指導者を教室の中から輩出したりするなど、青少年
の参画を促す工夫を行って下さい。行われているならそれを記述し検証し
て下さい。
・カルチャー教室の参加者には、好き寄りで集まるだけでなく、社会的意
義（発表などにより人に伝えること）を持たせるため、ふるさと絆支援員
との連携を進めてほしい。

R
3

質C

質D

R
6

質D

R
4

R
5

合計
検証点数

質的検証

基本目標 施策№ 施策 検証委員からのコメント
年
度

検証項目

・KPIの「子育てサポーター数」が、R7目標値が10人で、R3には既に実現できまし
た。達成は評価しますが、今後、10名以上のサポーターは必要ないのでしょうか。達
成可能性だけでなく、住民にとって必要な人数という視点でもKPIの設定を考えて下さ
い。サポーターを増やす意思がないように読み取られかねません。
・切れ目のない支援の一つとして「子どもの居場所づくり」に取り組んでいますが、こ
の取組を通じて「まちに愛着を持つ子どもを育てるまちづくり」につながるような工夫
をして下さい。例えば、夏休みに、町出身の大学生、高校生をアルバイト雇用するなど
して、学童クラブ陰影を手伝ってもらうなど、まちの担い手の経験を若い時にもしても
らって下さい。年の離れた多世代交流だけでなく、年の近い多世代交流をつくり、地域
の教育力の向上にもつなげて下さい。
・地域の教育力の向上を意識して施策の工夫を行って下さい。現状では、連携を進めた
り、場づくりができていることは分かりますが、「教育力の向上につながっている」と
確証が持てる内部検証ができていません。
・今後の課題として、施設の増設、老朽化した施設の改善も指摘されています。子ども
の居場所として必要な施設の充実を図ってください。
・こどもの居場所をつくることは、安全・安心に過ごせて、多様な経験・良質な経験が
できること、そこから、まちへの愛着を育む効果も期待されています。④、⑤（基本目
標、基本的方向等を踏まえての取り組み状況、今後の取り組み）の内部検証では、基本
目標、基本的方向等を踏まえた豊かな内容となるように検討して下さい。
・子育てサポーターが必要な人数を把握するために、ニーズを把握するとともに、地域
の人材として、関係課への横展開ができる可能性を検討する必要がある。
・地域における子育て支援、家庭教育の人材育成は、講習だけでは増えないため、仲間
を増やすための工夫や議論が必要である。

・KPIの達成度が、60%台にとどまり、全体の評価がBとなりました。コ
ロナ禍による行事の中止等の影響であろうと推察しますが、コロナ収束後
の社会教育のあり方も検討して下さい。利用者の回復見込みを検討して下
さい。
・1-7「社会教育の人材育成と活躍の推進」の取組内容のうち、新たな人
材の発掘や育成についての言及が不十分です。「社会教育団体への活性化
のための支援」と「その支援から、人材の発掘・育成」につながるように
施策の工夫を行って下さい。
・学んだことを活かす「活躍の場づくり」に苦労し、今後努めるとしてい
ますが、学んだことを活かす場づくりが、まずは「基本目標①」全体の中
で、または、他の基本目標の中で実現できないか検討して下さい。生涯に
わたる学びが広がれば、活躍の場も広がるでしょう。
・1-7「社会教育の人材育成と活躍の推進」は施策としては、基本目標①
の「切れ目のない支援」のひとつですが、その成果の発露は、まちづくり
全体に関わっています。社会教育がまちづくりの担い手を育て、その人材
の活躍がまちの力になることを考え、社会教育の充実を図って下さい。
・1-6「青少年の社会参画の促進」、1-8「子どもの読書活動と学習活動
の支援」のボランティアのスキルアップやボランティアのすそ野を広げる
学びを工夫してください。
・遠野市の取組（住民による生涯学習講師の取組）などを参考に、地域の
人材育成と活躍の場づくりについて工夫してほしい。

質D

R
5

質D

R
6

質D

質B

R
4

質D

R
6

質D

R
7

質D

R
7

R
4

8
子どもの読書活
動と学習活動の
支援

質B

R
4

質D

R
5

質D

R
6

・KPIが、取組内容の幅の広さに対して、学校教育におけるクラス別図書館利用
となって幅が狭いので、取組成果を測る指標として適切とは言えません。小さ
く測定する可能性すらある取組の成果としては、貸出冊数や利用者のべ人数の
方がより適切である。なぜなら、貸出、利用は住民の主体的動きの結果である
のに対して、クラス別利用は、教員のイニシアティブの結果であり、住民であ
る生徒の利用は受け身となっているからである。
・子育て支援託児サポーター、読み聞かせボランティアに参加する人を増やす
取組は、基本目標を踏まえた取組であり、取り組みの方向「生涯にわたる学び
と活躍の推進」になる。他の部署（生涯学習課等）との連携も必要である。
・子ども読書活動から保護者も図書館を積極的に利用するようになるような工
夫もとられたい。子どもの読書活動に重点が置かれ、大人の図書館利用の増加
に向けた取組が弱まらないように留意されたい。
・0歳児のお母さんから、親子で本を見る習慣の大切さを知ってもらうことが大
切である。
・子育てする時間がないことから、YouTubeを見せている家庭が増えており、
家庭における読み聞かせの習慣が読書力をつける手立てであることを、保護者
に教育する必要がある。
・図書館はどの世代に対してもサービスすることから、取組の幅が広く、KPIの
設定にも難しさがある。それぞれのライフステージでニーズの大小はあるが、
全体を捉えて施策を進めてほしい。
・ボランティア活動に参加する人を増やす取組は、その意義を見いだす人を増
やすことが重要であり、すそ野をどのように広げていくのか工夫してほしい。 R

7

質D

質D

R
3
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①ＫＰＩ
②施策

取り組み状況
③施策

今後の取り組み
④基本目標等
取り組み状況

⑤基本目標等
今後の取り組み

量的検証 検証結果

8 3 3 3 3 20

量A A

0

量D D

0

量D D

0

量D D

0

量D D

10 3 3 2 2 20

量S A

0

量D D

0

量D D

0

量D D

0

量D D

9 3 3 3 3 21

量S A

0

量D D

0

量D D

0

量D D

0

量D D

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 施策検証結果一覧表 令和3年度～令和7年度　

R
7

質D

合計
検証点数

質的検証

基本目標 施策№ 施策 検証委員からのコメント
年
度

検証項目

（
１
）
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
み
ん
な
で
支
え
て
か
な
え
る

9
住民の主体的な
文化芸術活動へ
の支援

R
3

質B

R
4

質D

R
5

質D

R
6

質D

質D

R
3

・1-9「住民の主体的な文化芸術活動への支援」の取組内容の成
果指標として、KPIが文化祭参加者数、出演者・出展者数となっ
ていますが、この指標だけでは測れない成果を把握するようにし
てください。
・1-9「住民の主体的な文化芸術活動への支援」の取組内容が、
「生涯にわたる学びと活躍の推進」となり、「若い世代が出産や
子育てに希望をもてるまちづくり」につながる工夫をして下さ
い。道筋について具体的イメージを持つようにして下さい。

R
7

質D

R
6

・1-11「女性活躍の環境づくり」の取組内容が、「ぽけっと」を起点とした就
労支援事業と企業へのワーク・ライフ・バランスの啓発とに絞られており、分
かりやすい施策となっています。今後は、この主要な２つの取組に限定され
ず、「女性活躍の環境づくり」全般に目をくばり、幅広い施策の可能性を探っ
て下さい。KPIの「ぽけっと」起点の事業効果が幅広い取組へのディスインセン
ティブにならないよう気をつけて下さい。
・④、⑤（基本目標、基本的方向等を踏まえての取り組み状況、今後の取り組
み）ともに基本目標、基本的方向等を踏まえた内部検証をしている点を評価し
ます。具体的な施策の工夫のイメージを持てるように検討を進めて下さい。
・女性活躍に向けた女性のニーズを的確に捉え、そのニーズの多様さに応える
ことが重要です。ニーズの多様さの背後にある住民の暮らし方の多様さを的確
に把握して、子育てに希望の持てるまちづくりにつなげて下さい。
・就労セミナーや相談会は、10月に保育所申込時期が到来することから、それ
以降に実施しても参加者が少ないため、早い時期に実施する必要がある。
・町内で勤務したいと考えているお母さんは多いと思うが、働きたいという声
と働く先がつながっていない。実際の働きたいという声には、フルタイムのほ
か、パートタイムやすき間時間の活用などさまざまあり、いろいろな就労のか
たちにつなげることが大切である。
・ハローワークでは検索できない情報などが、ぽけっとで検索できるとよいの
ではないか。
・岡山県奈義町の取組（まちの人事部）などを参考に、事業者からの相談や働
く人の相談、ワーキングスペースの確保など工夫してほしい。 R

7

質D

R
3

質B

R
4

質D

R
5

R
5

質D

10
ふるさと学習の
充実

・1-3「コミュニティ・スクールの導入」とも連携して、事業効
果を高めて下さい。
・1-3「コミュニティ・スクールの導入」における地域づくりの
動きを活性化させ、地域ニーズに合致した学校づくりになるよう
に工夫して下さい。
・ふるさと学習については充実した内容であると評価します。郷
土、伝統料理の伝承と情報発信も進んだものと評価します。
・「ふるさと学習の充実」が、「生涯にわたる学びと活躍の推
進」、「まちに愛着を持つ子どもを育て」、「若い世代が子育て
に希望が持てるまち」になる結節点になりうる施策上の工夫をし
て下さい。文化的豊かさの実感をまちの豊かさ、まちの魅力につ
なげて下さい。そのポイントは情報発信にあり、交流人口の増加
や定住・移住促進につなげて下さい。

11
女性活躍の環境
づくり

質D

R
6

質D

質B

R
4

質D
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①ＫＰＩ
②施策

取り組み状況
③施策

今後の取り組み
④基本目標等
取り組み状況

⑤基本目標等
今後の取り組み

量的検証 検証結果

10 2 2 2 3 19

量S A

0

量D D

0

量D D

0

量D D

0

量D D

10 2 2 2 2 18

量S B

0

量D D

0

量D D

0

量D D

0

量D D

10 2 2 2 2 18

量S B

0

量D D

0

量D D

0

量D D

0

量D D

10 2 2 2 2 18

量S B

0

量D D

0

量D D

0

量D D

0

量D D

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 施策検証結果一覧表 令和3年度～令和7年度　

R
7

質D

R
7

質D

R
7

質D

R
7

質D

（
２
）
地
域
資
源
を
活
か
し
、
地
域
経
済
の
活
力
と
暮
ら
し
を
支
え
る
雇
用
を
つ
く
る

1
農業経営・担い
手育成への支援

R
3

質D

・2-3「林業の振興」の取り組み内容が貧弱です。林業振興の施策を工夫して
ください。未利用資源が増加している要因を分析し、効果的な施策を検討して
ください。
・②、③（施策の取り組み状況、今後の取り組み）において、2-3「林業の振
興」の取り組み内容で挙げられている項目への検証を行い、「木材搬出を促
し」、「人工林の整備」、「林道・作業道の整備」がどの程度できているのか
を明らかにしてください。
・④、⑤（基本目標、基本的方向等を踏まえての取り組み状況、今後の取り組
み）において、基本目標、基本的方向を踏まえて、「地域資源を活かし」、
「地域内経済循環」、「町内雇用の拡大」につながるように現況分析、今後の
取り組みの施策の工夫を行ってください。
・森林境界明確化事業の重要性は認めますが、その先の施策の展開の全体像を
理解せずに、部分的事業に集中しても林業振興化にはつながりにくいのではな
いでしょうか。
・森林環境贈与税制度をよく研究し、木材利用の促進から地域内経済循環の創
出、町内雇用の拡大の総合的施策を検討してください。
・生産者の能力アップを図るとともに、販売量（出口の需要）をアップさせる
ための工夫が必要であり、一貫して効果を高める取組を進める必要がある。
・木質バイオマスの出口の需要拡大などは、学校での利用から家庭普及へ拡大
し、需要を増やすなどが考えられる。
・林業の振興のボトムアップとして、生涯学習分野の体験等に組み込むことが
大切である。

2
農業生産・特産
品の振興

R
3

質C

R
4

R
5

質D

R
6

質D

・②、③、④、⑤（内部検証）では、日野菜のことしか言及されていませ
ん。2-2「農業生産・特産品の振興」の取り組み内容には、日野菜の他に
「近江牛、近江米、北山茶等の特産品の～」とされています。これらの事
項についても、毎年施策を行っており、書く内容はあると考えますが、今
回の内部検証では全く言及されていません。
・2-2「農業生産・特産品の振興」の取り組み内容に、「６次産業化を図
り」とありますが、内部検証では言及されていません。
・④、⑤（基本目標、基本的方向等を踏まえての取り組み状況、今後の取
り組み）において、「地域資源」、「地域内経済循環」、「町内企業の連
携・交流」、「町内雇用の拡大」といった点に関連させて検証を行い、施
策を再考してください。
・「農業生産・特産品の振興」を実現するうえで、基本目標、基本的方向
は必要なことではないでしょうか。生産、供給体制、販路拡大への支援か
ら、６次産業化を図るなど支援レベルの高度化が必要です。
・「原産日野菜のブランド化を・・・」としている一方、地元のイン
ショップではB級、C級の日野菜が並んでいる現状について、情報把握し
ておく必要がある。
・R2からR3にかけて、生産量は増加したが、在庫が残る状態であったた
め、販売額のみならず、販路についても指標とすべきではないか。
・特産品として並列している近江牛や近江米、北山茶など、現状について
情報把握し、内部検証すべきである。

R
3

質C

R
4

質D

R
5

合計
検証点数

質的検証

基本目標 施策№ 施策 検証委員からのコメント
年
度

検証項目

・KPIとなっている「人・農地プランの作成集落数」が、R2からR3で増えていません
が、KPIの目標設定がR2の実数である21集落のままなので、KPIの達成度が100%に
なりました。今後、1年に1集落ずつ作成する目標となっていますが、作成するだけを
目標とせず、プランが実行され、成果が出るようにフォローアップしてください。
・内部検証②、③（施策の取り組み状況、今後の取り組み）において、2-1「農業経
営・担い手育成への支援」の取り組み内容への検証が不十分です。「貸し手と借り手を
つなぐため」の情報共有が実施されたのかどうなのかもわかりません。
・担い手の確保、育成のためにも、基本目標、基本的方向を踏まえた「地域資源」の視
点、「地域内経済循環の活性化」、「地元企業、商工会との連携」、「町内雇用の拡
大」などと連結、連動した施策を検討してください。
・環境こだわり農業の推進は、地域資源の活用とブランド化につなげられる優れた取り
組みだと考えますが、内部検証では単に面積の増加に言及しているにとどまっていま
す。政策当局の施策と把握が過小評価になっていないか気がかりです。
・コロナ禍による集落に出向いての説明が困難な状況が続いたようですが、集落の通信
環境の整備も行うなどして、オンラインによる説明会等も工夫してください。
・⑤（基本目標・基本的方向等を踏まえた今後の取り組み）で「自分たちの集落を守る
意識」に言及していますが、この意識を高めることにつながる施策の工夫をしてくださ
い。
・今の状況では、5年10年先の状況が読めず、計画が立てづらい現状がある。10年経
てば従事者がゴロっと変わると考えられるなかで、まずは家庭で誰が農地を守るのか、
議論する必要がある。その先に集落でどう守れるのか考えることが大切である。
・「自分たちの集落を守る」ことを中心に据えて、その意識を高めるために何を進めて
いくのかという視点で施策を考える必要がある。

質D

R
5

質D

R
6

質D

質B

R
4

質D

R
6

質D

質D

4
地域内経済循環
の推進

R
3

質C

R
4

質D

R
5

質D

R
6

・2-4「地域内経済循環の推進」の取り組みは、基本目標②のなかでも重要な取り組み
であると考えられます。町内の消費の実態を買い物調査を行ったり、町内企業の調達先
を調査するなど「現状把握」を行うことから始めましょう。現状を把握すると改善の指
針を見つけることができます。
・②、③（施策の取り組み状況、今後の取り組み）ともにKPIの達成に向けた取り組み
に力点のおかれた内部検証となっています。取り組み内容に即して内部検証を行ってく
ださい。「おさんぽカード」の利便性向上も必要なことですが、「おさんぽカード」が
利用され、町内消費の拡大と地域内経済循環を高めるのが目的のはずですから、手段と
目的を取り違えないようにしてください。
・KPIのおさんぽカード利用ポイント数が、目標値、R1実績（基準）値の2倍以上に
なっています。KPIの設定が過小かもしれません。ポイント利用の実態を分析して、町
内の消費動向の把握に努めてください。
・住宅リフォーム等促進事業は、規模は小さいですが、象徴的な意味があるでしょう。
この事業を活用することで、まちの「たから」である景観が保全されるように活用され
る等、事業効果が高くなるような工夫を行ってください。
・④、⑤（基本目標、基本的方向等を踏まえての取り組み状況、今後の取り組み）は、
基本目標、基本的方向を踏まえて内部検証を行ってください。
・おさんぽカードを知らない若者が多く、使いやすさや町内消費のPRを進めてほし
い。
・おさんぽカードがQRカードに変わり、取り扱う店舗が少なくなった実感がある。設
置費用や操作方法、有期限となったことなど、さまざまな理由が考えられる。
・おさんぽカードがQRカードになったことで、どこで誰が使ったか把握できる（傾向
が見える）のではないか。需要の把握を行う工夫をしてほしい。

3 林業の振興
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①ＫＰＩ
②施策

取り組み状況
③施策

今後の取り組み
④基本目標等
取り組み状況

⑤基本目標等
今後の取り組み

量的検証 検証結果

10 3 3 2 2 20

量S A

0

量D D

0

量D D

0

量D D

0

量D D

10 2 2 3 2 19

量S A

0

量D D

0

量D D

0

量D D

0

量D D

0 3 3 3 3 12

量D C

0

量D D

0

量D D

0

量D D

0

量D D

10 3 3 2 2 20

量S A

0

量D D

0

量D D

0

量D D

0

量D D

R
7

質D

質D

R
7

質D

質D

R
6

質D

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 施策検証結果一覧表 令和3年度～令和7年度　

R
7

質D

（
２
）
地
域
資
源
を
活
か
し
、
地
域
経
済
の
活
力
と
暮
ら
し
を
支
え
る
雇
用
を
つ
く
る

5
創業・コミュニ
ティビジネスへ
の支援

R
3

質D

6
企業誘致の推進
と工場用地の確
保

R
3

質B

R
4

R
5

質D

R
5

・2-7「新たな産業分野の誘致と創出」は、大変意欲的な取り組みであり、5年
間に1件でもサテライトオフィス等が設置されるとKPIは100%となる設定です
から、5年という計画期間、中長期に成果が出るのを根気強く待つ必要がありま
す。
・根気強く成果が出るのを待つ必要があるとはいえ、②、③、④、⑤（内部検
証）がKPIに掲げている「サテライトオフィス等の設置」に引きずられた内部検
証になっています。新しい分野の企業への優遇制度の拡充による誘致に加え、
コロナ禍による社会の変化を見据えた企業や個人事業者等の誘致には、何が必
要なのかも検討してください。
・④、⑤（基本目標、基本的方向等を踏まえての取り組み状況、今後の取り組
み）については、基本目標、基本的方向を踏まえての内部検証が必要です。伝
統的な住宅、商家等の「地域資源」として生かそうとしている視点は高く評価
します。さらに、まちなみの保全につながるような取り組みや地域内経済循環
の活性化、町内雇用の拡大などにつながるように施策の工夫を行ってくださ
い。
・町内高校生の就業希望先としてIT産業などが挙げられるが、日野町ならでは
の企業や日野町を支えてきた企業を大きくアピールした上で、マッチングを進
めてほしい。
・小学生の将来の夢はボヤっとしており、具体的な職業が出てこない現状があ
り、目標が見つけられない状態なのではないか。
・働くことと暮らすことは連動しており、コミュニティの維持に向けて、積極
的に進めてほしい。

質D

R
6

質D

R
7

質D

合計
検証点数

質的検証

基本目標 施策№ 施策 検証委員からのコメント
年
度

検証項目

・交流会事業の開催は、2-5「創業・コミュニティビジネスへの
支援」の取り組み内容として書いているから行うと単純に考え
ず、基本目標、基本的方向を踏まえて実現せねばならないことだ
と広く文脈で捉えてください。町内企業の交流と連携から地域内
経済循環を強める方向に町の経済の質的転換を図るように施策の
工夫を行ってください。
・創業者ニーズの把握を適切に行うこと、地域内経済循環を高め
る創業者を育成するためのトータルな仕組みを検討してくださ
い。

質D

R
5

質D

R
6

質D

質B

R
4

・2-6「企業誘致の推進と工場用地の確保」の取り組み内容の2つ目の項
目はどのように取り組んでいるのか見えませんので、評価を「２」としま
した。
・工業団地の空き用地がほとんど無い状態で、企業誘致をすることは困難
かもしれませんが、工場誘致だけではない企業誘致の可能性も探ってくだ
さい。
・2-4「地域内経済循環の推進」の取り組みとも関連して、域内調達状況
の調査、町内雇用の実態調査等を行い、経済波及効果を測定してくださ
い。
・地元産品の利用等をCSRに限定せず、地域内経済循環の活性化の方策
として検討して下さい。エネルギーの地産地消など新しい可能性も調査、
研究してください。
・⑤（基本目標・基本的方向等を踏まえた今後の取り組み）の「今後の課
題」の記述が、意味がよく分かりませんでした。滋賀県は工業が盛んで、
2次産業（製造業）の立地も順調に増えていますので、製造業への就労希
望者を増やす必要があると解釈しましたが、就労希望の実態把握や求人状
況などを調査、分析し、長期的同項も考えながら、企業誘致を進めてくだ
さい。サービス経済化、知識基盤社会化、アフターコロナの社会変動など
を大局から検討して施策を行ってください。
・日野高校をはじめ、地元高校生への情報発信に努めてください。

8
町内雇用の促進
と雇用機会の拡
充

R
3

質B

R
4

質D

R
5

質D

R
6

・日野高校生採用を促進したり、日野高校のキャリア形成教育への補助等を高く評価し
ます。
・内部検証から住民の求職と企業の求人の間にギャップが生じていることが伺えます。
2-6「企業誘致の推進と工場用地の確保」で製造業の誘致を進めているため、企業側
（製造業）の求人が多くなる一方で、住民側の求職希望のギャップ、ミスマッチを解消
する施策が必要かもしれません。そうした施策が必要であるかも含めて検討してくださ
い。
・④、⑤（基本目標、基本的方向等を踏まえての取り組み状況、今後の取り組み）の内
部検証に「地域資源」、「住民主体の創業」、「地域内経済循環の活性化」、「町内企
業の交流と連携」など基本目標のめざす姿や基本的方向を踏まえた検証を行ってくださ
い。
・町内企業と行政が連携して実施した新型コロナウイルス感染症ワクチンの職域接種
は、町内在住者の5割にのぼった。町内企業だけではできないことは、官民連携でタッ
グを組んでやっていきたい。
・高校生の就業希望について、給料、仕事内容、ネームバリューなど、どう親を巻き込
んで働きかけられるかが大切である。
・町内産業の雇用を確保するため、日野高校以外に通学する高校へのアプローチは考え
られないか。
・第２工業団地の人手不足による残業は深刻であり、県の産業プラザと連携して、第２
工業団地にスポットライトを当てたフェアができないか。
・中学校の職業体験では、仕事内容よりもおまけ要素が勝っており、企業側にも責任を
持たせ、仕事はこういうものであると分かるように、日野の企業の良さが分かるように
進めてほしい。
・働くことと住むことはセットであり、移住支援金などとセットにして、Uターン就業
を働きかけてほしい。

7
新たな産業分野
の誘致と創出

R
3

質B

R
4
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①ＫＰＩ
②施策

取り組み状況
③施策

今後の取り組み
④基本目標等
取り組み状況

⑤基本目標等
今後の取り組み

量的検証 検証結果

9 2 2 2 3 18

量S B

0

量D D

0

量D D

0

量D D

0

量D D

9 3 2 2 3 19

量S A

0

量D D

0

量D D

0

量D D

0

量D D

0 3 3 2 2 10

量D C

0

量D D

0

量D D

0

量D D

0

量D D

8 3 3 3 2 19

量A A

0

量D D

0

量D D

0

量D D

0

量D D

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 施策検証結果一覧表 令和3年度～令和7年度　

R
7

質D

R
7

質D

R
7

質D

R
7

質D

合計
検証点数

質的検証

基本目標 施策№ 施策 検証委員からのコメント
年
度

検証項目

質B

R
4

質D

R
5

質D

（
３
）
ま
ち
の
魅
力
を
活
か
し
、
交
流
を
育
み
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る

1 商工業の活性化

R
3

R
6

R
3

R
6

2
まちぐるみでの
おもてなし

R
3

・町民の自立的なイベント応援は、今後も増えると見込めますか？応援対
象となる自主的なイベントが増えるでしょうか？増やすことへの支援や基
礎となる施策はないか検討して下さい。
・３－２「まちぐるみのおもてなし」の取組は、「おもてなしの心で観光
受け入れにかかわる人を増やす」ものですが、「増やす取り組み」を具体
的に検討して下さい。
・観光受け入れ体制は、観光ガイドだけに限定されません。観光受入体制
の充実にあたっての現状を②（施策の取り組み内容）に、今後の取組を③
（施策の今後の取り組み）に記述して下さい。
・⑤（基本目標・基本的方向等を踏まえての今後の取り組み）の「今後の
課題」でも「まちの魅力を住民が認識されていないこともある」と指摘し
ているように「住民自身がまちの魅力を認識すること」も重要です。住民
自身がまちの魅力を自覚できてこそ、楽しみながらおもてなしの心で観光
受入にかかわれます。受入にかかわる人を増やす施策とも大いに関わって
いることを認識すると受入体制の充実のための施策も変わると思います。
受入にかかわる人の裾野を広げてください。
・観光アプリ「ぐるりん日野ナビ」は、もっとPRしてほしい。また、商
工会などにも協力を呼びかけてほしい。
・日野駅観光案内交流施設「なないろ」にて、ホームページの情報やさら
なるPR動画の放映などに取り組んでほしい。

・②（施策の取り組み状況）において、事業継承について言及がありません。R3はコロナ
禍で大変な一年で、コロナ対策を実施し、本取り組みを実質的に担ったと伺えますが、あ
わせて、大型店にはない商店の強みや魅力を磨く施策の工夫を行って下さい。
・③（施策の今後の取り組み）において、「交流人口の創出と賑わいのあるまちづくり」
「ふるさと応援寄付制度」と観光との連携について今後の取り組みがみえません。
・④、⑤（基本目標、基本的方向等を踏まえての取り組み状況、今後の取り組み）におい
ては、基本目標、基本的方向を踏まえて内部検証を行ってください。「交流から移住・定
住に結びつく」情報発信は重要なので取り組んで下さい。やっていないので困難さも判ら
ないのだと推察します。「交流から移住・定住に結びつく」のはどのようなパターンがあ
るのか？具体的なイメージを役所と地域が共通のイメージを持ち、その上で移住者の視点
（移住希望者の視点）からの情報発信・支援を検討して下さい。
・住宅リフォーム等促進事業、ふるさと応援寄付制度、商品券等の施策が、町内経済にど
の程度プラスの効果を生み出すのか評価して下さい。
・３－１「商工業の活性化」の取組は、町外に流出している町内需要を町内に向けさせる
施策と、交流や寄付等によって、町外購買力を町内に向けさせる施策とに分かれます。そ
の特性に合致した施策を検討して下さい。
・ふるさと納税の施策は、積極的になっていることが分かる。これからも町独自のものを
ドンドン増やしてほしい。
・プレミアム付き商品券などは大変人気があった。これによる町内の人による町内消費や
波及効果を測定したほうがよい。あわせて、町外の人が町内需要できる方策も検討してほ
しい。
・住宅リフォーム助成は、他市町と比べると金額規模が小さいため、規模を大きくするこ
とで、さらに町内需要が増えるよう検討してほしい。
・住宅リフォーム助成等は、個人財産との兼ね合いもあるが、町民が住み続けられるため
の施策として、景観保全やコミュニティ維持の観点等、工夫して町民を手厚く、さらに移
住者にも波及するような施策を検討してほしい。

R
3

R
6

質D

質D

質D

R
5

質D

質B

R
4

3
地域資源を活か
した体験型観光
の推進

質B

R
4

・コロナ禍が収束していないので、農泊の受入ができず、KPIは達成でき
ませんでしたが、これはいたしかたないことだと考えます。
・内部検証は、農泊を中心にすえたKPI、事業構想になっているようにう
かがえます。コロナ以前の農泊の成功は特筆すべき実績ですが、今後は、
農泊以外の体験型観光の開発に尽力して下さい。現在の日帰りの再開など
の経験から新たなコンテンツ開発につなげてください。
・④、⑤（基本目標、基本的方向等を踏まえての取り組み状況、今後の取
り組み）は基本目標、基本的方向を踏まえて、３－３「地域資源を活かし
た体験型観光の推進」の取組を検証してください。受入家庭の高齢化等に
よって受け入れ家庭の確保が困難になっているとのことですが、住民に日
野の良さを伝えるなどによって受入家庭を増やす施策を検討し、実施して
下さい。
・コロナ禍でリアルな受入が困難であるからこそ、交流から移住につなが
る情報発信を工夫して下さい。移住希望者の視点に立った移住を後押しす
る情報発信を行ってください。
・日野町には農業体験だけでなく、さまざまな歴史があり、特に近江日野
商人の教えなど、もっとPRして人を呼び込んでほしい。
・近江日野商人館など、町内の人でも知らない人や行ったことがない人も
いるため、町内の人もターゲットにPRしてほしい。
・近江日野商人の教えは、企業訪問でも研修に取り入れるようPRしてほ
しい。

質D

R
5

質D

R
6

質D

4
地域の移動手段
の充実

質B

R
4

質D

R
5

質D

質D

・３－４「地域の移動手段の充実」の取組は、全国の自治体共通の悩みの一つです。実
態調査（潜在需要の調査）に基づいて、交通インフラの整備をすすめてください。
・３－４「地域の移動手段の充実」の取組が、最も必要としている対象グループを特定
するなど、必要度の高さによるグループ分け、その需要への最も適切な対応手段を対応
させるなど、工夫をして下さい。
・日野町では、「おたすけカゴヤ」など住民主体の先駆的取組も広がっていることを高
く評価します。このような住民主体の取組は、住民の公共交通を守ろうとする意識の高
揚にもつながると思われます。３－４「地域の移動手段の充実」の取組内容が、住民
ニーズに行政が対応する姿勢で「構築します」と書いていますが、住民と協力しながら
といった形で、住民を公共交通の受け身の利用者としてのみ扱わず、費用負担も含めた
共助の中で問題解決に取り組むことも留意して下さい。
・利用を通じた助け合いになる面も考えましょう。通学、通勤、生活、観光利用と性格
の違う公共交通需要をどのように掘り起こし利用を結集するのか工夫が必要です。
・交流から移住につながることを考え、交流を促すうえで公共交通の果たせる役割を検
討して下さい。
・移住の観点のみならず、職場での採用募集時、まず公共交通のことを聞かれるため、
充実を図ってほしい。
・「わたむき自動車プロジェクト」の取組の見える化を図ってほしい。
・子どもの車送迎があたり前になっている一方、負担も大きい。子育て世帯が公共交通
をうまく活用できると、子どもが社会のマナーを知る機会にもつながり、良いことだと
思う。
・公共交通の活性化により、働き方や生活がどう変わるのか、波及効果が見えるとよ
い。
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①ＫＰＩ
②施策

取り組み状況
③施策

今後の取り組み
④基本目標等
取り組み状況

⑤基本目標等
今後の取り組み

量的検証 検証結果

10 3 2 2 2 19

量S A

0

量D D

0

量D D

0

量D D

0

量D D

10 3 3 2 2 20

量S A

0

量D D

0

量D D

0

量D D

0

量D D

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 施策検証結果一覧表 令和3年度～令和7年度　

R
7

質D

R
7

質D

合計
検証点数

質的検証

基本目標 施策№ 施策 検証委員からのコメント
年
度

検証項目

質B

R
4

質D

R
5

質D

（
３
）
ま
ち
の
魅
力
を
活
か
し
、
交
流
を
育
み
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る

5
ＵＩＪターン受
入の充実

R
3

R
6

R
6

R
3

・定住相談件数、移住定住者数ともに順調に増加していることを高く評価
します。
・３－５「ＵＩＪターン受入の充実」の取組の１つ目は、日野町内向けの
取組のことであり、日常的に行われていることですから、特段記述がない
のかもしれませんが、特徴的な事例を挙げて内部検証を行って下さい。
・３－５「ＵＩＪターン受入の充実」の取組は、町内向けの取組と町外向
け（移住希望者向け）取組に分けられると考えられますが、内部検証では
町外向けの取組について行われています。基本的方向の２つ目の事項は町
内向け、３－５「ＵＩＪターン受入の充実」の取組内容の一つ目が町内向
けの取組です。町内向け取組についても内部検証を行って下さい。
・全般的には、UIJターン受け入れに必要な取組がなされていると評価し
ます。移住定住者を受け入れる地域の側への取組もなされているかと思い
ますので、内部検証でも位置づけを行って下さい。
・町内の数多くの企業が、外国人やアウトソーシングに頼っているなか、
事業を続けるためにも、地元企業にスポットを当て、手を取り合って（労
働者）人口を増やしてほしい。
・日野町への移住者のなかでも、特徴的な事例を紹介できるよう工夫して
ほしい。 質D

R
5

R
4

6

地域の活力につ
ながる情報の収
集とタイムリー
な発信

質B

質D

質D

質D

・３－６「地域の活力につながる情報の収集とタイムリーな発信」の取組
は、役場としては仕組みづくりであり、情報の収集・発信を住民が行うこ
とによって、地域の活力につなげようとする取組だと思います。現在は、
仕組みづくりに力点があるのだと推察しますが、町民自らが良さを知り発
信するためのもう一工夫が必要だと考えます。
・発信するグループを、毎年講習会を開いて組織化するなど検討して下さ
い。公民館の学習教室をつくるのも一つの方策です。
・③（施策の今後の取り組み）、⑤（基本目標・基本的方向等を踏まえた
今後の取り組み）で言及しているデジタル地域コミュニティ通貨の取組
は、３－１「商工業の活性化」とも連携させることも可能です。
・町ホームページは、コロナ禍において、企業でもよく見るようになり、
ワクチンメーターなど見やすくなっているが、古いままのところもあり、
さらに見やすくなるよう充実してほしい。
・スマホで何もかもする時代であり、タイムリーな発信ができるよう進め
てほしい。
・デジタル地域コミュニティ通貨「ビワコ」は、事業所内でも話題になっ
ており、PRを図ってほしい。
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①ＫＰＩ
②施策

取り組み状況
③施策

今後の取り組み
④基本目標等
取り組み状況

⑤基本目標等
今後の取り組み

量的検証 検証結果

8 3 3 3 3 20

量A A

0

量D D

0

量D D

0

量D D

0

量D D

10 3 2 2 2 19

量S A

0

量D D

0

量D D

0

量D D

0

量D D

8 2 2 3 2 17

量A B

0

量D D

0

量D D

0

量D D

0

量D D

8 3 3 3 2 19

量A A

0

量D D

0

量D D

0

量D D

0

量D D

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 施策検証結果一覧表 令和3年度～令和7年度　
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1
次代を担う人材
の発掘

R
3

質D

・②、③（施策の取り組み内容、今後の取り組み）において、二
拠点、ワ―ケーションなどへの内部検証がなされていませんので
２点とします。関係人口の創出は、多様な手法・施策があると考
えます。内部検証は、その中でも「ふるさと納税」と「地域おこ
し協力隊」に特化して評価されていますが、他の施策の可能性に
ついても内部検証を行って下さい。
・地域おこし協力隊の方々の取組をテーマに特産品の振興など地
域の活力につなげるようとしている点を評価します。今後は、住
民自身によって関係人口の創出にかかわるような取組が自発的・
主体的に行われるように工夫をして下さい。
・二拠点、ワ―ケーションの方々は、移住者とはまた違った感性
をお持ちではないかと推察します。二拠点、ワ―ケーション者に
ターゲットをしぼった調査（ニーズの把握など）を行い、的確な
施策を工夫して下さい。

2

市民活動（団
体）の活躍のた
めの仕組みづく
り

R
3

質B

R
4

R
5

質D

R
6

質D

・４－２「市民活動（団体）の活躍のための仕組みづくり」は、
多様な担い手による主体的なまちづくりを行うものですが、内部
検証では、７地区ごとに公民館を中心に「提案型活動事業」を推
進するようにみえました。公民館が中心となった取組も大変すば
らしい取組ですが、公民館以外の起点となる取組も促すように工
夫をして下さい。
・４－２「市民活動（団体）の活躍のための仕組みづくり」は、
４－１「次代を担う人材の発掘」とも密接に関連しています。次
代の担い手の発掘と市民活動団体の活躍を促す取り組みとうまく
連動して事業効果を高めて下さい。
・自治会や町内会で拾い上げられない、個人や少数グループで活
動する人への支援や火付け役が必要である。

R
3

質B

R
4

質D

R
5

合計
検証点数

質的検証

基本目標 施策№ 施策 検証委員からのコメント
年
度

検証項目

・「ひの若者会議」の開催をするなど、次代を担う人材の発掘が取り組まれていること
を高く評価します。
・まちづくり計画の策定を支援するとともに、そのフォローアップを行ったり、「まち
づくり計画」策定自治会の交流の場をつくり、相互に課題の共有やグッドプラクティス
の共有を行うことで、自治会の力量が高まると思います。その交流会に、計画策定を考
えている自治会にも参加してもらうとまちづくり計画が加速するのではないでしょう
か。
・内部検証がKPIの指標に引きずられているように見受けられます。具体的取組内容は
もっと多岐にわたるのではないかと推察します。
・行政懇談会等の開き方を工夫して下さい。住民アンケート等をとるときでも一世帯１
枚ではなく、世帯人数分を回答してもらうなど、男女を問わず意思表明できる場、話し
合う場を地域につくることが必要です。
・住民アンケートを世帯全員に回答してもらうと、これまで世帯主が出していた意見等
ではなく、これまで出てこなかった内容の意見等が出てくるため、行政懇談会等での意
見聴取も工夫してほしい。
・若者会議では、20歳代～40歳代と年齢幅があり、また、人それぞれのスピードがあ
るため、発言しにくい部分があり、現実離れした話しをしていると感じている人もい
る。若者会議での横のつながりも大切であるが、一方、若者会議のような機会がなかっ
た人などの参画を考えることがすそ野を広げることにつながる。
・子ども食堂に興味がある日野高生が寺子屋食堂の事業に参加してくれているが、町内
の子どもではなく、町内の子どもにも興味を持って活動していけるような取組が必要で
あり、その先に若者会議のような取組への参加にもつながるのではないか。
・ファミサポで関わる若い世代の母親も意見を持っている人は多いが、それを出し合う
場に一歩踏み込んで参加する人は少なく、そのような人が行きやすい場づくりが大切で
あると感じる。

質D

R
5

質D

R
6

質D

質B

R
4

質D

R
6

質D

質D

4
多文化共生の推
進

R
3

質B

R
4

質D

R
5

質D

R
6

・在住外国人と住民の交流の場づくりを単なる交流とせず、食を手掛かり
にして食育もあわせて実施している点など高く評価します。在住外国人の
方に、日野の郷土食や文化を知ってもらう機会もつくり、相互に文化を学
びあうことを進めて下さい。
・在住外国人の方に日野町の歴史や文化を知ってもらうための平易な日本
語、英、中などの翻訳による冊子を作成し、ホームページでも公開するこ
とも検討して下さい。
・在住外国人の方に日野の良さを知ってもらおうと住民主体で取り組むこ
とが、町民自身の日野町への理解を深めることにもなります。日野高校と
の交流も日野高生が外国の人に伝えることを取り組んでもらえると、次代
の担い手育成につながるかもしれません。
・ぽけっとの利用者にも在住外国人がおられるが、言葉が通じにくいた
め、ルールが伝わらない。在住外国人もぽけっとに行きやすくなり、日野
町に住みやすくなるためにフォローできるものを考えていく必要がある。
・ブラジル人は歴史も長く、関わりは深いが、ベトナム人は歴史が浅く、
少しずつ地域と馴染んできているが、行政が主体となり、企業が後押し
し、地域も参画するなかで、日本語勉強会などを開催してほしい。
・在住外国人への日本語の理解を深めることも必要であるが、その子ども
へは母語の教育も必要である。

3 関係人口の創出
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②施策

取り組み状況
③施策

今後の取り組み
④基本目標等
取り組み状況

⑤基本目標等
今後の取り組み

量的検証 検証結果
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量D D
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量D D

0

量D D
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量D D
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量D D
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5
支え合いの仕組
みづくりの促進

R
3

質D

・内部検証において、健診の実施、健康推進員の養成、活動支援がなされてい
ることを確認しました。取組を評価します。
・体の健康づくりだけでなく、4-7「心身の健康づくり」は、心の健康への取
組もありますが、内部検証では確認できません。心の健康部分が書いているの
で、②、③、④、⑤（内部検証）の全ての評価を2点としました。
・健康推進員の養成と活動は、住民の健康への関心、意識を高め、行動を変え
て、健康づくりに欠かせないものとなるでしょう。健康推進員の養成が、R3は
12名ということですが、この数をもっと増やすことを検討して下さい。
・特定健診の受診率をアップさせるために、未受診の要因を調査分析し、受診
率向上の効果的施策を工夫して下さい。基本目標④の基本目標、基本的方向を
踏まえると、受診率が現状程度であることを地域課題ととらえて、健康につい
ても住民主体の学び、ひろげる取組が後押しするように、健康推進員と協力し
ながら取り組んで下さい。
・地域の取組が、健康状態、体力の向上につながっていることを可視化する工
夫を行って下さい。
・以前に健診を受けて、特に問題がなかったことから、継続して健診を受けな
い人も多いのではないか。アンケート調査等を実施し、実態把握をしてはどう
か。
・健診を受診することと平均寿命との関わりを見える化し、受診勧奨につなげ
られるよう、国保連合会等に働きかけてほしい。

6
食育・地産地消
の推進

R
3

質B

R
4

R
5

質D

R
6

質D

・わたむきの里のお米作りの取組、今後の作業所と農家が共同して農地を守る
ことから、食育、地産地消の推進を明確に検証しましょう。農福連携で農地を
守り、日野の子どもたちの食育、健康につながる象徴的な取組として磨いて下
さい。
・学校給食を食育の起点として様々な取組がなされている点を評価します。児
童、生徒の農体験、食育が「まちへの愛着や誇り」につながり、次代を担う人
材となってもらえるように工夫して下さい。生徒、児童を受け身の体験に終わ
らせず、リーダーに育てる工夫をして下さい。
・直売所への地場農産物の供給による農業振興支援についても内部検証を行っ
て下さい。
・住民が消費者として、地産地消を積極的に行うように啓発を行って下さい。
単なる啓発ではなく、効果が見えるように工夫して下さい。買い物調査や地域
内経済循環の効果を調査することで、行動の変化が地域にどのような効果をも
たらすのかを知ってもらい、自発的な消費行動を増やせます。2-4「地域内経
済循環の推進」とも連携しながら施策をすすめてください。
・政策効果の測定は、KPIだけでなく、成果を総合的に測定するなど工夫して下
さい。住民（大人）、児童、生徒の意識や行動の変化を的確にとらえる調査な
どで政策効果を測定することもできます。
・世代間で、食の違いや生活リズムの違いがあり、外食やスーパーの惣菜でご
飯を済ます人もいる。スーパーの惣菜コーナーにも地産地消を売り込むなど取
組をすすめてはどうか。
・2-4「地域内経済循環の推進」に掲げられる商工会等の町内の消費拡大と同
様、地産地消による地域内経済循環の分析について、なかなか進まない実情が
あると思うが、推進してほしい。

R
3

質C

R
4

質D

R
5

合計
検証点数

質的検証

基本目標 施策№ 施策 検証委員からのコメント
年
度

検証項目

・「支え合いの仕組みづくり」として、東桜谷、西大路地区の先駆的取組
を町内に広められるように努めて下さい。他の地区の福祉関係者、地域の
リーダーの方々との情報共有がなされているようですが、広がりにくい要
因を分析し、対策を考えて下さい。既に一定活発に行われている自治活動
を基盤にしながらも、現在直面している地域課題に対応できる、地域自治
活動への更なる進化、発展が必要です。地域自治活動の質的転換につなが
る仕組みづくりが必要です。
・KPIに設定されている指標の達成は、個別的課題としては重要ですが、
4-5「支え合いの仕組みづくりの促進」の対象は、高齢者、子育て世代へ
の支援など幅広い課題です。「個別的な支援対象」ととらえるのではな
く、「住民が暮らし続けると起きる人生の様々なこと」を支え合うと総合
的にとらえ直して、施策の工夫を行って下さい。
・内部検証からは、個別の政策課題への取組がなされていることが分か
り、活発な活動がなされていることは評価します。一方で、「支え合い」
の対象の広さや担当する課も多くて役場と地域のパイプも多い。パイプは
多いが横の連携も難しかったりするのではないでしょうか。「重層的支
援」を作ることは容易なことではありませんが、構築に向けて課題を整理
し、一つひとつ解決をはかって下さい。そのためには、役場内の横連携を
深めて、効果を促進する取組に加えて、地域内の連携を深めることも必要
です。

質D

R
5

質D

R
6

質D

質B

R
4

質D

R
6

質D

質D

8
高齢者のいきが
いづくり

R
3

質B

R
4

質D

R
5

質D

R
6

・4-5「支え合いの仕組みづくりの促進」とも関係する取組です。4-8
「高齢者のいきがいづくり」の取組から「重層的支援」につながるように
施策の工夫を行って下さい。④、⑤（基本目標・基本的方向等を踏まえた
取り組み状況、今後の取り組み）の内部検証を行うにあたって、基本目
標、基本的方向を踏まえると地域における福祉系のパイプ、ネットワーク
だけでなく、地域社会の暮らしのネットワークそのものとも連携につなげ
ていくことが必要です。住民の自治活動の質的転換をはかる必要がありま
す。
・東桜谷、西大路地区の先駆的取組から学んだことを他の地区でも実現で
きるように取り組んで下さい。
・コロナ禍のもとで、「高齢者のいきがいづくり」の取組は、感染対策に
も気をつかい、大変であったと推察します。高齢者の社会参加の具体的イ
メージが、「交流サロン」等の交流会に偏りがあるように見受けられま
す。基本的方向を踏まえると、高齢者の豊かな経験と知識を活かし、次代
を担う人材づくりにつなげることも構想して下さい。
・生活支援コーディネーターの果たす役割が大きいように見受けられる内
部検証となっています。生活支援コーディネーターの資質の向上など量と
質の両面の強化策を検討し、実行して下さい。また、健康推進員など地域
の担い手との情報交換や連携が進むように支援して下さい。

7
心身の健康づく
り
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①ＫＰＩ
②施策

取り組み状況
③施策

今後の取り組み
④基本目標等
取り組み状況

⑤基本目標等
今後の取り組み

量的検証 検証結果

10 3 2 2 2 19

量S A

0

量D D

0

量D D

0

量D D

0

量D D

10 2 2 2 2 18

量S B

0

量D D

0

量D D

0

量D D

0

量D D

8 3 3 3 3 20

量A A

0

量D D

0

量D D

0

量D D

0

量D D

9 3 2 2 2 18

量S B

0

量D D

0

量D D

0

量D D

0

量D D

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 施策検証結果一覧表 令和3年度～令和7年度　
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9
健康づくりと介
護予防の一体化

R
3

質D

・在住外国人が必要とする言語による資料の充実に努めるなど、
住民の知る権利、学ぶ権利を保障するために資料収集・提供して
いることを評価します。
・④、⑤（基本目標・基本的方向等を踏まえた取り組み状況、今
後の取り組み）では、基本目標、基本的方向を踏まえて内部検証
をするのですが、図書館サービスの特性上、基本的方向にあるよ
うな「攻め」の支援等の施策は難しい面があることは理解しま
す。その上で、他の部署の取組に図書サービスが協力していくな
ど新しい方向性を模索して下さい。
・ウィキペディアタウンなどの事業を、町のさまざまな部署と連
携するとともに、人材育成につなげてほしい。

10
障がい者の支援
体制の充実

R
3

質C

R
4

R
5

質D

R
6

質D

・グループホームの整備が進み、地域で生活できる環境が整った
ことは高く評価します。
・②、③（施策の取り組み内容、今後の取り組み）において、東
近江圏域障がい児（者）サービス調整会議による総合的な調整、
障がいのある人の地域生活を支える仕組みを備えた拠点整備の現
状と展望について内部検証を行って下さい。
・④、⑤（基本目標・基本的方向等を踏まえた取り組み状況、今
後の取り組み）の内部検証では基本目標、基本的方向を踏まえて
の内部検証を行いますが、実施が困難なこととして挙げられてい
る「施設入所者の地域移行」について障がいのある人が地域で安
心して暮らせるまちになるように、現状を地域課題としてとらえ
て住民自ら学び、課題解決に取り組めるように施策の工夫や支援
を行って下さい。
・障がいの有無にかかわらず、本人の自立に対して保護者の不安
や心配が自立の妨げになっていることが多くなっているのではな
いか。その保護者に対するフォローや支援が必要であると感じ
る。

R
3

質B

R
4

質D

R
5

合計
検証点数

質的検証

基本目標 施策№ 施策 検証委員からのコメント
年
度

検証項目

・コロナ禍のもとで介護予防ボランティア養成ができなかったのはいたしかたないことだ
と考えます。そうしたなかでも専門職による健康指導を行ったことを評価します。
・内部検証がKPIとなっている介護予防ボランティアに引きずられた検証になっているよう
にみえます。専門職と住民リーダーとの連携を具体的にどう深めながら介護予防等への取
組につなげるのかなど検討して下さい。③（施策の今後の取り組み）では、ボランティア
に専門職が研修等を通じて知識を授けるようにみえます。
・おたっしゃサポーターの高齢化を困難なこととして挙げていますが、サポーターを増や
す取組こそが、基本目標、基本的方向を踏まえた取り組むべきことではないでしょうか。
保健と介護予防の一体的な取組として、高齢者の経験や知識を活かして、地域の食文化や
伝統を学ぶ機会をつくり、4-8「高齢者のいきがいづくり」、4-6「食育・地産地消の推
進」に結びつけるなど施策の連携と効果を高める工夫をしてください。
・介護予防ボランティア、生活支援コーディネーター、健康推進員など住民の担い手の活
躍に依存する施策が相互に連携をはかり、各役割の担い手間の交流と担い手のすそ野を広
げる取組を工夫してください。
・高齢者のボランティア精神を継承できる方法を検討してほしい。
・かつては定年が60歳、その後、地域で役員などに従事し、70歳を過ぎて余生を楽しむ
ような人生設計であったが、定年が70歳になるような時代に、その後、地域の役員など到
底難しいため、いままでどおりの依頼方法では難しいのではないか。
・住民の長い人生をみたなかで、子育ての段階からサービスに依存するのではなく、地域
に参画するくせづけやボランティア精神を高めることが、高齢になっても地域の人材とし
て活躍できる人を育てることにつながるため、子ども支援課など厚生部門の横連携が大切
である。
・ファミサポでは、依頼登録会員が、依頼する時期を過ぎ、提供登録会員として登録いた
だく人が増えてきている。依頼登録会員により近い地域の提供登録会員とつなぐことで、
ファミサポを通さずとも支援できる体制ができ、核家族化によりできなくなっていた家族
や地域での助け合いができてきているように感じる。

質D

R
5

質D

R
6

質D

質B

R
4

質D

R
6

質D

質D

12
ごみの減量化の
実現

R
3

質B

R
4

質D

R
5

質D

R
6

・ごみの減量化の取組が進んでいることを評価します。
・ごみ減量化と廃食油回収が、どのような環境負荷低減効果があるのか住
民が容易に理解できるように啓発、可視化を行って下さい。
・資源ごみの量の減量がKPIになっていますが、リデュースとリユース
（発生抑制と再利用）の結果として減量することは良いと考えられる反
面、古紙、スチール缶、アルミ缶、小型家電等が適正に資源化されるよう
に住民が行動した結果、発生量が増大することも考えられるので、その内
容を十分に検討する必要があります。つまり、住民の良い行動は増加要因
と減少要因の両方あることに留意する必要があります。
・④、⑤（基本目標・基本的方向等を踏まえた取り組み状況、今後の取り
組み）の内部検証は、基本目標、基本的方向を踏まえて評価するのが難し
く、苦労したと推察します。ごみに関わる環境問題を地域課題として、住
民の自治活動の中に位置づけ、住民自ら発見し、学び、取り組む方向に地
域と連携することが、内部検証として行われるのが良いでしょう。ごみ問
題は、行政と住民の協力、自治活動との連携なくして解決しない課題であ
り、現在も、住民との連携を行っていると推察します。現状を適切に評価
してください。

11
住民のくらしを
支える知識・情
報の提供
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①ＫＰＩ
②施策

取り組み状況
③施策

今後の取り組み
④基本目標等
取り組み状況

⑤基本目標等
今後の取り組み

量的検証 検証結果

9 2 3 2 2 18

量S B

0

量D D

0

量D D

0

量D D

0

量D D

8 3 3 2 2 18

量A B

0

量D D

0

量D D

0

量D D

0

量D D

9 3 3 2 2 19

量S A

0

量D D

0

量D D

0

量D D

0

量D D

14
交通安全対策と
防犯体制の推進

・シルバーキャラバン隊の参加が困難に直面しているようですが、啓発手法の適切さを
検証したり、他の方法でシルバー無事故を実現できないか検討して下さい。
・様々な団体と役場と連携して多彩な取組を行っていますが、その効果を検証したり、
これらの取組から、基本目標、基本的方向にある、次代を担う人材づくりにつなげた
り、自治活動を基盤にした防犯、防災活動による安心、安全なまちづくりにつなげられ
るように工夫して下さい。
・各種のキャンペーンを官主導で行っているようにみえますので、住民の活発な自治活
動を持続発展させていくことから、住民主体の取組、自主的な取組となるように企画、
立案から事業実施までそのあり方を見直して下さい。
・より若い世代が参加する（参加できる）取組とはどのようなものかを考えると、今ま
でにない発想で効果的な取組をみつけられるかもしれません。
・「数多くある要望箇所」について、対策がおいついていないようですが、緊急性のラ
ンク分けを行うなどして、緊急性の高い箇所が長期間放置されることがないようにして
下さい。
・現在、「鎌掛」、「南比都佐」、「必佐」地区老人クラブは、シルバーキャラバン隊
に参加しているが、ほかの地区では、単位老人クラブに呼びかけなどすることはできな
いか。
・７０歳以上が対象となった老人クラブの組織に頼りすぎているのではないか。老人ク
ラブも役員等の行政的な負担が大きいことが、脱退の原因のひとつとなっているため、
これまでのやり方を見直し、個々で手伝ってくれる人を地道に増やしていく必要がある
のではないか。
・共働きの保護者も多く、保護者の朝夕の見守りが難しくなっているなか、地域の方々
とどう見守っていくか考えると、自分たちで足りないところを助けてもらう、自助と共
助の考え方が大切である。

R
4

質D

R
5

質D

R
6

質D

R
7

質D

質B

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 施策検証結果一覧表 令和3年度～令和7年度　

R
7

質D

R
7

質D

合計
検証点数

質的検証

基本目標 施策№ 施策 検証委員からのコメント
年
度

検証項目
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13 環境保全の推進

R
3

質B

R
4

質D

R
5

質D

R
6

質D

質D

R
3

・4-13「環境保全の推進」の取組内容は、2項目ですが、その対象としている領域は
幅広く豊かな内容を持っています。内部検証からは、KPIとの関連性の高い環境整備作
業と環境保全の啓発などにつなげる環境学習に特化しているように伺えます。②、③
（施策の取り組み内容、今後の取り組み）では、環境保全に関する豊かな取組が分かる
ような内部検証をすすめて下さい。
・環境学習会が年3回開催されたとのことですが、それが、学校、地域、団体との連携
がどのようになされ、幅広い世代の学びになったのかなど検証し、今後の取組に反映し
て下さい。作業参加者の高齢化も課題のようですが、その課題解決のために、環境学習
会等は役立つでしょうか？
・④、⑤（基本目標・基本的方向等を踏まえた取り組み状況、今後の取り組み）の内部
検証は基本目標、基本的方向を踏まえて行うのですが、検証に困ったかもしれません。
基本目標、基本的方向を踏まえると、②、③（施策の取り組み内容、今後の取り組み）
と検証のスタンスが変わります。②、③（施策の取り組み内容、今後の取り組み）では
清掃活動等への参加の呼びかけを行い参加してもらう、または、依頼して地域で動いて
もらう形になると思いますが、④、⑤（基本目標・基本的方向等を踏まえた取り組み状
況、今後の取り組み）では、地域の側が、環境保全を自分たちの地域課題として認識し
て行動していく動きになります。その理想形との対比で、取組状況と今後の取組の内部
検証を行って下さい。あわせて次代を担う人材づくりを進める工夫を行って下さい。
・特定外来種の学習会、駆除活動など環境保全の高度化も図って下さい。
・連合青年会も清掃活動に参加しているが、まちなかは近隣住民の自主的活動によりご
みは少ないが、国道は車からポイ捨てされているのか、ごみが多く、地域住民だけが頑
張っても限界がある。
・親子で参加できるようなイベント的な清掃活動を通じて、子どものときから清掃活動
を通じて学び、次世代の人材育成につなげてほしい。
・インセンティブの検討だけでなく、良き市民を育てるために、住民の精神や文化、気
風を高めるためにどのようなことができるのか検討してほしい。

15
地域防災力の向
上

R
6

・4-15「地域防災力の向上」の取組内容の2つ目では、「（住民の）主体的な
活動を通じて防災意識の高揚を図る」となっていますが、②、③（施策の取り
組み状況、今後の取り組み）では情報提供による啓発しかみえてきません。主
体的な活動は、それ自体に主体性を育むところがあります。主体的な活動があ
れば積極的に内部検証でも挙げて下さい。
・引き続き自主防災組織の設立に向けた取組を行って下さい。組織化の困難な
要因を分析し、対処法を工夫して下さい。
・自主防災組織の設立にかかわる地域での取組から「地域課題を住民自らが発
見し、学び、取り組むまち」につなげて下さい。
・基本目標、基本的方向で示されている「役場のすべきこと」と「その結果、
成果として地域に起きること」を具体的にイメージできるように、役場の関連
する部署間でブレインストーミングすることも必要です。そのイメージの上で
4-15「地域防災力の向上」という施策の内部検証を加えると、地域課題への自
治活動の向かい方が変わるのではないでしょうか。検証プロセスを変えるとと
もに、地域への関わり方も変えられるのか検討して下さい。
・自主的避難がうたわれるなか、高齢化が進むにつれて、自力で動けない人も
増えてきており、地域で支える人材を育成する取組は重要である。
・住民の活発な自治活動を支えてきた地縁による団体から、志のある人材を育
て、地域活動を促す転換期に入っているのではないか。そのなかで、これまで
の住民の精神や文化、気風を継承できる「日野モデル」を構築してほしい。

質B

R
4

質D

R
5

質D
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５．施策別検証内容（施策検証シート） 



日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　施　　策　　検　　証　　シ　　ー　　ト

目標値【R7】 100 %

目標値【R6】 100 %

目標値【R5】

目標値【R4】 100 %

100 %

B

・KPIの設定が「母子手帳交付時の面談実施率」と
なっていますが、面談実施100%となり、あたりまえ
のことがきちんとできており良いと評価します。一方
で、過去の面談実施率は低かったでしょうか。実態を
踏まえて、KPIを設定できていたでしょうか。
・地域や関係機関との連携の取組、今後が見えにくい
です。相談に対応し、交流の場づくりをしているとこ
ろは分かりますが、地域との連携、各関係機関との連
携が不要なのか、できていないのかも分からない内部
検証となっています。KPIに掲げた母子手帳交付時の
面談実施率に引きずられた内部検証となっています。
・連携による切れ目のない支援の構築はどのようなこ
とができており、何ができていないのか検証して下さ
い。
・マタニティ・キーホルダーを渡していますが、地域
への啓発を行い、「取り組みの方向」にある「風土づ
くり」、また、地域社会全体で子どもを育てる取組を
進めてください。
・「めざす姿」を考えると「地域とのつながりを深め
る」ことが重要になります。④、⑤（基本目標、基本
的方向等を踏まえての取り組み状況、今後の取り組
み）において、地域との多様なつながりが、「子育て
に希望をもてるまちづくり」につながるのか、主管
課、連携する関係機関のなかでのビジョンの共有が必
要です。
・地域とのつながりには、民生委員などつながる段階
から地域社会全体と子育て世代がつながる段階まで、
いくつかの段階があると思われます。「子育てにやさ
しい風土づくり」に向けて取組をお願いします。
・家庭訪問に入ったときに、家庭の状況が見える。こ
れは保健師にしかできないことであり、重要なことで
ある。
・生まれる前から準備ができること＝「安心」につな
げるため、支援の準備ができていることを伝える必要
がある。
・育児休暇は女性だけでなく男性も取得できるよう普
及を進める必要がある。さらに、面談は母だけでなく
父も含め夫婦への面談とすることで、夫婦の関係性や
虐待の有無について様子を見ることができる。

% %

施策 ②

・全妊婦に妊婦健診（新生児聴覚検査含む）の助成を
行いました。
・不妊治療における治療費の一部を助成しました。
・妊娠中や出産後の困りごとについて、個別に助産師
が相談に応じる妊産婦相談を実施しました。妊産婦相
談では、コロナ禍での対応としてオンラインによる相
談も実施しました。
・「パパママサロン」を実施し、妊婦同士またはその
家族も含めた交流の場を設けました。
・母子健康手帳交付にあたり、保健師1名は必ず事務
室にいるよう調整し、面談においては、産後のサポー
ト状況の確認や不安・困りごと等を伺うとともに、ア
ンケートを実施しました。
・離乳食について、必要な時に見て作れるようユー
チューブに動画を掲載しました。

③

・引き続き妊婦健診の費用助成を行うとともに、保険
適用となった不妊治療においても、保険適用外分につ
いて助成を行います。また、多胎妊婦健診にかかる費
用助成の回数増を行うとともに、多胎産婦について
は、サポーターを派遣し外出時の補助や日常の育児介
助を行います。
・妊産婦相談については、訪問およびオンラインによ
る相談を実施します。
・妊婦同士またその家族も含めた交流の場を設けま
す。
・母子健康手帳交付にあたり保健師1名が在室するよ
う調整し、アンケート内容や面談保健師の気になる事
柄について保健師間で振り返りを行い、今後の支援方
法について検討するとともに、必要な場合は訪問や電
話等を行います。
・出産後の心身のケアや育児サポートとして、ショー
トステイやデイサービスを等を実施し、きめ細やかな
支援を行います。

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

●実施していること
・妊娠、出産、子育ての相談や面談の機会をとらえ
て、経済的な負担を始め、家事や育児の負担や子育て
のしんどさなどがどういうところにあり、どのような
悩みとしてあるのかをお聞きし、必要な支援や対応に
取り組んでいます。
・地域とのつながりとして、民生委員児童委員の紹介
を行うとともに、4か月健診時には直接児童委員によ
る訪問の連絡調整を行ってもらっています。
・妊婦であることを視覚的にわかっていただけるよう
「マアニティーキーホルダー」をお渡ししています。
●実施できていないこと
・民生委員等以外の一般の地域の方と妊婦とのつなが
りづくりができていません。
●実施が困難なこと
・特にありません。

⑤

●基本目標、基本的方向を踏まえて
・民生委員児童委員、健康推進員、子育てボランティ
ア等とつながる機会や妊婦や父親同士、先輩ママとの
交流や仲間づくりができる場を設けていきます。
●今後の課題
・地域の子育てサロンや高齢者サロンへの親子参加、
3世代交流など母子と地域のつながりの場はあるもの
の、妊婦が地域とつながれる機会がないことから、ど
のようなつながりの機会を設けていくかが課題です。
・参加するだけでなく、そこから自分たちで仲間づく
りができるのかの取り組みをどう支援していくのかが
課題です。

達成率

令和3年度
100 100

100.0%

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

数量的検証 質的検証

①KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

指標名 母子手帳交付時の面談実施率

取り組み状況 今後の取り組み 検証結果 コメント
基準値【R2】 100 %

達成率 目標 実績

内容 ・地域や関係機関との連携により、妊娠・出産・子育て期を通じた切れ目のない支援体制を構築し、母子健康手帳の交付を初めの機会として、健診等の様々な機会を通して個々の親子の状況に応じたきめ細やかな支援に取り組みます。

めざす姿 地域のつながりを深める中で、結婚から子育てまで、その時々のニーズにあった切れ目のない支援を行い、若い世代が出産や子育てに希望をもてるまちをめざします。

取り組みに関する
基本的方向

○安心して妊娠・出産・子育てができるための切れ目のない支援を図ります。
○様々な保育ニーズへの対応や子育てサポート等により、子ども・子育て支援の充実を図ります。
○地域社会全体で、まちに愛着を持つ子どもを育てるまちづくりを進めます。
○育児休業の取得促進や多様な働き方の普及などを通じて、ワーク・ライフ・バランスの実現などを図ります。

取り組み№ 1 具体的な取り組み安心して妊娠・出産・子育てができるための支援 担当部署 福祉保健課

基本目標№ 1 基本目標 結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる 取り組みの方向 子育てにやさしい風土づくり

3
0
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A

・保育者の確保が課題であることは認識していま
すが、保育者を確保した上で、多様な保育ニーズ
への対応を具体的に行っているのか分かりませ
ん。
・保育のあり方の検討がなされて、多様なニーズ
へ対応する体制づくりの検討がなされていると推
察しますが、多様な保育ニーズの適切な把握がな
された上で、保育体制の充実を図って下さい。
・④、⑤（基本目標、基本的方向等を踏まえての
取り組み状況、今後の取り組み）について、基本
目標、基本的方向等を踏まえて、内容を検討して
下さい。他の自治体の施設見学等から、「子育て
にやさしい風土づくり」につなげる、基本的方向
等を視野に入れた施策の課題の発見から取り組ん
で下さい。
・保育ニーズの的確な把握の上で、切れ目ない支
援を構築すること、まち全体で希望を支えてかな
えることを構想して下さい。
・保育園・幼稚園・認定こども園・子育て支援施
設等を利用していない24%は、孤立していると
判断するのか。利用のない家庭の実情を把握する
必要がある。

件

施策 ② ③

・安定的な保育の提供を行えるよう、令和３年度
は他の自治体より早くに正規保育士等の採用試験
を行い保育者の確保に努めました。
・既存施設の見直しを行い、個別施設計画の策定
を行いました。
・幼児教育・保育のあり方について協議を進める
ため、担当課や関連する他課、各施設長と検討準
備会を立ち上げ、日野町の幼児教育・保育の研究
を行うとともに、近隣自治体の施設見学を行いま
した。

・安定的な保育の提供を行えるよう、今後も正規
保育者の確保と併せて、会計年度任用職員（フル
タイム）の確保に努めます。
・個別施設計画に基づき、施設の改修、修繕等を
行う必要がありますが、大規模な整備、改修は幼
児教育・保育のあり方検討と併せて実施します。
・幼児教育・保育のあり方について外部等の有識
者を招き検討会を設置します。併せて、子育て世
帯やこれから子育てをされる世代が日野町の将来
の子育て環境を検討しあえる場の整備を行いま
す。

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

●実施していること
・幼児教育・保育のあり方検討会を設置するた
め、行政内部での協議すべき事項等の確認につい
て事前準備会として実施しました。
・他の自治体の保育施設等を見学し、日野町が目
指すべき幼児教育・保育施設の規模・体制等の確
認を実施しました。
●実施できていないこと
・子育て世帯やこれからの子育て世帯への委員の
公募、意見収集ができていません。
●実施が困難なこと
・特にありません。

⑤

●基本目標、基本的方向を踏まえて
・子育ての希望をみんなで支えてかなえるため、
子育て世帯やこれから子育てをされる世帯が将来
あるべき町の姿を議論できる場の提供、意見の傾
聴、実現できる仕組み作りの調整を行う。
●今後の課題
・就学前児童の保護者、今後保護者になる方の子
育ての希望につながる意見の集約、また、若い世
代の意見と地域、集落との調整が必要です。

目標値【R4】 82 % 5 件

目標値【R7】 85 %

目標値【R6】 84 % 1 件

目標値【R5】 83 % 3 件

0

達成率

令和3年度
82 76

92.7%
5 3

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

% % 件 件
100.0%

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

指標名
孤立しない子育てサポートの充実
（保育園、幼稚園、認定子ども園、
子育て支援施設等利用率）

保育所等待機児童数

取り組み状況 今後の取り組み 検証結果 コメント
基準値【R1】 82 % 1 件

達成率 目標 実績

内容 ・保育が必要なすべての子どもに対し、保育サービスが提供できるように取り組みます。

めざす姿 地域のつながりを深める中で、結婚から子育てまで、その時々のニーズにあった切れ目のない支援を行い、若い世代が出産や子育てに希望をもてるまちをめざします。

取り組みに関する
基本的方向

○安心して妊娠・出産・子育てができるための切れ目のない支援を図ります。
○様々な保育ニーズへの対応や子育てサポート等により、子ども・子育て支援の充実を図ります。
○地域社会全体で、まちに愛着を持つ子どもを育てるまちづくりを進めます。
○育児休業の取得促進や多様な働き方の普及などを通じて、ワーク・ライフ・バランスの実現などを図ります。

取り組み№ 2 具体的な取り組み様々な保育ニーズへの対応 担当部署 子ども支援課

基本目標№ 1 基本目標 結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる 取り組みの方向 子育てにやさしい風土づくり

3
1

KPI:
（分子）保育園、幼稚園、認定子ど
も園、子育て支援施設等を利用する
子ども／（分母）就学前の子ども
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校

施策 ②

目標値【R4】 310 人 3 校

目標値【R7】 350 人

目標値【R6】 336 人 校

目標値【R5】 323 人 校

6

C

・コミュニティ・スクールの実施がまだのため、
KPIの達成度が48.5%と低くなっています。
・教員の勉強会が「まん防」で中止になったとの
ことですが、GIGAスクール化が進んでいますの
で、オンライン開催、オンデマンド動画による学
習資料の提供など工夫を行って下さい。組織運営
上の弱点であると思われます。
・コミュニティ・スクールの導入をすることの意
義が理解できていないのではないでしょうか。内
部検証からは、手段であるコミュニティ・スクー
ルが目的化しているように見受けられます。
・KPIでボランティアの登録があがっています
が、②、③、④、⑤（内部検証）のどこにもボラ
ンティアへの言及がありません。
・コミュニティ・スクールの導入によって、地域
づくりと教育活動の連携を図り、地域のニーズに
合った学校づくりが期待されるとともに、地域づ
くりの質的な向上、転換も期待できるのではない
でしょうか。地域学校協働活動を活性化させ、質
的向上を図る方策を検討して下さい。
・④、⑤（基本目標、基本的方向等を踏まえての
取り組み状況、今後の取り組み）において、基本
目標、基本的方向等を踏まえ、「まちに愛着を持
つ子どもを育てるまちづくり」に地域社会全体で
取り組めるように、住民とともに協働を進めて下
さい。
・コミュニティ・スクールは、地域づくりの活性
化が目的であり、日常の声（日野町独自のこと）
を教育、ひいては学校づくりに活かすことが使命
であることを認識する必要がある。

人 人 校 校
0.0%

③

当町には５小学校、１中学校があります。令和4
年度は小規模校の西大路、南比都佐、桜谷の3小
学校へ、令和5年度は日野、必佐の2小学校、日
野中学校へのCSを導入するため、校園長会でCS
の勉強会を開催しました。
教員に対しての勉強会を8月に開催予定でした
が、コロナ感染拡大防止に伴う蔓防が発令され、
中止となりました。

令和4年度に3小学校でのCS導入に向け、令和4
年8月に町内小中学校全教職員、関係者向けの勉
強会を実施します。

●実施していること
・校園長会でCSの勉強会を実施しています。
●実施できていないこと
・全教職員への勉強会が出来ていません。
●実施が困難なこと
・特にありません。

⑤

●基本目標、基本的方向を踏まえて
・子どもの教育を町民が一人ひとりが出来ること
で携われるCS導入に向けて、町民や教職員への
意識醸成を行います。
●今後の課題
・これまで各学校では評議員会が設置され、学校
運営について協議されてきましたが、CSは評議
員会とは目的が違うことを理解してもらうことが
必要です。

令和3年度
297 288

97.0%
2 0

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

今後の取り組み 検証結果 コメント基準値【R1・
2】

R1 271 人 R2 0

達成率 目標 実績 達成率

指標名
地域学校協働活動ボランティア登録
数

コミュニティ・スクールの実施校数

校
取り組み状況

3 具体的な取り組みコミュニティ・スクールの導入 担当部署 生涯学習課

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

基本目標№ 1 基本目標 結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる 取り組みの方向 子育てにやさしい風土づくり

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

学校教育課

内容 ・地域と学校が共有したビジョンのもとで、地域づくり・教育活動を実践していくため、コミュニティ・スクールの導入を推進します。

めざす姿 地域のつながりを深める中で、結婚から子育てまで、その時々のニーズにあった切れ目のない支援を行い、若い世代が出産や子育てに希望をもてるまちをめざします。

取り組みに関する
基本的方向

○安心して妊娠・出産・子育てができるための切れ目のない支援を図ります。
○様々な保育ニーズへの対応や子育てサポート等により、子ども・子育て支援の充実を図ります。
○地域社会全体で、まちに愛着を持つ子どもを育てるまちづくりを進めます。
○育児休業の取得促進や多様な働き方の普及などを通じて、ワーク・ライフ・バランスの実現などを図ります。

取り組み№

3
2



日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　施　　策　　検　　証　　シ　　ー　　ト

人

施策 ②

目標値【R4】 270 人 24 人

目標値【R7】 290 人

目標値【R6】 280 人 25 人

目標値【R5】 270 人 24 人

25

B

・KPIの達成度は高いが、子育てボランティア登
録者数のR7の目標値が低く思われます。その
上、②、③（施策の取り組み状況、今後の取り組
み）の内部検証においてもボランティアの掘り起
こしの取組が弱いように思われます。ボランティ
アを掘り起こす強力な取組を進めて下さい。
・②、③（施策の取り組み状況、今後の取り組
み）の評価を「２」とします。理由は、KPIに引
きずられ、ファミリーサポートセンターとボラン
ティアのことしか言及せず、「子育て支援機能」
の部分しか検証されていないからです。施策は、
「相互の連携による地域の子育てネットワークを
構築し」となっています。この部分が弱いと思い
ます。
・広報誌等多様な手段を使い周知を図っている点
は評価しますが、周知によって自然にボランティ
アは増えないでしょう。以前の総合戦略では、提
供登録と依頼登録会員に分けてKPI設定されてい
ました。依頼会員から登録会員になってもらうな
ど「みんなで支えてかなえる」「子育てにやさし
い風土づくり」を進めて下さい。
・ボランティアを地域社会の中で育み、発掘し、
育て、すそ野を広げるための工夫をして下さい。
・施策の関心が「支援機能の向上」に集中してし
まい、地域のつながりのなかで支援機能を構築し
ていく視点が弱いように思われます。
・ファミリーサポートセンターの会員のうち、約
8割が依頼会員、約2割が提供登録会員で、子育
てボランティアともつながっている。現在の依頼
会員が仲間を増やすためのサポートを行うこと
で、相互のネットワークの構築が図れる工夫が必
要である。
・子育てボランティアの活躍する場が少なく、や
りがいが得られない状況である。

人 人 人 人
100.0%

③

・ファミリーサポートセンター事業を委託する一
般社団法人より、広報誌やＳＮＳによる会員への
呼びかけ、タウンメールにて利用拡大と事業周知
のための広報活動を行っていただいた。
・子育て支援施設でのつどいのひろば「ぽけっ
と」事業や各公民館で実施される子育てサロンで
お手伝いいただく子育てボランティア登録者の増
員を行うため、組回覧や広報、ＨＰ、チラシ等の
配布により周知を行いました。
・子育てボランティアの講座を行い、新規ボラン
ティアの確保に努めました。

・ファミリーサポートセンターの会員は子育て世
帯が多いことから、引き続きＳＮＳ等を用いて登
録者数の増加につながるよう周知を行います。
・過去からの取り組みにより、子育てボランティ
アの登録者数が増えてきましたが、引き続き町の
子育て支援、登録者の高齢化などのため、新たな
登録者確保のため、組回覧、広報、健康推進委員
等へのチラシの配布により周知を行います。

●実施していること
・妊娠から子育てまで切れ目のない支援を行うた
め、子育てを協力いただける方の増員を行うこと
ができました。
・子育てボランティア講座を行い、地域で子育て
を行うことの必要性、子どもとの関わりの習得な
ど行うことができました。
・様々な媒体で協力いただける方の呼びかけを行
いました。
●実施できていないこと・実施が困難なこと
・様々な媒体で協力いただける方を呼び掛けてい
るが、会員登録に至らないことが多い。社会全体
で地域への関わりが希薄になっていると感じる。

⑤

●基本目標、基本的方向を踏まえて
・子育ての希望をみんなで支えてかなえるため、
協力いただけるファミリーサポートセンターの会
員や子育てボランティアの登録者数を増やすた
め、広報誌を中心に世代に応じた周知方法
（SNS、DM、組回覧、健康推進委員を通じたチ
ラシ配布）に取り組みます。
●今後の課題
・子育てボランティアの高齢化や、登録いただい
ているが家庭事情等により事業に参加されていな
い方がある。子育てボランティアの若返りと事業
参加の呼びかけを行う必要がある。

令和3年度
270 251

93.0%
24 24

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

コメント
基準値【R1】 272 人 24 人

達成率 目標 実績 達成率

指標名 ファミリーサポートセンター会員数 子育てボランティア登録者数

取り組み状況 今後の取り組み 検証結果

4 具体的な取り組み子育て支援のネットワークづくり 担当部署 子ども支援課

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

基本目標№ 1 基本目標 結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる 取り組みの方向 子育てにやさしい風土づくり

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

内容 ・住民、関係団体等の相互の連携による地域の子育て支援のネットワークを構築し、地域における子育て支援機能の向上に取り組みます。

めざす姿 地域のつながりを深める中で、結婚から子育てまで、その時々のニーズにあった切れ目のない支援を行い、若い世代が出産や子育てに希望をもてるまちをめざします。

取り組みに関する
基本的方向

○安心して妊娠・出産・子育てができるための切れ目のない支援を図ります。
○様々な保育ニーズへの対応や子育てサポート等により、子ども・子育て支援の充実を図ります。
○地域社会全体で、まちに愛着を持つ子どもを育てるまちづくりを進めます。
○育児休業の取得促進や多様な働き方の普及などを通じて、ワーク・ライフ・バランスの実現などを図ります。

取り組み№

3
3



日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　施　　策　　検　　証　　シ　　ー　　ト

人

施策 ②

目標値【R4】 400 人 10 人

目標値【R7】 500 人

目標値【R6】 500 人 11 人

目標値【R5】 500 人 11 人

12

A

・KPIの「子育てサポーター数」が、R7目標値が10
人で、R3には既に実現できました。達成は評価しま
すが、今後、10名以上のサポーターは必要ないので
しょうか。達成可能性だけでなく、住民にとって必要
な人数という視点でもKPIの設定を考えて下さい。サ
ポーターを増やす意思がないように読み取られかねま
せん。
・切れ目のない支援の一つとして「子どもの居場所づ
くり」に取り組んでいますが、この取組を通じて「ま
ちに愛着を持つ子どもを育てるまちづくり」につなが
るような工夫をして下さい。例えば、夏休みに、町出
身の大学生、高校生をアルバイト雇用するなどして、
学童クラブ陰影を手伝ってもらうなど、まちの担い手
の経験を若い時にもしてもらって下さい。年の離れた
多世代交流だけでなく、年の近い多世代交流をつく
り、地域の教育力の向上にもつなげて下さい。
・地域の教育力の向上を意識して施策の工夫を行って
下さい。現状では、連携を進めたり、場づくりができ
ていることは分かりますが、「教育力の向上につな
がっている」と確証が持てる内部検証ができていませ
ん。
・今後の課題として、施設の増設、老朽化した施設の
改善も指摘されています。子どもの居場所として必要
な施設の充実を図ってください。
・こどもの居場所をつくることは、安全・安心に過ご
せて、多様な経験・良質な経験ができること、そこか
ら、まちへの愛着を育む効果も期待されています。
④、⑤（基本目標、基本的方向等を踏まえての取り組
み状況、今後の取り組み）の内部検証では、基本目
標、基本的方向等を踏まえた豊かな内容となるように
検討して下さい。
・子育てサポーターが必要な人数を把握するために、
ニーズを把握するとともに、地域の人材として、関係
課への横展開ができる可能性を検討する必要がある。
・地域における子育て支援、家庭教育の人材育成は、
講習だけでは増えないため、仲間を増やすための工夫
や議論が必要である。

人 人 人 人
100.0%

③

・コロナ禍であり、感染対策を行った上で放課後児童クラブ
事業を実施しましたが、クラスター等大きな混乱なく対応す
ることができました。
・放課後児童クラブの利用者が増加していることから、国・
県の補助金を活用して施設の増設を行えるよう、県に対して
協議を行いました。
・安定的に放課後児童クラブを運営するため支援員の短期雇
用を実施しました。
・地域の拠点である公民館を中心として、地域団体やサーク
ル、ボランティア等が連携し、子育て支援の場を提供してい
ます。
・地域における子どもの活動の場として、小中学校の体育館
等を開放しています。
・スポーツや文化を通じて子ども同士の交流を深めるため、
地域の各種団体によるスポーツ活動、文化活動への支援や指
導者の育成・確保に努めています。
・子ども自主性と主体性を尊重した活動を推進するため、子
ども会活動を中心として各地域における活動の活性化に努め
ています。
・青少年の健全な育成を目的として、学校、地域、PTA、関
係機関、各種団体が連携を図っています。

・放課後児童クラブの安定的な運営を行うため、感染
症対策や支援員の確保に取り組みます。
・放課後児童クラブの利用者が増加しているため、日
野町子ども・子育て支援事業計画の施設数や利用見込
者数の見直しを行います。併せて、利用者の確保を行
えるよう、新たに施設の増設を計画します。
・近年の急速な少子高齢社会の進展に伴い、地域社会
や家庭を取り巻く環境が大きく変化する中にあって、
「日野町子ども・子育て支援事業計画」等に基づき、
庁内関係課が連携して子育て支援・家庭支援に取り組
んでいきます。
・子育ての輪が広がり、子育てに夢と希望がもてるよ
う、地域住民と各地域、各種関係団体・機関および事
業者が連携して取り組みを進めていきます。
・社会問題となっている子どもの居場所づくりや仕事
と家庭の両立などに向けて支援を行い、安心して子ど
も産み育てることができるまちづくりを進めます。

●実施していること
・コロナ禍において施設を運営するため、感染症対策の徹底や施設利
用の自粛を求めました。なお、自粛の際は保育料の返金を行いまし
た。
・児童の年齢に近い学生の短期雇用に取り組み、支援員の確保を行い
ました。また、学童保育所の卒園生を短期雇用することで町への愛着
と今後の正規支援員確保につなげることができました。
・国等の補助金を活用して施設増設を行うため、県と協議を行いまし
た。
・子育て中の親が親同士やサポーターと子育てについて語り合い、悩
みを共有できる場所として「親子プレステ」を実施しています。
・PTA等による子育て講演会への支援、マイナス1歳からの子育て講
座や就学前学習講座等を開催し、学習機会の提供による家庭教育の充
実に努めています。
●実施できていないこと
・地域全体で子育て支援意識を醸成し、世代間交流等を図ることによ
り、社会全体として子育てに対する理解・支援を図る必要がありま
す。
・地域における子育て支援・家庭教育の人材育成・確保を図る必要が
あります。
●実施が困難なこと
・特にありません。

⑤

●基本目標、基本的方向を踏まえて
・コロナ禍でも安全、安心できる施設運営が行えるよう取り
組みます。
・支援員の確保を行うため、大学生や高校生の短期雇用を利
用し、安定的な運営が実施できるよう取り組みます。
・日野町子育て支援チーム会議により、関係各課の子育て施
策や事業の横展開を検討するとともに、事業実施にあたって
は相互のに協力体制を構築します。
●今後の課題
・利用者の増加が見込まれる中、施設の増設等が必要です。
・施設の老朽化が進む中、安全安心な施設管理に努める必要
があります。
・地域の高齢者や子育ての経験者などの様々な知識や経験を
子育てに活かすことができるよう、地区社会福祉協議会等と
連携を図り、地域における子育て支援活動の機会充実に努め
ます。
・身近な地域で乳幼児とふれあう機会をもち、将来子どもを
産み育てたいという意識を醸成できるよう、小学生から中高
生までの幅広い年代の子どもを対象として夏休みや休日を活
用して子育てイベント等への参加を促します。

令和3年度
400 406

100.0%
10 10

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

コメント
基準値【R1】 369 人 9 人

達成率 目標 実績 達成率

指標名 放課後児童クラブ入所人数 子育てサポーター数

取り組み状況 今後の取り組み 検証結果

5 具体的な取り組み地域ぐるみでの子どもの居場所づくり 担当部署 子ども支援課

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

基本目標№ 1 基本目標 結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる 取り組みの方向 子育てにやさしい風土づくり

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

生涯学習課

内容

・すべての児童が放課後を安全・安心に過ごし、多様な体験・活動が行えるよう、放課後児童クラブと放課後子ども教室の両事業を計画的に実施し、児童健全育成事業に取り組みます。
・地域全体で子どもの成長を支えるため、地域人材の繋がりを促進し地域の教育力の向上を図ります。
・公民館行事等での多世代交流の推進に取り組みます。
・第２期日野町子ども・子育て支援事業計画に基づき、今後も需要が見込まれる各種子ども・子育て支援事業について、更なる事業拡充に取り組みます。

めざす姿 地域のつながりを深める中で、結婚から子育てまで、その時々のニーズにあった切れ目のない支援を行い、若い世代が出産や子育てに希望をもてるまちをめざします。

取り組みに関する
基本的方向

○安心して妊娠・出産・子育てができるための切れ目のない支援を図ります。
○様々な保育ニーズへの対応や子育てサポート等により、子ども・子育て支援の充実を図ります。
○地域社会全体で、まちに愛着を持つ子どもを育てるまちづくりを進めます。
○育児休業の取得促進や多様な働き方の普及などを通じて、ワーク・ライフ・バランスの実現などを図ります。

取り組み№

3
4



日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　施　　策　　検　　証　　シ　　ー　　ト

人

施策 ②

目標値【R4】 350 人 170 人

目標値【R7】 350 人

目標値【R6】 350 人 170 人

目標値【R5】 350 人 170 人

170

B

・KPIがおおむね達成されている点は評価しま
す。
・②、③、④、⑤（内部検証）が、KPIに引きず
られた内部検証となっています。参加者数をKPI
にしていて、1-6「青少年の社会参画の促進」の
取組の内容における、青少年のボランティアや地
域活動への参加への道筋が見えない検証になって
います。1-6「青少年の社会参画の促進」の取組
内容との関係性を明確にして下さい。
・④、⑤（基本目標、基本的方向等を踏まえての
取り組み状況、今後の取り組み）について、基本
目標、基本的方向等を踏まえての検証とは言い難
く、事務の自己点検としての踏み込み不足であ
る。
・青少年の社会参画をボランティア活動、地域活
動に積極的に参加、体験できる場を提供していく
中で、子どもたちにまちへの愛着を持ってもらえ
るようにするにはどうしたら良いのか再検討して
下さい。
・1-6「青少年の社会参画の促進」の取組内容
が、青少年の主体性を引き出す内容ですが、②、
③、④、⑤（内部検証）の検証内容はスポーツ、
カルチャーを楽しむ住民（消費者的、受け身的）
に見えます。発表会を自分たちで組織化したり、
指導者を教室の中から輩出したりするなど、青少
年の参画を促す工夫を行って下さい。行われてい
るならそれを記述し検証して下さい。
・カルチャー教室の参加者には、好き寄りで集ま
るだけでなく、社会的意義（発表などにより人に
伝えること）を持たせるため、ふるさと絆支援員
との連携を進めてほしい。

人 人 人 人
100.0%

③

・野球、サッカーを含む１０競技のミニスポーツ
教室を開催しました。
・子どもたちが様々なスポーツを体験できる機会
を提供し、スポーツに親しむ子どもたちを増やす
ことを目的に日野町少年少女ミニスポーツ教室体
験会を開催しました。
・文化協会と協力して、いけばな、お琴を含む１
１教室のカルチャー教室を開催しました。
・カルチャー教室でがんばっている子どもたちの
１年間の成果を発表する、発表会を開催しまし
た。

・ミニスポーツ教室体験会を開催したことで、多
くの子ども達がスポーツに興味を持ち、次年度の
スポーツ教室に入会する子どもが増えたことか
ら、体験会の質の向上を図ります。
・カルチャー教室についても、多くの文化芸術活
動の触れてもらう観点から、体験会を開催できる
よう、文化協会と協議します。

●実施していること
・１０競技のミニスポーツ教室を開催していま
す。
・ミニスポーツ教室体験会を開催しています。
・１１教室のカルチャー教室を開催しています。
・カルチャー教室の成果を発表する、発表会を開
催しています。
●実施できていないこと
・特にありません。
●実施が困難なこと
・新しいスポーツ教室やカルチャー教室を開催す
るための指導者および施設の確保が困難です。

⑤

●基本目標、基本的方向を踏まえて
・新しいスポーツ教室やカルチャー教室を開催す
ることはできないものの、現在開催している教室
の内容の質の向上を図ることで、その目標を達成
していきます。
●今後の課題
・少子化により、スポーツ、カルャー共に年々入
会者が減少し、募集をしても応募のない教室があ
ります。

令和3年度
350 314

89.7%
170 174

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

コメント
基準値【R1】 353 人 172 人

達成率 目標 実績 達成率

指標名 ミニスポーツ教室参加者数 カルチャー教室参加者数

取り組み状況 今後の取り組み 検証結果

6 具体的な取り組み青少年の社会参画の促進 担当部署 生涯学習課

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

基本目標№ 1 基本目標 結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる 取り組みの方向 子育てにやさしい風土づくり

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

内容
・青少年がボランティア活動や地域活動等に積極的に参加・体験できるよう活動の場や機会の提供に努めます。
・青年団をはじめとする青少年が活動しやすい環境づくりや人材育成に向けた支援に努めます。

めざす姿 地域のつながりを深める中で、結婚から子育てまで、その時々のニーズにあった切れ目のない支援を行い、若い世代が出産や子育てに希望をもてるまちをめざします。

取り組みに関する
基本的方向

○安心して妊娠・出産・子育てができるための切れ目のない支援を図ります。
○様々な保育ニーズへの対応や子育てサポート等により、子ども・子育て支援の充実を図ります。
○地域社会全体で、まちに愛着を持つ子どもを育てるまちづくりを進めます。
○育児休業の取得促進や多様な働き方の普及などを通じて、ワーク・ライフ・バランスの実現などを図ります。

取り組み№

3
5



日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　施　　策　　検　　証　　シ　　ー　　ト

施策 ②

目標値【R4】 87,348 人

目標値【R7】 88,000 人

目標値【R6】 87,783 人

目標値【R5】 87,565 人

B

・KPIの達成度が、60%台にとどまり、全体の評
価がBとなりました。コロナ禍による行事の中止
等の影響であろうと推察しますが、コロナ収束後
の社会教育のあり方も検討して下さい。利用者の
回復見込みを検討して下さい。
・1-7「社会教育の人材育成と活躍の推進」の取
組内容のうち、新たな人材の発掘や育成について
の言及が不十分です。「社会教育団体への活性化
のための支援」と「その支援から、人材の発掘・
育成」につながるように施策の工夫を行って下さ
い。
・学んだことを活かす「活躍の場づくり」に苦労
し、今後努めるとしていますが、学んだことを活
かす場づくりが、まずは「基本目標①」全体の中
で、または、他の基本目標の中で実現できないか
検討して下さい。生涯にわたる学びが広がれば、
活躍の場も広がるでしょう。
・1-7「社会教育の人材育成と活躍の推進」は施
策としては、基本目標①の「切れ目のない支援」
のひとつですが、その成果の発露は、まちづくり
全体に関わっています。社会教育がまちづくりの
担い手を育て、その人材の活躍がまちの力になる
ことを考え、社会教育の充実を図って下さい。
・1-6「青少年の社会参画の促進」、1-8「子ど
もの読書活動と学習活動の支援」のボランティア
のスキルアップやボランティアのすそ野を広げる
学びを工夫してください。
・遠野市の取組（住民による生涯学習講師の取
組）などを参考に、地域の人材育成と活躍の場づ
くりについて工夫してほしい。

人 人

③

・女性会、青年団をはじめとする社会教育団体
へ、補助金を交付し、活動を支援しています。
・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、一部
中止を余儀なくされたところはありましたが、各
地区公民館の各種セミナーや講座を通して、あら
ゆる学習の機会の充実を図りました。

・各団体との連携を深めながら、コロナ禍でも活
動が停滞しないよう取り組みます。
・引き続きコロナ禍においても、住民のニーズを
的確につかみ、人材育成の視点で学習の機会を提
供します。また、学んだことを地域で活かすこと
ができるよう、活躍の場づくりに努めます。

●実施していること
・補助金を交付するだけでなく、青年団が開催する町
民駅伝大会、年賀状展については、職員を動員し協同
で実施しています。
・地域のつながりを深める中で、その時々のニーズに
あう各種催物の開催をしています。
●実施できていないこと
・各社会教育団体の新たな人材発掘、育成が出来てい
ません。
・学んだことを地域で活かす仕組みがつくれていませ
ん。
●実施が困難なこと
・様々な事業・活動がコロナ禍で中止しており、人材
の発掘に苦慮しています。
・地域で活躍をすることのやりがいや喜びを感じらる
経験をしてもらえていません。そのような機会の創出
が必要です。

⑤

●基本目標、基本的方向を踏まえて
・各団体が連携を取り合い、基本目標、基本方針
に向けて活動を行います。
・地域のつながるを深める中で、その時々のニー
ズにあう取り組みを進めていきます。
●今後の課題
・各団体とも会員の減少が最大の課題となってお
り、会員確保のための工夫が必要です。
・学んだことを地域で活かす、仕組みづくりに努
めるとともに、地域で活躍することに誇りを感じ
られる工夫を考えます。

令和3年度
87,130 58,335

67.0%

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

コメント
基準値【R1】 86,695 人

達成率 目標 実績 達成率

指標名 公民館利用者数

取り組み状況 今後の取り組み 検証結果

7 具体的な取り組み社会教育の人材育成と活躍の推進 担当部署 生涯学習課

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

基本目標№ 1 基本目標 結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる 取り組みの方向 生涯にわたる学びと活躍の推進

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

内容
・社会教育団体が活性化するよう支援するとともに新たな人材の発掘や育成に努めます。
・学習機会と活躍の場づくりの充実に努めます。

めざす姿 地域のつながりを深める中で、結婚から子育てまで、その時々のニーズにあった切れ目のない支援を行い、若い世代が出産や子育てに希望をもてるまちをめざします。

取り組みに関する
基本的方向

○安心して妊娠・出産・子育てができるための切れ目のない支援を図ります。
○様々な保育ニーズへの対応や子育てサポート等により、子ども・子育て支援の充実を図ります。
○地域社会全体で、まちに愛着を持つ子どもを育てるまちづくりを進めます。
○育児休業の取得促進や多様な働き方の普及などを通じて、ワーク・ライフ・バランスの実現などを図ります。

取り組み№

3
6



日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　施　　策　　検　　証　　シ　　ー　　ト

回

施策 ②

目標値【R4】 37 回 7.0 回

目標値【R7】 52 回

目標値【R6】 47 回 10.3 回

目標値【R5】 42 回 8.7 回

12.0

B

・KPIが、取組内容の幅の広さに対して、学校教
育におけるクラス別図書館利用となって幅が狭い
ので、取組成果を測る指標として適切とは言えま
せん。小さく測定する可能性すらある取組の成果
としては、貸出冊数や利用者のべ人数の方がより
適切である。なぜなら、貸出、利用は住民の主体
的動きの結果であるのに対して、クラス別利用
は、教員のイニシアティブの結果であり、住民で
ある生徒の利用は受け身となっているからであ
る。
・子育て支援託児サポーター、読み聞かせボラン
ティアに参加する人を増やす取組は、基本目標を
踏まえた取組であり、取り組みの方向「生涯にわ
たる学びと活躍の推進」になる。他の部署（生涯
学習課等）との連携も必要である。
・子ども読書活動から保護者も図書館を積極的に
利用するようになるような工夫もとられたい。子
どもの読書活動に重点が置かれ、大人の図書館利
用の増加に向けた取組が弱まらないように留意さ
れたい。
・0歳児のお母さんから、親子で本を見る習慣の
大切さを知ってもらうことが大切である。
・子育てする時間がないことから、YouTubeを
見せている家庭が増えており、家庭における読み
聞かせの習慣が読書力をつける手立てであること
を、保護者に教育する必要がある。
・図書館はどの世代に対してもサービスすること
から、取組の幅が広く、KPIの設定にも難しさが
ある。それぞれのライフステージでニーズの大小
はあるが、全体を捉えて施策を進めてほしい。
・ボランティア活動に参加する人を増やす取組
は、その意義を見いだす人を増やすことが重要で
あり、すそ野をどのように広げていくのか工夫し
てほしい。

回 回 回 回
44.4%

③

・町内のすべての小中学校に学校司書を派遣し、先生
方と協力し児童生徒が読書に親しむよう環境整備を
行っています。
・小学校と連携し新一年生向け図書館利用案内および
促進を実施しています。
・幼稚園や保育所、こども園では、絵本の読み聞かせ
が行われ、定期的に移動図書館が訪問し、園児たちが
より多くの絵本に出会う機会を提供しています。
・幼稚園や保育所、こども園、小学校では家族との読
書の時間を共有する「ファミリー読書」が定期的に実
施されています。
・乳幼児向けの絵本コーナーを設置し、定期的に子ど
もと保護者向けのおはなし会を実施しています。
・子育て中の保護者にもゆっくり図書館を利用できる
よう、子育て支援託児サポーターの協力で託児サービ
スを実施しています。
・つどいのひろば「ぽけっと」に絵本を設置し、定期
的におはなし会を実施しています。

・町内のすべての小中学校に学校司書を派遣していま
すが、学校司書が複数学校を兼務しており、子ども達
がいつ学校図書館に行っても学校司書が対応できるよ
うにするため、専任の学校司書がいる校数を増やす働
きかけを行います。
・小中学校の授業等で学校図書館をもっと活用する、
本を全く読まない子どもを減らすための働きかけを行
います。
・中高校生の年代に対して、生涯にわたり図書館を利
用する動機となる働きかけを行います。（例：マンガ
の提供やボードゲームを通じて本を紹介するなどＹＡ
世代の興味関心を引き出す取り組み等）
・読み聞かせなどのボランティア活動に参加する人を
増やし、スキルアップする機会を提供します。
・つどいのひろば「ぽけっと」だけでなく子育てサロ
ンの会場等に絵本や子育ての参考になる本を配置し、
本や必要な情報に接する機会を増やします。

●実施していること
・託児サービスを子育て支援託児サポーターの協力で毎月2
回実施しています。
・幼稚園や保育所、こども園を訪問して絵本等の貸出をする
移動図書館は好評を得ています。より多くの利用を促進する
ため、絵本を随時、新しくしています。
・つどいのひろば「ぽけっと」や保健センターに絵本、育
児、復職支援等の本を設置し、施設を利用する方々へ情報提
供しています。
・日野高校と連携してブックトークを行い、本に触れる機会
を提供しています。
●実施できていないこと
・読み聞かせなどのボランティア活動に参加する人を増やす
ことができていません。
・全般的に本の貸出が減少傾向にあり、また感染症の影響に
より幼稚園や保育所での移動図書館の利用も減っています。
●実施が困難なこと
・特にありません。

⑤

●基本目標、基本的方向を踏まえて
・地域で活動するおはなしボランティアとの連携
を強め、スキルアップする機会を提供し、より活
発な活動となるよう支援を行います。
・つどいのひろば「ぽけっと」等子育て世代が集
まる場所にニーズに合った本を設置し、必要とす
る情報を提供します。
●今後の課題
・中高生の年代に対して、生涯にわたり図書館を
利用する動機となる働きかけが必要です。
・読み聞かせなどのボランティア活動に参加する
人を増やす取り組みが必要です。
・子どもたちの読書の質を向上するために、学校
と連携したきめ細かな支援が必要です。

令和3年度
32 26

81.3%
5.4 2.4

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

コメント
基準値【R2】 27 回 3.7 回

達成率 目標 実績 達成率

指標名
授業におけるクラス別小学校図書館
使用状況（学校司書認知件数）

授業におけるクラス別中学校図書館
使用状況（学校司書認知件数）

取り組み状況 今後の取り組み 検証結果

8 具体的な取り組み子どもの読書活動と学習活動の支援 担当部署 図書館

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

基本目標№ 1 基本目標 結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる 取り組みの方向 生涯にわたる学びと活躍の推進

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

内容
・子どもの旺盛な知的好奇心に応えられる魅力的で豊富な図書を準備し、より一層家庭や地域、園や学校、学童保育、子育てサークル等における読書活動の支援に取り組みます。
・移動図書館サービスを定期的に幼稚園・保育所・こども園で実施し、家庭での子どもの読書環境の充実に取り組みます。
・学校図書館と連携し、読書活動と学習活動の支援に取り組みます。

めざす姿 地域のつながりを深める中で、結婚から子育てまで、その時々のニーズにあった切れ目のない支援を行い、若い世代が出産や子育てに希望をもてるまちをめざします。

取り組みに関する
基本的方向

○安心して妊娠・出産・子育てができるための切れ目のない支援を図ります。
○様々な保育ニーズへの対応や子育てサポート等により、子ども・子育て支援の充実を図ります。
○地域社会全体で、まちに愛着を持つ子どもを育てるまちづくりを進めます。
○育児休業の取得促進や多様な働き方の普及などを通じて、ワーク・ライフ・バランスの実現などを図ります。

取り組み№

3
7



日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　施　　策　　検　　証　　シ　　ー　　ト

団体

施策 ②

目標値【R4】 4,100 人 176 団体

目標値【R7】 4,200 人

目標値【R6】 4,166 人 179 団体

目標値【R5】 4,133 人 177 団体

180

A

・1-9「住民の主体的な文化芸術活動への支援」
の取組内容の成果指標として、KPIが文化祭参加
者数、出演者・出展者数となっていますが、この
指標だけでは測れない成果を把握するようにして
ください。
・1-9「住民の主体的な文化芸術活動への支援」
の取組内容が、「生涯にわたる学びと活躍の推
進」となり、「若い世代が出産や子育てに希望を
もてるまちづくり」につながる工夫をして下さ
い。道筋について具体的イメージを持つようにし
て下さい。

人 人 団体 団体
80.5%

③

・町民会館わたむきホール虹と図書館を会場に日野町
文化祭を、各地区公民館を会場に地区文化祭を町民主
体に開催され、町民が創作した作品の発表の場と各種
文化に触れる機会を提供しました。
・町民会館わたむきホール虹において普段ふれること
のできない芸術作品を提供し、芸術活動の充実を推進
しました。
・町民会館わたむきホール虹・公民館・日野まちかど
感応館において文化・芸術活動を通じて連携し、日野
町文化協会等の団体とともに、住民が主体的に取り組
める文化等の普及を図りました。
・少年少女カルチャー教室を通して、子どもの文化芸
術活動の充実を図るとともに豊かな人間性を育みまし
た。
・町民大学講座を実施し、多様な学びの場を提供し、
広く町民の参加を促しました。

・コロナ禍においても文化を学び、発表できる場
をＤＸを活用し、他課と連携して提供していきま
す。
・ＤＸに対応できない人々に対し、スマホ教室な
どを実施して文化を学び、発表する手段を提供し
ます。
■わたむきホール虹
〇アウトリーチ事業
・5つの小学校にて、なじみのある学校で、なじ
みのない音楽（バイオリンとハーブ）の演奏会を
実施します。
・有観客のライブ配信を行います。
・馬見岡綿向神社にて、ライブイベントを開催し
ます。

●実施していること
■わたむきホール虹事業
・ギャラリーでは、町の芸術家の底上げを図るため、町内外の美術作
家の展示会を開催しています。
・カホン、三線、ウクレレ、色えんぴつ画教室を開催し、作品を文化
祭にて展示発表しています。また、各教室は約１年でサークル化し、
活動を継続しています。
・コロナ禍で芸術活動の発表の場が無い、芸術活動に触れる機会が少
なくなっているため、ユーチューブチャンネルを開設し、発表、観覧
の機会を創出しています。
・大ホールの利用のない日に、ワンコイン(５００円/1h)でベーゼン
ドルファーを弾ける事業を展開しています。
■少年少女カルチャー教室
・11教室174名の受講者がありました。
・カルチャー教室の発表会を開催しました。
■町民大学は、健康をテーマに講座を5回開催し、延べ170名（対面
123名、オンライン47名）の受講者がありました。
●実施できていないこと
・町民会館わたむきホール虹・公民館・日野まちかど感応館において
日野町文化協会等の団体や町民主体の文化・芸術活動を通じた連携が
進んでいません。
●実施が困難なこと
・特にありません。

⑤

●基本目標、基本的方向を踏まえて
・生涯にわたる学びと活躍を推進するため、町民の文
化を知る、文化を発表する場である文化祭への参加を
促進していきます。
・少年少女カルチャー教室を通じ、学んだこと、得た
ものを地域社会全体で受け入れ、さらに育むことで子
どもたちがまちに愛着を持てるようなまちづくりを進
めます。
●今後の課題
・町民会館わたむきホール虹・公民館・日野まちかど
感応館において日野町文化協会等の団体や町民主体の
文化・芸術活動を通じた連携が進めることが課題で
す。
・少年少女カルチャー教室を通して体験した成果を発
表する場（カルチャー教室発表会・文化祭・納涼祭
等）が少ないことが課題です。

令和3年度
4,066 4,000

98.4%
174 140

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

コメント
基準値【R1】 4,000 人 171 団体

達成率 目標 実績 達成率

指標名 文化祭の参加者数 文化祭の出演者数・出展者数

取り組み状況 今後の取り組み 検証結果

9 具体的な取り組み住民の主体的な文化芸術活動への支援 担当部署 生涯学習課

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

基本目標№ 1 基本目標 結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる 取り組みの方向 生涯にわたる学びと活躍の推進

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

内容
・町民会館わたむきホール虹や公民館等を活用した、町民主体の各種文化・芸術活動の充実を推進するとともに、普段ふれることのできない芸術活動を提供していきます。
・町民会館わたむきホール虹・公民館・日野まちかど感応館の文化・芸術活動の連携を強化し、日野町文化協会等の団体とともに、住民が主体的に取り組める文化等の普及を図ります。
・少年少女ミニカルチャー教室を通して、子どもの文化芸術活動の充実を図るとともに豊かな人間性を育みます。

めざす姿 地域のつながりを深める中で、結婚から子育てまで、その時々のニーズにあった切れ目のない支援を行い、若い世代が出産や子育てに希望をもてるまちをめざします。

取り組みに関する
基本的方向

○安心して妊娠・出産・子育てができるための切れ目のない支援を図ります。
○様々な保育ニーズへの対応や子育てサポート等により、子ども・子育て支援の充実を図ります。
○地域社会全体で、まちに愛着を持つ子どもを育てるまちづくりを進めます。
○育児休業の取得促進や多様な働き方の普及などを通じて、ワーク・ライフ・バランスの実現などを図ります。

取り組み№

3
8



日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　施　　策　　検　　証　　シ　　ー　　ト

回

施策 ②

目標値【R4】 10 回 6 回

目標値【R7】 11 回

目標値【R6】 11 回 7 回

目標値【R5】 10 回 6 回

7

A

・1-3「コミュニティ・スクールの導入」とも連
携して、事業効果を高めて下さい。
・1-3「コミュニティ・スクールの導入」におけ
る地域づくりの動きを活性化させ、地域ニーズに
合致した学校づくりになるように工夫して下さ
い。
・ふるさと学習については充実した内容であると
評価します。郷土、伝統料理の伝承と情報発信も
進んだものと評価します。
・「ふるさと学習の充実」が、「生涯にわたる学
びと活躍の推進」、「まちに愛着を持つ子どもを
育て」、「若い世代が子育てに希望が持てるま
ち」になる結節点になりうる施策上の工夫をして
下さい。文化的豊かさの実感をまちの豊かさ、ま
ちの魅力につなげて下さい。そのポイントは情報
発信にあり、交流人口の増加や定住・移住促進に
つなげて下さい。

回 回 回 回
100.0%

③

・町内5小学校の6年児童を対象に『ふるさと日
野の歴史』を配布・出前授業の実施、日野中学校
1年生を対象とした出前授業を通じ、世代を担う
人材育成を図りました。
・地域住民による子どもを対象としたふるさと学
習の取組に支援しました（氏郷、鯛そうめん）。
・地域住民を対象とした歴史講座や企画展を開催
し、文化財保護意識の醸成を図りました。
・食文化をテーマとした小冊子を作成し、郷土料
理の伝承と情報発信に努めました。
・ふるさと館において、食体験事業を実施しまし
た。

・コミュニティスクールの本格的な導入を受け、
学校・地域住民と連携したふるさと学習の推進を
図ります。
・食文化に関する情報収集・発信を進めるととも
に、住民主体の食イベントが開催できる環境づく
りに努めます。
・学校給食やふるさと学習の場を活用し、郷土・
伝統料理の継承と情報発信を図ります。

●実施していること
・小中学校で実施されているふるさと学習に協力
し、子どもたちの地域への関心と郷土愛を育む取
り組みを進めました。
・ふるさと館において、ふるさと学習の成果を企
画展示することにより、子どもの学習意欲と町民
の関心を高めることができました。
・食文化冊子を作成するにあたり、郷土料理に関
するアンケート調査を実施し、食文化に関する関
心を高めることができました。
●実施できていないこと
・特にありません。
●実施が困難なこと
・特にありません。

⑤

●基本目標、基本的方向を踏まえて
・令和4、5年度で策定する文化財保存活用地域
計画の柱のひとつにふるさと学習の推進を位置付
け、地域総がかりで、まちに愛着を持つ子どもを
育てるための仕組みを検討します。
●今後の課題
・学校、保護者、地域住民、団体、公民館との連
携を強化し、ふるさと学習が多世代間交流の場と
なるような仕組みづくりが必要です。

令和3年度
6 10

100.0%
5 6

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

コメント
基準値【R1】 6 回 4 回

達成率 目標 実績 達成率

指標名
ふるさと学習（学校向け出前講座・
展示活動等）実施回数

ふるさと学習（地域向け講座・学習
会等）実施回数

取り組み状況 今後の取り組み 検証結果

10 具体的な取り組みふるさと学習の充実 担当部署 生涯学習課

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

基本目標№ 1 基本目標 結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる 取り組みの方向 生涯にわたる学びと活躍の推進

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

内容
・学校、地域住民・団体と協働し、ふるさと学習、講演・出前講座を拡充させ、郷土意識・文化財保護意識の醸成に努めます。
・各家庭で作られてきた日野菜漬けや郷土・伝統料理を大切な文化ととらえ、その伝承と情報発信をまちぐるみで推進します。

めざす姿 地域のつながりを深める中で、結婚から子育てまで、その時々のニーズにあった切れ目のない支援を行い、若い世代が出産や子育てに希望をもてるまちをめざします。

取り組みに関する
基本的方向

○安心して妊娠・出産・子育てができるための切れ目のない支援を図ります。
○様々な保育ニーズへの対応や子育てサポート等により、子ども・子育て支援の充実を図ります。
○地域社会全体で、まちに愛着を持つ子どもを育てるまちづくりを進めます。
○育児休業の取得促進や多様な働き方の普及などを通じて、ワーク・ライフ・バランスの実現などを図ります。

取り組み№

3
9
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人

施策 ②

目標値【R4】 17 人 14 人

目標値【R7】 27 人

目標値【R6】 23 人 22 人

目標値【R5】 20 人 18 人

27

A

・1-11「女性活躍の環境づくり」の取組内容
が、「ぽけっと」を起点とした就労支援事業と企
業へのワーク・ライフ・バランスの啓発とに絞ら
れており、分かりやすい施策となっています。今
後は、この主要な２つの取組に限定されず、「女
性活躍の環境づくり」全般に目をくばり、幅広い
施策の可能性を探って下さい。KPIの「ぽけっ
と」起点の事業効果が幅広い取組へのディスイン
センティブにならないよう気をつけて下さい。
・④、⑤（基本目標、基本的方向等を踏まえての
取り組み状況、今後の取り組み）ともに基本目
標、基本的方向等を踏まえた内部検証をしている
点を評価します。具体的な施策の工夫のイメージ
を持てるように検討を進めて下さい。
・女性活躍に向けた女性のニーズを的確に捉え、
そのニーズの多様さに応えることが重要です。
ニーズの多様さの背後にある住民の暮らし方の多
様さを的確に把握して、子育てに希望の持てるま
ちづくりにつなげて下さい。
・就労セミナーや相談会は、10月に保育所申込
時期が到来することから、それ以降に実施しても
参加者が少ないため、早い時期に実施する必要が
ある。
・町内で勤務したいと考えているお母さんは多い
と思うが、働きたいという声と働く先がつながっ
ていない。実際の働きたいという声には、フルタ
イムのほか、パートタイムやすき間時間の活用な
どさまざまあり、いろいろな就労のかたちにつな
げることが大切である。
・ハローワークでは検索できない情報などが、ぽ
けっとで検索できるとよいのではないか。
・岡山県奈義町の取組（まちの人事部）などを参
考に、事業者からの相談や働く人の相談、ワーキ
ングスペースの確保など工夫してほしい。

人 人 人 人
90.0%

③

・女性活躍支援施設「ぽけっと」において、子育
て女性を対象とした、子育てと仕事の両立や社会
復帰等に関する就労セミナーを２回、相談会を１
回開催したほかハローワーク東近江と連携した
「お出かけ相談」も１回開催し、社会復帰に向け
た不安や悩みの解消を図るとともに、自身のキャ
リアを考え、学び、挑戦することができるよう学
習機会を提供しました。（参加者延べ１５人）
・仕事と家庭の両立のため、人権施策における各
企業への聞き取り時に育児休暇等の各企業での取
り組み状況の把握と充実を依頼し、労働環境の整
備に努めました。

・新型コロナウイルス感染症により、就労セミ
ナーの参加者が少なかったため、ホームページや
日野め～るを活用し、参加者の増加を図ります。
・女性活躍支援において、的確なニーズの把握
と、女性が活躍する社会の望ましい姿を皆で話し
合い、ワーク・ライフ・バランスの普及・啓発に
努めます。

●実施していること
・福祉や子育ての施策と連携協力し、地域のつな
がりを深める中で、結婚から子育てまでその時々
のニーズにあった切れ目のない支援を行い、安心
して出産子育てができ、女性が社会で活躍してい
ける環境整備を図っています。
●実施できていないこと
・女性活躍の観点では、まちに愛着を持つ子を育
てる活動につながる取組はできていません。
●実施が困難なこと
・核家族化が進んでいること等の要因から、実際
に女性活躍が進んでいるという実感は得られてい
ません。

⑤

●基本目標、基本的方向を踏まえて
・福祉や子育ての施策と連携協力し、地域のつな
がりを深める中で、結婚から子育てまでその時々
のニーズにあった切れ目のない支援を行い、安心
して出産子育てができ、女性が自分の望む形で社
会で活躍していけるよう、その支援を充実させて
いきます。
・更に、子育て家庭がこのまちで子育てをするこ
とに安心を感じ、まちに愛着が持てる子どもが育
つ環境整備に努めます。
・多様な働き方ができるよう、地元企業等に働き
かけ、就労希望者とのマッチングが図れるように
します。
●今後の課題
・多種多様なニーズに対応する職種や就労形態が
ないのが実態です。女性活躍への理解を図る啓発
が必要です。

令和3年度
14 14

100.0%
10 9

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

コメント
基準値【R1】 8 人 1 人

達成率 目標 実績 達成率

指標名
女性活躍支援施設「ぽけっと」にお
ける事業による出産後の女性の復職
者の増加数（累計）

女性活躍支援施設「ぽけっと」にお
ける事業による新規就労者数（累
計）

取り組み状況 今後の取り組み 検証結果

11 具体的な取り組み女性活躍の環境づくり 担当部署 商工観光課

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

基本目標№ 1 基本目標 結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる 取り組みの方向 生涯にわたる学びと活躍の推進

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

企画振興課

内容
・女性活躍支援施設「ぽけっと」において、就労に役立つセミナー等を実施し、職場復帰や新たな就労を考えている女性の就労支援に取り組みます。
・仕事と家庭の両立を目指し、ワーク・ライフ・バランスを普及・啓発することで、女性が安心して仕事を継続できる労働環境の整備に取り組みます。

めざす姿 地域のつながりを深める中で、結婚から子育てまで、その時々のニーズにあった切れ目のない支援を行い、若い世代が出産や子育てに希望をもてるまちをめざします。

取り組みに関する
基本的方向

○安心して妊娠・出産・子育てができるための切れ目のない支援を図ります。
○様々な保育ニーズへの対応や子育てサポート等により、子ども・子育て支援の充実を図ります。
○地域社会全体で、まちに愛着を持つ子どもを育てるまちづくりを進めます。
○育児休業の取得促進や多様な働き方の普及などを通じて、ワーク・ライフ・バランスの実現などを図ります。

取り組み№

4
0
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施策 ②

目標値【R4】 22 集落

目標値【R7】 25 集落

目標値【R6】 24 集落

目標値【R5】 23 集落

A

・KPIとなっている「人・農地プランの作成集落数」
が、R2からR3で増えていませんが、KPIの目標設定
がR2の実数である21集落のままなので、KPIの達成
度が100%になりました。今後、1年に1集落ずつ作
成する目標となっていますが、作成するだけを目標と
せず、プランが実行され、成果が出るようにフォロー
アップしてください。
・内部検証②、③（施策の取り組み状況、今後の取り
組み）において、2-1「農業経営・担い手育成への支
援」の取り組み内容への検証が不十分です。「貸し手
と借り手をつなぐため」の情報共有が実施されたのか
どうなのかもわかりません。
・担い手の確保、育成のためにも、基本目標、基本的
方向を踏まえた「地域資源」の視点、「地域内経済循
環の活性化」、「地元企業、商工会との連携」、「町
内雇用の拡大」などと連結、連動した施策を検討して
ください。
・環境こだわり農業の推進は、地域資源の活用とブラ
ンド化につなげられる優れた取り組みだと考えます
が、内部検証では単に面積の増加に言及しているにと
どまっています。政策当局の施策と把握が過小評価に
なっていないか気がかりです。
・コロナ禍による集落に出向いての説明が困難な状況
が続いたようですが、集落の通信環境の整備も行うな
どして、オンラインによる説明会等も工夫してくださ
い。
・⑤（基本目標・基本的方向等を踏まえた今後の取り
組み）で「自分たちの集落を守る意識」に言及してい
ますが、この意識を高めることにつながる施策の工夫
をしてください。
・今の状況では、5年10年先の状況が読めず、計画が
立てづらい現状がある。10年経てば従事者がゴロっ
と変わると考えられるなかで、まずは家庭で誰が農地
を守るのか、議論する必要がある。その先に集落でど
う守れるのか考えることが大切である。
・「自分たちの集落を守る」ことを中心に据えて、そ
の意識を高めるために何を進めていくのかという視点
で施策を考える必要がある。

集落 集落

③

・集落で地域農業の将来を話し合い、「人・農地
プラン」の作成促進を図るため、農業組合長会議
において説明や情報提供を行いました。
・町、農業委員会、県、JA,、農業共済組合が連
携し、多様な経営体の育成支援を行いました。
・認定農業者の認定を、１９件（新規1件、更新
18件）、認定新規就農者の認定を１件行いまし
た。
・環境こだわり農業の推進を図り、取組み面積が
増加しました。

・集落における将来の地域農業を話し合うことの
重要性を説明し、人・農地プランの作成を推進し
ていきます。
・集落が主体となって地域農業の担い手の育成・
確保を考えられるよう、集落の支援に複数年かけ
て取り組みます。
・町・県・JA等の関係機関が連携し、多様な経
営体の育成と支援に取り組みます。

●実施していること
・環境に優しい農法で生育する「環境こだわり農
業」を引き続き推進し、取組み面積が増加しまし
た。
●実施できていないこと
・新型コロナウイルス感染症の影響が長期化し、
集落に出向いての説明がほとんど実施できなかっ
た。
●実施が困難なこと
・中山間にある条件不利な農地は受けての希望が
出にくく、依然として担い手確保と農地の維持管
理が困難となっています。

⑤

●基本目標、基本的方向を踏まえて
・持続可能な農業となるよう、担い手同士や新規
就農者など情報交換できる機会の提供や、横のつ
ながりづくりの支援を行います。
・国が策定した「みどりの食料システム戦略」を
踏まえ、有機栽培によるオーガニック農業など注
視していきます。
●今後の課題
・集落の将来について、集落の方々が主体的に考
え、「自分たちの集落を守る」意識を高めてもら
う必要があります。
・担い手の不足等により耕作条件の悪い農地の保
全が困難になってくるため、農業者だけでなく、
非農家も含めた話し合いの機会づくり等を促進
し、多様な農の担い手の育成と農地の適正な維持
のための支援を図っていく必要があります。

令和3年度
21 21

100.0%

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

コメント
基準値【R2】 21 集落

達成率 目標 実績 達成率

指標名 人・農地プランの作成集落数

取り組み状況 今後の取り組み 検証結果

1 具体的な取り組み農業経営・担い手育成への支援 担当部署 農林課

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

基本目標№ 2 基本目標 地域資源を活かし、地域経済の活力と暮らしを支える雇用をつくる 取り組みの方向 生活の基盤となる町内産業の持続発展

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

内容
・農家等経営の合理化、生産体制支援の仕組みづくりの促進を実施し、法人営農、集落営農、および新規就農従事者等、意欲と能力のある経営感覚に優れた担い手の確保・育成に取り組みます。
・集落の事情に応じた集落営農組織等を支援します。
・貸し手と借り手をつなぐため、農業組合、農業委員会や農地中間管理機構との情報共有を実施します。

めざす姿 まちの「たから」である「地域資源」を活かし、住民が主体となって取り組む創業による地域内経済循環の活性化と、既存の取り組みの拡大も含めた雇用の創出をめざします。また、町内の企業の交流と連携を進め、更なる地域経済の活性化をめざします。

取り組みに関する
基本的方向

○「地域資源」を活用し、豊富な経験、技術、知識を持った人がつながる機会をつくり、創業と雇用に結びつけます。
○特産品の安定的な生産・供給体制・販路開拓を支援し、ブランド化による付加価値を付けることで雇用を創ります。
○地元企業、商工会と連携を図り情報を発信することで、町内雇用の拡大を図ります。

取り組み№

4
1
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② ③

・野菜生産用の機械導入経費として８件（いずれ
も日野菜生産用機械）を補助し、支援を行いまし
た。
・日野菜の栽培技術向上、収量増加につながる情
報提供の機会として、７月に栽培技術研修会を実
施したこともあり、生産者・栽培面積が増加、気
象条件も良好であったこともあり、出荷量増加に
つながりました。
・日野菜PRキャラクター「あのなひのな」を活
用、JAや地元商工団体等と連携し普及啓発に努
めました。

・引き続き野菜生産用の機械等の導入経費を補助
し、野菜生産者を支援します。
・日野菜のさらなる生産・拡大につながるよう、
生産者・JA・県等と連携し、栽培技術研修会や
情報提供、補助制度などに取り組みます。
・地域が一丸となった日野菜振興ができるよう、
「原産日野菜」の知名度を高めるため、学校給食
への利用や、家庭の食卓に身近なものとなるよう
普及啓発に取り組みます。

●実施していること
・日野菜のブランド化・知名度向上のため、JA
を中心に進めている「近江日野産日野菜」の地理
的表示（ＧＩ）保護制度認証に向けて、生産者・
県等と連携し申請に係る支援を行いました。
●実施できていないこと
・特にありません。
●実施が困難なこと
・良質な日野菜を生産するため、栽培から出荷ま
での管理が大切となるが、農産物であるが故に、
気象条件によって品質・出荷量が左右されやす
い。

⑤

●基本目標、基本的方向を踏まえて
・JA、生産者等と連携し、日野菜の生産拡大と
ともに流通拡大につながるよう普及啓発に努めま
す。
●今後の課題
・生産者の所得向上のためには、良質な日野菜を
生産し反収を上げることが大切であることから、
生産者の意識高揚、意識づけが大切となります。

・②、③、④、⑤（内部検証）では、日野菜のこ
としか言及されていません。2-2「農業生産・特
産品の振興」の取り組み内容には、日野菜の他に
「近江牛、近江米、北山茶等の特産品の～」とさ
れています。これらの事項についても、毎年施策
を行っており、書く内容はあると考えますが、今
回の内部検証では全く言及されていません。
・2-2「農業生産・特産品の振興」の取り組み内
容に、「６次産業化を図り」とありますが、内部
検証では言及されていません。
・④、⑤（基本目標、基本的方向等を踏まえての
取り組み状況、今後の取り組み）において、「地
域資源」、「地域内経済循環」、「町内企業の連
携・交流」、「町内雇用の拡大」といった点に関
連させて検証を行い、施策を再考してください。
・「農業生産・特産品の振興」を実現するうえ
で、基本目標、基本的方向は必要なことではない
でしょうか。生産、供給体制、販路拡大への支援
から、６次産業化を図るなど支援レベルの高度化
が必要です。
・「原産日野菜のブランド化を・・・」としてい
る一方、地元のインショップではB級、C級の日
野菜が並んでいる現状について、情報把握してお
く必要がある。
・R2からR3にかけて、生産量は増加したが、在
庫が残る状態であったため、販売額のみならず、
販路についても指標とすべきではないか。
・特産品として並列している近江牛や近江米、北
山茶など、現状について情報把握し、内部検証す
べきである。

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

目標値【R6】 29,300 千円 53 ｔ 825 kg

目標値【R5】 28,700 千円 50 ｔ 820

目標値【R4】 28,000 千円 48 ｔ 815 kg

kg

B
千円 千円 ｔ ｔ kg kg

100.0%

施策

目標値【R7】 30,000 千円 56 ｔ 830

kg

令和3年度
27,500 31,519

100.0%
45 46

100.0%
810 1,200

検証結果 コメント基準値【R2・
1】

R2 26,890 千円 R2 42

達成率年度 目標 実績 達成率 目標 実績 達成率 目標 実績

指標名 インショップ販売額 日野菜出荷量 獣肉販売量

基本目標№ 2 基本目標 地域資源を活かし、地域経済の活力と暮らしを支える雇用をつくる 取り組みの方向 生活の基盤となる町内産業の持続発展

内容

めざす姿 まちの「たから」である「地域資源」を活かし、住民が主体となって取り組む創業による地域内経済循環の活性化と、既存の取り組みの拡大も含めた雇用の創出をめざします。また、町内の企業の交流と連携を進め、更なる地域経済の活性化をめざします。

取り組みに関する
基本的方向

○「地域資源」を活用し、豊富な経験、技術、知識を持った人がつながる機会をつくり、創業と雇用に結びつけます。
○特産品の安定的な生産・供給体制・販路開拓を支援し、ブランド化による付加価値を付けることで雇用を創ります。
○地元企業、商工会と連携を図り情報を発信することで、町内雇用の拡大を図ります。

取り組み№ 2 具体的な取り組み農業生産・特産品の振興 担当部署

④

・原産日野菜や近江牛、近江米、北山茶等の特産品の安定的な生産・供給体制、販路開拓への支援に取り組むとともに、６次産業化を図り、原種や産地等による地域ブランドとしていくことで付加価値を付け、特産品の振興を図ります。

農林課

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

ｔ R1 805 kg
取り組み状況 今後の取り組み

4
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施策 ②

目標値【R4】 1,828 ㎥

目標値【R7】 2,500 ㎥

目標値【R6】 2,276 ㎥

目標値【R5】 2,052 ㎥

B

・2-3「林業の振興」の取り組み内容が貧弱で
す。林業振興の施策を工夫してください。未利用
資源が増加している要因を分析し、効果的な施策
を検討してください。
・②、③（施策の取り組み状況、今後の取り組
み）において、2-3「林業の振興」の取り組み内
容で挙げられている項目への検証を行い、「木材
搬出を促し」、「人工林の整備」、「林道・作業
道の整備」がどの程度できているのかを明らかに
してください。
・④、⑤（基本目標、基本的方向等を踏まえての
取り組み状況、今後の取り組み）において、基本
目標、基本的方向を踏まえて、「地域資源を活か
し」、「地域内経済循環」、「町内雇用の拡大」
につながるように現況分析、今後の取り組みの施
策の工夫を行ってください。
・森林境界明確化事業の重要性は認めますが、そ
の先の施策の展開の全体像を理解せずに、部分的
事業に集中しても林業振興化にはつながりにくい
のではないでしょうか。
・森林環境贈与税制度をよく研究し、木材利用の
促進から地域内経済循環の創出、町内雇用の拡大
の総合的施策を検討してください。
・生産者の能力アップを図るとともに、販売量
（出口の需要）をアップさせるための工夫が必要
であり、一貫して効果を高める取組を進める必要
がある。
・木質バイオマスの出口の需要拡大などは、学校
での利用から家庭普及へ拡大し、需要を増やすな
どが考えられる。
・林業の振興のボトムアップとして、生涯学習分
野の体験等に組み込むことが大切である。

㎥ ㎥

③

・大字熊野（A=20ha)において、森林境界明確
事業を新規着手しました。
・林道（一ノ谷林道）について、豪雨・台風等の
自然災害により陥没の道路復旧について補助金に
より財政支援を行いました。

・森林経営計画管理制度の実施に向けて、森林の
境界及び、所有者を特定する必要があることか
ら、引き続き、森林境界明確化事業の取組みを推
進します。
・平成31年度に創設された森林環境譲与税にい
て、町の森林行政における有効な活用方法を検討
します。
・引き続き、林業施業者を連携を図り、林道及び
林内作業場の整備を促進します。

●実施していること
・森林境界明確化事業を平成3１年度より実施
し、大字奥之池、小野で実施をしています。
・里山防災・緩衝帯事業に多くの自治体が取組ん
でおり、里山整備を推進しています。
●実施できていないこと
・森林経営管理制度の実施へ向けた所有者等への
意向調査
・森林境界明確化事業の更なる更なる実施区域の
拡大
●実施が困難なこと
・特にありません。

⑤

●基本目標、基本的方向を踏まえて
・更なる森林境界明確化事業の取組みを推進しま
す。
・また、境界の明確化があつ程度進んだ段階で、
森林経営管理制度による林業経営の効率化を林業
施業者等と協議し進めます。
●今後の課題
・林業担当職員が専門職ではないため、より政策
的・実践的な林業施策が取組めていません。
・森林環境譲与税の更なる活用方法を検討する必
要があります。

令和3年度
1,604 1,831

100.0%

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

コメント
基準値【R2】 1,380 ㎥

達成率 目標 実績 達成率

指標名 町産木材の搬出量

取り組み状況 今後の取り組み 検証結果

3 具体的な取り組み林業の振興 担当部署 農林課

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

基本目標№ 2 基本目標 地域資源を活かし、地域経済の活力と暮らしを支える雇用をつくる 取り組みの方向 生活の基盤となる町内産業の持続発展

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

内容
・未利用資源が増加していることから、木材搬出を促し世代を超えて持続可能な産業となるよう振興を図ります。
・未利用人工林の整備を進めます。
・森林組合等に対して森林施業、木材搬出が実施できるよう林道・作業道整備等の支援を行います。

めざす姿 まちの「たから」である「地域資源」を活かし、住民が主体となって取り組む創業による地域内経済循環の活性化と、既存の取り組みの拡大も含めた雇用の創出をめざします。また、町内の企業の交流と連携を進め、更なる地域経済の活性化をめざします。

取り組みに関する
基本的方向

○「地域資源」を活用し、豊富な経験、技術、知識を持った人がつながる機会をつくり、創業と雇用に結びつけます。
○特産品の安定的な生産・供給体制・販路開拓を支援し、ブランド化による付加価値を付けることで雇用を創ります。
○地元企業、商工会と連携を図り情報を発信することで、町内雇用の拡大を図ります。

取り組み№

4
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基本目標№ 2 基本目標 地域資源を活かし、地域経済の活力と暮らしを支える雇用をつくる 取り組みの方向 生活の基盤となる町内産業の持続発展

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

住民課 商工観光課

内容 ・町内の消費拡大と地域内経済循環につながるよう、商工会や関係団体と連携し、企業間取引の促進に取り組みます。

めざす姿 まちの「たから」である「地域資源」を活かし、住民が主体となって取り組む創業による地域内経済循環の活性化と、既存の取り組みの拡大も含めた雇用の創出をめざします。また、町内の企業の交流と連携を進め、更なる地域経済の活性化をめざします。

取り組みに関する
基本的方向

○「地域資源」を活用し、豊富な経験、技術、知識を持った人がつながる機会をつくり、創業と雇用に結びつけます。
○特産品の安定的な生産・供給体制・販路開拓を支援し、ブランド化による付加価値を付けることで雇用を創ります。
○地元企業、商工会と連携を図り情報を発信することで、町内雇用の拡大を図ります。

取り組み№ 4 具体的な取り組み地域内経済循環の推進 担当部署 農林課

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

今後の取り組み 検証結果 コメント基準値【R1・
2】

R1 473 万ポイント R2 329

達成率 目標 実績 達成率

指標名 おさんぽカード利用ポイント数
住宅リフォーム等促進事業における
工事費実績額

百万円
取り組み状況

令和3年度
480 1,171

100.0%
330 335

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

B

・2-4「地域内経済循環の推進」の取り組みは、基本
目標②のなかでも重要な取り組みであると考えられま
す。町内の消費の実態を買い物調査を行ったり、町内
企業の調達先を調査するなど「現状把握」を行うこと
から始めましょう。現状を把握すると改善の指針を見
つけることができます。
・②、③（施策の取り組み状況、今後の取り組み）と
もにKPIの達成に向けた取り組みに力点のおかれた内
部検証となっています。取り組み内容に即して内部検
証を行ってください。「おさんぽカード」の利便性向
上も必要なことですが、「おさんぽカード」が利用さ
れ、町内消費の拡大と地域内経済循環を高めるのが目
的のはずですから、手段と目的を取り違えないように
してください。
・KPIのおさんぽカード利用ポイント数が、目標値、
R1実績（基準）値の2倍以上になっています。KPIの
設定が過小かもしれません。ポイント利用の実態を分
析して、町内の消費動向の把握に努めてください。
・住宅リフォーム等促進事業は、規模は小さいです
が、象徴的な意味があるでしょう。この事業を活用す
ることで、まちの「たから」である景観が保全される
ように活用される等、事業効果が高くなるような工夫
を行ってください。
・④、⑤（基本目標、基本的方向等を踏まえての取り
組み状況、今後の取り組み）は、基本目標、基本的方
向を踏まえて内部検証を行ってください。
・おさんぽカードを知らない若者が多く、使いやすさ
や町内消費のPRを進めてほしい。
・おさんぽカードがQRカードに変わり、取り扱う店
舗が少なくなった実感がある。設置費用や操作方法、
有期限となったことなど、さまざまな理由が考えられ
る。
・おさんぽカードがQRカードになったことで、どこ
で誰が使ったか把握できる（傾向が見える）のではな
いか。需要の把握を行う工夫をしてほしい。

万ポイント 万ポイント 百万円 百万円
100.0%

③

　日野町商業協同組合が取り組む「おさんぽカー
ド」の利便性を高めるため、新たにＱＲカードに
転換する事業に補助を行うなどの支援に取り組み
ました。
　町内の飲食店支援として「日野町料理飲食店プ
レミアム付商品券」を発行しました（3000万円
分）。
　住宅リフォーム工事に対して地域商品券で助成
を行い、商業、工業両面にわたる地域内経済循環
の推進に取り組みました。

　町内の個店への集客が増えるよう「おさんぽ
カード」のチャージ機能などを活用したキャン
ペーンを商工会とともに連携して取り組みます。
　新型コロナウイルス感染症で落ち込む町内の消
費拡大を目指し、商工業など多方面で使用できる
地域商品券発行事業に取り組みます。
　住宅リフォーム等促進事業の推進に引き続き取
り組みます。

●実施していること
・常に商工会とは連携を図り、町内で消費が生ま
れ地域内で経済が循環する仕組み、施策を実施し
ています。
・町に残る文化的価値の高い資源（旧野口写真
館）を活用した取組が住民主体で始まりました。
●実施できていないこと
・町内企業の交流や連携への取組は実施できてい
ません。
●実施が困難なこと
・地域内経済循環までは出来ているものの、新た
な雇用の創出まではすぐに結びついていません。

⑤

●基本目標、基本的方向を踏まえて
・地域経済の活性化の活性化に向けては、引き続
き商工会と連携して現場の声を聞きながら進めて
いきます。
・ふるさと応援寄附の取組の拡充させ、寄附を通
じて町内の商工業者の特産品の販路拡大に取り組
みます。
●今後の課題
・まちの地域資源を創業や雇用に結びつける手法
を研究する必要があります。

目標値【R4】 485 万ポイント 330 百万円

目標値【R7】 500 万ポイント

目標値【R6】 495 万ポイント 330 百万円

目標値【R5】 490 万ポイント 330 百万円

330 百万円

施策 ②

4
4



日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　施　　策　　検　　証　　シ　　ー　　ト

施策 ②

目標値【R4】 17 件

目標値【R7】 25 件

目標値【R6】 22 件

目標値【R5】 19 件

A

・交流会事業の開催は、2-5「創業・コミュニ
ティビジネスへの支援」の取り組み内容として書
いているから行うと単純に考えず、基本目標、基
本的方向を踏まえて実現せねばならないことだと
広く文脈で捉えてください。町内企業の交流と連
携から地域内経済循環を強める方向に町の経済の
質的転換を図るように施策の工夫を行ってくださ
い。
・創業者ニーズの把握を適切に行うこと、地域内
経済循環を高める創業者を育成するためのトータ
ルな仕組みを検討してください。

件 件

③

　商工会が主催される創業塾は、コロナ渦であっ
たものの実施され（オンライン形式で8回の講
義）、町の広報誌で周知に努め、３名の参加があ
りました。
　また、創業塾受講後も経営指導などのバック
アップに取り組まれました。
　新たに「日野町空き家空き店舗活用支援事業補
助金」制度を創設し、町内外の創業希望者が日野
町で創業されやすい環境を整えたところ、2名の
方から申請があり、令和3年度中に営業を開始さ
れました。

　創業塾は商工会と連携し、あらゆる情報媒体を
活用し受講者が増えるよう取り組みます。
　また、創業塾受講後も経営指導などの商工会に
よる伴走型支援の取組を進めます。
　また資金面の観点から「日野町創業支援補助
金」の活用を周知し、創業塾による経営のノウハ
ウの支援との両面からの支援が行き届きよう取り
組みます。

●実施していること
・創業者、空き家空き店舗活用者への支援により
地域内経済循環の活性化するよう取り組んでいま
す。
●実施できていないこと
・企業や創業者との交流事業は実施できていませ
ん。
●実施が困難なこと
・空き店舗は、住居と一体化しているケースが多
く、店舗部分だけの活用が出来にくい状況です。 ⑤

●基本目標、基本的方向を踏まえて
・補助金による支援は創業希望者にとって有効な
手段であることから、継続して実施していきま
す。
・店舗は地域のコミュニティとして賑わいの活性
化や生活基盤につながることを意識して、新たな
雇用、創業の確保に取り組みます。
●今後の課題
・ここ数年で町なかを中心に飲食店等を中心に新
たな店舗が出来てきました。大型店舗やチェーン
店もあるなか、個店の強みを活かした魅力ある店
舗づくり、地域内経済循環を図ることが望まれま
す。

令和3年度
15 16

100.0%

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

コメント
基準値【R1】 12 件

達成率 目標 実績 達成率

指標名 創業件数（累計）

取り組み状況 今後の取り組み 検証結果

5 具体的な取り組み創業・コミュニティビジネスへの支援 担当部署 商工観光課

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

基本目標№ 2 基本目標 地域資源を活かし、地域経済の活力と暮らしを支える雇用をつくる 取り組みの方向 生活の基盤となる町内産業の持続発展

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

内容
・商工会と連携し、広報誌、ホームページや各種媒体を活用し「創業塾」や創業支援制度の周知に努めるとともに、創業後も経営等の相談を受ける伴走型支援に取り組みます。
・コミュニティビジネス等の創業者との交流会を開催し、創業者ニーズの把握に取り組み、施策を展開します。

めざす姿 まちの「たから」である「地域資源」を活かし、住民が主体となって取り組む創業による地域内経済循環の活性化と、既存の取り組みの拡大も含めた雇用の創出をめざします。また、町内の企業の交流と連携を進め、更なる地域経済の活性化をめざします。

取り組みに関する
基本的方向

○「地域資源」を活用し、豊富な経験、技術、知識を持った人がつながる機会をつくり、創業と雇用に結びつけます。
○特産品の安定的な生産・供給体制・販路開拓を支援し、ブランド化による付加価値を付けることで雇用を創ります。
○地元企業、商工会と連携を図り情報を発信することで、町内雇用の拡大を図ります。

取り組み№

4
5



日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　施　　策　　検　　証　　シ　　ー　　ト

施策 ②

目標値【R4】 1 件

目標値【R7】 3 件

目標値【R6】 2 件

目標値【R5】 1 件

A

・2-6「企業誘致の推進と工場用地の確保」の取り組
み内容の2つ目の項目はどのように取り組んでいるの
か見えませんので、評価を「２」としました。
・工業団地の空き用地がほとんど無い状態で、企業誘
致をすることは困難かもしれませんが、工場誘致だけ
ではない企業誘致の可能性も探ってください。
・2-4「地域内経済循環の推進」の取り組みとも関連
して、域内調達状況の調査、町内雇用の実態調査等を
行い、経済波及効果を測定してください。
・地元産品の利用等をCSRに限定せず、地域内経済循
環の活性化の方策として検討して下さい。エネルギー
の地産地消など新しい可能性も調査、研究してくださ
い。
・⑤（基本目標・基本的方向等を踏まえた今後の取り
組み）の「今後の課題」の記述が、意味がよく分かり
ませんでした。滋賀県は工業が盛んで、2次産業（製
造業）の立地も順調に増えていますので、製造業への
就労希望者を増やす必要があると解釈しましたが、就
労希望の実態把握や求人状況などを調査、分析し、長
期的同項も考えながら、企業誘致を進めてください。
サービス経済化、知識基盤社会化、アフターコロナの
社会変動などを大局から検討して施策を行ってくださ
い。
・日野高校をはじめ、地元高校生への情報発信に努め
てください。

件 件

③

　事業者や商工会、金融機関、県企業立地推進室等と
企業誘致に向けた情報発信に取り組みました。
　現在民間で予定されている新たな工業団地開発が順
調に進むよう関係機関との連携に努めました。

　現在、民間企業により開発が進められている鳥居
平・松尾地先の工業団地等への企業立地に向けて、多
方面へＰＲを行うほか、引き続き事業者や商工会、県
企業立地推進室等と情報共有し、当町に持続的な経済
効果や雇用創出をもたらす企業の誘致に努めます。
　企業の社会的責任（ＣＳＲ）活動と地域課題の解決
に結びつくよう双方の情報収集に努めます。

●実施していること
・既存の工業団地での雇用創出に向けて、商工会や事
業者、ハローワーク等と情報共有を図りました。
・企業懇談会の中で、地元企業間の商品利用や取引が
進むよう資料提供を行なったほか、地元日野高校の進
路指導担当者との交流の機会をもちました。
●実施できていないこと
・豊富な経験、技術、知識を持った人がつながる機会
は実施できていません。
●実施が困難なこと
・工業団地の空き用地がほとんど無い状況です。

⑤

●基本目標、基本的方向を踏まえて
・企業、商工会との情報共有のために、工業団地企業
協議会との連携促進に努めます。
・商工会と連携して企業の先進的な技術や魅力ある商
店の情報発信を行うほか、広報ひのでも企業情報を掲
載し町内雇用の拡大に結び付けます。
・豊富な経験等が活躍できる機会をつくり新たな雇用
の創出につなげます。
●今後の課題
・製造業への就労ニーズを高めていく必要がありま
す。

令和3年度
1 1

100.0%

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

コメント
基準値【R2】 1 件

達成率 目標 実績 達成率

指標名 新規企業立地数

取り組み状況 今後の取り組み 検証結果

6 具体的な取り組み企業誘致の推進と工場用地の確保 担当部署 商工観光課

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

基本目標№ 2 基本目標 地域資源を活かし、地域経済の活力と暮らしを支える雇用をつくる 取り組みの方向 生活の基盤となる町内産業の持続発展

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

内容
・県等の関係機関と連携して情報発信に努め、空き用地への企業立地を促進するとともに、新たな工場用地の確保に向けて、民間企業との連携を推進します。
・進出企業による町内雇用の促進や地元産品の利用等をはじめとする社会的責任（ＣＳＲ）活動等の地域連携を推進します。

めざす姿 まちの「たから」である「地域資源」を活かし、住民が主体となって取り組む創業による地域内経済循環の活性化と、既存の取り組みの拡大も含めた雇用の創出をめざします。また、町内の企業の交流と連携を進め、更なる地域経済の活性化をめざします。

取り組みに関する
基本的方向

○「地域資源」を活用し、豊富な経験、技術、知識を持った人がつながる機会をつくり、創業と雇用に結びつけます。
○特産品の安定的な生産・供給体制・販路開拓を支援し、ブランド化による付加価値を付けることで雇用を創ります。
○地元企業、商工会と連携を図り情報を発信することで、町内雇用の拡大を図ります。

取り組み№

4
6



日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　施　　策　　検　　証　　シ　　ー　　ト

施策 ②

目標値【R4】 1 件

目標値【R7】 1 件

目標値【R6】 1 件

目標値【R5】 1 件

C

・2-7「新たな産業分野の誘致と創出」は、大変
意欲的な取り組みであり、5年間に1件でもサテ
ライトオフィス等が設置されるとKPIは100%と
なる設定ですから、5年という計画期間、中長期
に成果が出るのを根気強く待つ必要があります。
・根気強く成果が出るのを待つ必要があるとはい
え、②、③、④、⑤（内部検証）がKPIに掲げて
いる「サテライトオフィス等の設置」に引きずら
れた内部検証になっています。新しい分野の企業
への優遇制度の拡充による誘致に加え、コロナ禍
による社会の変化を見据えた企業や個人事業者等
の誘致には、何が必要なのかも検討してくださ
い。
・④、⑤（基本目標、基本的方向等を踏まえての
取り組み状況、今後の取り組み）については、基
本目標、基本的方向を踏まえての内部検証が必要
です。伝統的な住宅、商家等の「地域資源」とし
て生かそうとしている視点は高く評価します。さ
らに、まちなみの保全につながるような取り組み
や地域内経済循環の活性化、町内雇用の拡大など
につながるように施策の工夫を行ってください。
・町内高校生の就業希望先としてIT産業などが挙
げられるが、日野町ならではの企業や日野町を支
えてきた企業を大きくアピールした上で、マッチ
ングを進めてほしい。
・小学生の将来の夢はボヤっとしており、具体的
な職業が出てこない現状があり、目標が見つけら
れない状態なのではないか。
・働くことと暮らすことは連動しており、コミュ
ニティの維持に向けて、積極的に進めてほしい。

件 件

③

・新型コロナウイルス感染症により都市から田舎
への仕事の流れが全国的に進む中、県、県産業支
援プラザ、商工会、金融機関等の情報収集、新た
な産業分野の企業進出にかかる優遇制度の検討を
行いました。
・町内の伝統的な住宅・商家等を活用したサテラ
イトオフィスの整備を進め、サテライトオフィス
等の開設やテレワークの推進等により、新たなひ
とやしごとの流れを創出するため、デジタル田園
都市国家構想推進交付金（地方創生テレワークタ
イプ）の申請を行い、採択を受けました。

・県、県産業支援プラザ、商工会、金融機関等の
情報収集に努め、優遇制度の創設の検討と誘致を
進めます。
・令和４年度に関東方面で近江日野商人サミット
を開催し、日野町にゆかりのある企業へ日野町で
のサテライトオフィス進出を働きかけます。
・デジタル田園都市国家構想推進交付金（地方創
生テレワークタイプ）を活用し、町内の伝統的な
住宅・商家等を活用したサテライトオフィスの開
設支援を進めます。

●実施していること
・県、商工会、他市町等関係機関からの情報収集
を行いました。
・地域資源の活用と地域内循環のため、サテライ
トオフィスとして活用できる物件の情報収集に取
り組みました。
●実施できていないこと
・サテライトオフィス誘致にかかる積極的な取組
はできていません。
●実施が困難なこと
・特にありません。

⑤

●基本目標、基本的方向を踏まえて
・地域資源の活用と地域内経済循環の活性化のた
めに、空き家となっている古民家等をサテライト
オフィスに活かせる検討を行います。
・町内の雇用拡大に向けては商工会のほか東近江
労働対策連絡会等を活用して情報発信に取り組み
ます。
●今後の課題
・創業だけでなく既存の取組の拡大も含めた雇用
を拡大し、町内の多岐にわたる経済効果が生まれ
る仕組みづくりが必要です。
・サテライトオフィスの誘致により新たなひとや
しごとの流れを創出し、更なる地域経済の活性化
につながるよう、地元企業や商工会等との交流や
連携が深まる体制づくりが必要です。

令和3年度
1 0

0.0%

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

コメント
基準値【R2】 0 件

達成率 目標 実績 達成率

指標名 サテライトオフィス等の設置

取り組み状況 今後の取り組み 検証結果

7 具体的な取り組み新たな産業分野の誘致と創出 担当部署 商工観光課

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

基本目標№ 2 基本目標 地域資源を活かし、地域経済の活力と暮らしを支える雇用をつくる 取り組みの方向 生活の基盤となる町内産業の持続発展

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

内容
・県、県産業支援プラザ、金融機関等と連携するとともに、新たな産業分野の企業進出にかかる優遇制度の拡充を検討し、誘致を進めます。
・空き店舗等を活用し、時代の変化に対応した新しい産業創出に努め、サテライトオフィス誘致等に取り組みます。

めざす姿 まちの「たから」である「地域資源」を活かし、住民が主体となって取り組む創業による地域内経済循環の活性化と、既存の取り組みの拡大も含めた雇用の創出をめざします。また、町内の企業の交流と連携を進め、更なる地域経済の活性化をめざします。

取り組みに関する
基本的方向

○「地域資源」を活用し、豊富な経験、技術、知識を持った人がつながる機会をつくり、創業と雇用に結びつけます。
○特産品の安定的な生産・供給体制・販路開拓を支援し、ブランド化による付加価値を付けることで雇用を創ります。
○地元企業、商工会と連携を図り情報を発信することで、町内雇用の拡大を図ります。

取り組み№

4
7



日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　施　　策　　検　　証　　シ　　ー　　ト
基本目標№ 2 基本目標 地域資源を活かし、地域経済の活力と暮らしを支える雇用をつくる 取り組みの方向 生活の基盤となる町内産業の持続発展

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

内容
・商工会等関係機関と連携し、町内企業との懇談会や企業協議会、企業訪問等により、町内雇用を促進します。
・職業安定所等関連機関と連携し、求職者のニーズに基づく雇用機会の拡充を図り、女性や高齢者等の幅広い年齢層に対して就職情報や就労相談の場を提供します。
・シルバー人材センターも含めた地域雇用の創出と求職者のニーズに沿った就業を支援します。

めざす姿 まちの「たから」である「地域資源」を活かし、住民が主体となって取り組む創業による地域内経済循環の活性化と、既存の取り組みの拡大も含めた雇用の創出をめざします。また、町内の企業の交流と連携を進め、更なる地域経済の活性化をめざします。

取り組みに関する
基本的方向

○「地域資源」を活用し、豊富な経験、技術、知識を持った人がつながる機会をつくり、創業と雇用に結びつけます。
○特産品の安定的な生産・供給体制・販路開拓を支援し、ブランド化による付加価値を付けることで雇用を創ります。
○地元企業、商工会と連携を図り情報を発信することで、町内雇用の拡大を図ります。

取り組み№ 8 具体的な取り組み町内雇用の促進と雇用機会の拡充 担当部署 商工観光課

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

コメント
基準値【R2】 21.5 ％

達成率 目標 実績 達成率

指標名
町内企業に勤務する従業員のうち町
内居住者の割合

取り組み状況 今後の取り組み 検証結果

令和3年度
22.0 26.0

100.0%

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

A

・日野高校生採用を促進したり、日野高校のキャ
リア形成教育への補助等を高く評価します。
・内部検証から住民の求職と企業の求人の間に
ギャップが生じていることが伺えます。2-6「企
業誘致の推進と工場用地の確保」で製造業の誘致
を進めているため、企業側（製造業）の求人が多
くなる一方で、住民側の求職希望のギャップ、ミ
スマッチを解消する施策が必要かもしれません。
そうした施策が必要であるかも含めて検討してく
ださい。
・④、⑤（基本目標、基本的方向等を踏まえての
取り組み状況、今後の取り組み）の内部検証に
「地域資源」、「住民主体の創業」、「地域内経
済循環の活性化」、「町内企業の交流と連携」な
ど基本目標のめざす姿や基本的方向を踏まえた検
証を行ってください。
・町内企業と行政が連携して実施した新型コロナ
ウイルス感染症ワクチンの職域接種は、町内在住
者の5割にのぼった。町内企業だけではできない
ことは、官民連携でタッグを組んでやっていきた
い。
・高校生の就業希望について、給料、仕事内容、
ネームバリューなど、どう親を巻き込んで働きか
けられるかが大切である。
・町内産業の雇用を確保するため、日野高校以外
に通学する高校へのアプローチは考えられない
か。
・第２工業団地の人手不足による残業は深刻であ
り、県の産業プラザと連携して、第２工業団地に
スポットライトを当てたフェアができないか。
・中学校の職業体験では、仕事内容よりもおまけ
要素が勝っており、企業側にも責任を持たせ、仕
事はこういうものであると分かるように、日野の
企業の良さが分かるように進めてほしい。
・働くことと住むことはセットであり、移住支援
金などとセットにして、Uターン就業を働きかけ
てほしい。

％ ％

③

　町内企業との懇談会や企業訪問等の機会に町内
者雇用（日野高校生採用）を促進しました。
・日野高校が行う就業支援を目的としたキャリア
形成教育や地域との連携事業に補助を行い、郷土
愛の醸成と人材育成につながりました。
・ハローワークなど関係機関の求人情報な技能取
得の情報等を誰でも閲覧できるよう役場１階ロ
ビーに配架するなど情報提供に努めました。
・高齢者の雇用拡大につながるようシルバー人材
センターの運営に対し支援を行いました。

・町内企業との懇談会や企業訪問等の機会に町内
者雇用（日野高校生採用）を促進します。
・日野中学校や日野高校が行う職場体験事業を通
じて地元の企業の良さを感じてもらえる取組を支
援します。
・ハローワークの情報等を役場１階ロビーに配架
します。
・高齢者の雇用拡大につながるようシルバー人材
センターの運営に対し支援を行います。

●実施していること
・町内産業の雇用が確保できるよう日野高校の就
業支援の活動連携に取り組みました。
・シルバー人材センターの運営補助を行いまし
た。なお、企業の貴重な労働力としてシルバー人
材センターを通じて町内の多くの高齢者が活躍さ
れています。
●実施できていないこと
・町内企業に限定した就職フェアなどは開催でき
ていません。
●実施が困難なこと
・特にありません。

⑤

●基本目標、基本的方向を踏まえて
・製造業の企業では新規就労者の確保が年々厳し
くなっているため、町内産業の持続発展のために
も雇用確保を支援できる取組を検討していきま
す。
・町内の雇用拡大に向けては商工会のほか東近江
雇用対策協議会等の活用して情報発信に取り組み
ます。
●今後の課題
・製造業の企業における労働力の確保は全国的な
課題となっています。

目標値【R4】 26.5 ％

目標値【R7】 27.0 ％

目標値【R6】 27.0 ％

目標値【R5】 26.5 ％

施策 ②

4
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千円

施策 ②

目標値【R4】 2 件 4,500 千円

目標値【R7】 5 件

目標値【R6】 4 件 7,500 千円

目標値【R5】 3 件 6,000 千円

9,000

B

・②（施策の取り組み状況）において、事業継承について言
及がありません。R3はコロナ禍で大変な一年で、コロナ対策
を実施し、本取り組みを実質的に担ったと伺えますが、あわ
せて、大型店にはない商店の強みや魅力を磨く施策の工夫を
行って下さい。
・③（施策の今後の取り組み）において、「交流人口の創出
と賑わいのあるまちづくり」「ふるさと応援寄付制度」と観
光との連携について今後の取り組みがみえません。
・④、⑤（基本目標、基本的方向等を踏まえての取り組み状
況、今後の取り組み）においては、基本目標、基本的方向を
踏まえて内部検証を行ってください。「交流から移住・定住
に結びつく」情報発信は重要なので取り組んで下さい。やっ
ていないので困難さも判らないのだと推察します。「交流か
ら移住・定住に結びつく」のはどのようなパターンがあるの
か？具体的なイメージを役所と地域が共通のイメージを持
ち、その上で移住者の視点（移住希望者の視点）からの情報
発信・支援を検討して下さい。
・住宅リフォーム等促進事業、ふるさと応援寄付制度、商品
券等の施策が、町内経済にどの程度プラスの効果を生み出す
のか評価して下さい。
・３－１「商工業の活性化」の取組は、町外に流出している
町内需要を町内に向けさせる施策と、交流や寄付等によっ
て、町外購買力を町内に向けさせる施策とに分かれます。そ
の特性に合致した施策を検討して下さい。
・ふるさと納税の施策は、積極的になっていることが分か
る。これからも町独自のものをドンドン増やしてほしい。
・プレミアム付き商品券などは大変人気があった。これによ
る町内の人による町内消費や波及効果を測定したほうがよ
い。あわせて、町外の人が町内需要できる方策も検討してほ
しい。
・住宅リフォーム助成は、他市町と比べると金額規模が小さ
いため、規模を大きくすることで、さらに町内需要が増える
よう検討してほしい。
・住宅リフォーム助成等は、個人財産との兼ね合いもある
が、町民が住み続けられるための施策として、景観保全やコ
ミュニティ維持の観点等、工夫して町民を手厚く、さらに移
住者にも波及するような施策を検討してほしい。

件 件 千円 千円
95.6%

③

　コロナ禍で落ち込んだ小規模事業者の事業継続
と消費喚起のための支援を町単独で実施しまし
た。
・料理飲食店プレミアム付商品券発行事業
・営業時間短縮要請に係る協力支援金
・料理飲食、観光関連事業者減収緩和支援金
　住宅リフォーム助成制度の対象者を年度内転入
予定者まで広げる制度改正を行い、町への移住を
促進しました。
　ネット広告の活用などふるさと応援寄附の推進
に努め、地元商業者の活性化に取り組みました。

　アフターコロナを見据えた商工業者支援を念頭
に置き、町民の消費が小規模事業者に向く施策を
検討します（地域商品券の発行等）。また、商工
会や商業協同組合が実施する町内の個店への集客
が増える各種キャンペーン事業を補助金交付にて
支援します。
　商業・工業の両面に波及効果のある住宅リ
フォーム等促進事業の推進に引き続き取り組みま
す。
　事業承継を検討している事業者には支援機関を
通じたネット上での募集などを商工会とともに進
めます。

●実施していること
・住宅リフォーム助成を町外からの転入者も助成
対象としたことで、２件の転入者があった他にも
問い合わせも多く、今後の日野町への移住者増が
期待できます。
・商業を活性化させることで、定住の促進につな
がりました。
●実施できていないこと
・移住につながる情報発信の取組はできていませ
ん。
●実施が困難なこと
・特にありません。

⑤

●基本目標、基本的方向を踏まえて
・定住促進と転入者増のために、住宅リフォーム
助成等促進事業の助成額など制度の拡充を検討し
ます。
・ふるさと応援寄附のポータルサイトの拡充等に
より、関係人口の増加に取り組みます。

●今後の課題
・他課とも連携して、将来の移住につながる情報
発信に取り組む必要があります。

令和3年度
2 2

100.0%
3,000 2,867

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

コメント
基準値【R2】 0 件 1,489 千円

達成率 目標 実績 達成率

指標名
住宅リフォーム等促進事業による空
き家リフォーム助成件数

ふるさと応援寄附の返礼品額

取り組み状況 今後の取り組み 検証結果

1 具体的な取り組み商工業の活性化 担当部署 商工観光課

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

基本目標№ 3 基本目標 まちの魅力を活かし、交流を育み新しい人の流れをつくる 取り組みの方向 まちの魅力を活かした賑わいの創出

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

内容

・商工会と連携し、大型店にはない商店の強みや魅力を磨き、発信することで、商店や商店街に人が集まり町が活気づくような施策を実施します。
・商工会と連携し、第三者承継も含めた事業承継に取り組み、事業継続の支援をします。
・観光施設や地域イベント等への誘客を促進し、※交流人口の創出と賑わいのあるまちづくりを進めます。
・住宅リフォーム等促進事業の継続により、商工業の活性化を図ります。
・ふるさと応援寄附制度や観光との連携を通して、地元商業の活性化に取り組みます。

めざす姿 まちの「たから」を活かし、観光などで「人と人」の出会いの機会をつくり、日野の魅力を伝えることで交流から移住・定住に結び付く、魅力あるまちをめざします。

取り組みに関する
基本的方向

○地域資源を活かした観光や田舎体験等の交流を通じ、日野町に関心を持とうとする関係人口を増やし、住民との交流により、将来の移住につながるような情報発信や事業の拡充を図ります。
〇住民に日野町の良さを伝えることで、日野町に生まれてよかった、住んでよかったと思える地域となり、愛着を呼び起こし、その気持ちを育むことにより定住を促進します。
○移住希望者の視点に立ち、日野町での暮らしがイメージでき、移住を後押しできるような情報発信と支援の充実を図ります。
〇遊休地や空き地等が、移住と定住につながるよう利活用と情報発信を図ります。

取り組み№

4
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施策 ②

目標値【R4】 550,000 人

目標値【R7】 650,000 人

目標値【R6】 610,000 人

目標値【R5】 580,000 人

A

・町民の自立的なイベント応援は、今後も増える
と見込めますか？応援対象となる自主的なイベン
トが増えるでしょうか？増やすことへの支援や基
礎となる施策はないか検討して下さい。
・３－２「まちぐるみのおもてなし」の取組は、
「おもてなしの心で観光受け入れにかかわる人を
増やす」ものですが、「増やす取り組み」を具体
的に検討して下さい。
・観光受け入れ体制は、観光ガイドだけに限定さ
れません。観光受入体制の充実にあたっての現状
を②（施策の取り組み内容）に、今後の取組を③
（施策の今後の取り組み）に記述して下さい。
・⑤（基本目標・基本的方向等を踏まえての今後
の取り組み）の「今後の課題」でも「まちの魅力
を住民が認識されていないこともある」と指摘し
ているように「住民自身がまちの魅力を認識する
こと」も重要です。住民自身がまちの魅力を自覚
できてこそ、楽しみながらおもてなしの心で観光
受入にかかわれます。受入にかかわる人を増やす
施策とも大いに関わっていることを認識すると受
入体制の充実のための施策も変わると思います。
受入にかかわる人の裾野を広げてください。
・観光アプリ「ぐるりん日野ナビ」は、もっと
PRしてほしい。また、商工会などにも協力を呼
びかけてほしい。
・日野駅観光案内交流施設「なないろ」にて、
ホームページの情報やさらなるPR動画の放映な
どに取り組んでほしい。

人 人

③

　コロナ禍で観光者が激減する中、日野ひなまつ
り紀行などが住民主体の実行委員会で開催され、
多くの観光客をもてなすことができました。
　日野駅「なないろ」での日替わり店主によるカ
フェは町内外にも浸透し、多くの観光客のもてな
しスポットとして定着してきました。
　毎週土日曜日には日野駅観光案内所に「日野観
光ボランティアガイド」の方々が常駐し、観光客
を迎え入れています。

　町民が自主的に開催される、様々なまちづくり
イベントを応援し、町民の機運の醸成に努めま
す。
　観光アプリ「ぐるりん日野ナビ」を活用し、観
光地・商店の紹介、スタンプラリー事業、商店の
割引クーポンなどを継続的に実施することで新た
な観光誘客の獲得に努めます。

●実施していること
・住民主体イベントや農村体験事業は、まさに日
野の資源を活用したおもてなしを主体としたイベ
ントであり、交流人口の増加につながっていま
す。また郷土愛の醸成にも寄与しています。
●実施できていないこと
・観光による魅力発信は実施しているものの、そ
こから移住につながる仕組みづくりは出来ていま
せん。
●実施が困難なこと
・将来の移住につながる情報発信

⑤

●基本目標、基本的方向を踏まえて
・新たな顧客を増やせるよう、アプリ、ＳＮＳ等
を活用した観光誘客による人と人との出会いの機
会の創出に取り組みます。
・町の移住施策と連携した観光事業の実施に努め
ます。

●今後の課題
・まちの魅力を住民が認識されていないこともあ
るため、定住促進のためにも様々な形で日野の町
の魅力を発信していくことが必要です。

令和3年度
550,000 535,948

97.4%

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

コメント
基準値【R1】 623,900 人

達成率 目標 実績 達成率

指標名 観光入込客数（年間）過去３年平均

取り組み状況 今後の取り組み 検証結果

2 具体的な取り組みまちぐるみでのおもてなし 担当部署 商工観光課

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

基本目標№ 3 基本目標 まちの魅力を活かし、交流を育み新しい人の流れをつくる 取り組みの方向 まちの魅力を活かした賑わいの創出

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

内容
・まちなか等の町民の自主的なイベントを応援するとともに、町民自らがまちのたからに誇りを持ち、その魅力を楽しみながら、おもてなしの心で観光受入に関わる人を増やします。
・商業面と連携した誘客確保や観光協会等と連携した観光ガイド等観光受入体制の充実を図ります。

めざす姿 まちの「たから」を活かし、観光などで「人と人」の出会いの機会をつくり、日野の魅力を伝えることで交流から移住・定住に結び付く、魅力あるまちをめざします。

取り組みに関する
基本的方向

○地域資源を活かした観光や田舎体験等の交流を通じ、日野町に関心を持とうとする関係人口を増やし、住民との交流により、将来の移住につながるような情報発信や事業の拡充を図ります。
〇住民に日野町の良さを伝えることで、日野町に生まれてよかった、住んでよかったと思える地域となり、愛着を呼び起こし、その気持ちを育むことにより定住を促進します。
○移住希望者の視点に立ち、日野町での暮らしがイメージでき、移住を後押しできるような情報発信と支援の充実を図ります。
〇遊休地や空き地等が、移住と定住につながるよう利活用と情報発信を図ります。

取り組み№

5
0



日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　施　　策　　検　　証　　シ　　ー　　ト

施策 ②

目標値【R4】 1,000 人

目標値【R7】 4,000 人

目標値【R6】 3,000 人

目標値【R5】 2,000 人

C

・コロナ禍が収束していないので、農泊の受入が
できず、KPIは達成できませんでしたが、これは
いたしかたないことだと考えます。
・内部検証は、農泊を中心にすえたKPI、事業構
想になっているようにうかがえます。コロナ以前
の農泊の成功は特筆すべき実績ですが、今後は、
農泊以外の体験型観光の開発に尽力して下さい。
現在の日帰りの再開などの経験から新たなコンテ
ンツ開発につなげてください。
・④、⑤（基本目標、基本的方向等を踏まえての
取り組み状況、今後の取り組み）は基本目標、基
本的方向を踏まえて、３－３「地域資源を活かし
た体験型観光の推進」の取組を検証してくださ
い。受入家庭の高齢化等によって受け入れ家庭の
確保が困難になっているとのことですが、住民に
日野の良さを伝えるなどによって受入家庭を増や
す施策を検討し、実施して下さい。
・コロナ禍でリアルな受入が困難であるからこ
そ、交流から移住につながる情報発信を工夫して
下さい。移住希望者の視点に立った移住を後押し
する情報発信を行ってください。
・日野町には農業体験だけでなく、さまざまな歴
史があり、特に近江日野商人の教えなど、もっと
PRして人を呼び込んでほしい。
・近江日野商人館など、町内の人でも知らない人
や行ったことがない人もいるため、町内の人も
ターゲットにPRしてほしい。
・近江日野商人の教えは、企業訪問でも研修に取
り入れるようPRしてほしい。

人 人

③

・新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受け
た令和３年の観光客は約46.5万人で、コロナ前
の令和元年（約74.5万人）と比較し、28万人
（約38％）の大幅減となりましたが、感染症が
比較的安全とされる屋外事業（町歩き、自然散
策）を中心とした観光誘客活動に取り組みまし
た。
・町が今まで取り組んできた農村体験事業につい
ても受入中止を余儀なくされましたが、コロナ後
の再開を見据えた受入家庭との結びつきや情報発
信に取り組みました。

　町の資源（歴史、自然、文化等）を活用した観
光誘客を観光協会等の関係機関と連携して推進し
ていきます。また、観光アプリ「ぐるりん日野ナ
ビ」を活用した観光地・商店の紹介、スタンプラ
リー事業、商店の割引クーポンなどの実施によ
り、商業面からの展開による新たな観光誘客に努
めます。
　体験型観光は、まずは感染可能性の低い日帰り
の受入れ再開からスタートし、安全な受入体制を
構築するなかで段階的な事業再開を目指します。

●実施していること
・「人と人との出会い創出」のため、感染症が比
較的安全とされる屋外を中心としたイベントなど
による観光誘客活動に取り組みました。
・体験型観光の再開に向け、受入家庭への研修や
モチベーション維持につながる活動を実施しまし
た。
●実施できていないこと
・交流型観光の実施が困難であったため、移住に
つながる事業は出来ていません。
●実施が困難なこと
・体験事業の再開は感染症の状況や国等の動向の
影響が大きくなります。

⑤

●基本目標、基本的方向を踏まえて
・新型コロナウイルス感染症の動向を注視しなが
ら、将来的な移住につながる情報発信と歴史・自
然などの地域資源を活用した交流型観光の推進を
図ります。
　また、町民が地元に愛着を持てるよう町の魅力
発信に努め、定住化を推進します。

●今後の課題
・農村体験事業の受入家庭の高齢化等により、受
入家庭数を確保していくことが困難になっていま
す。

令和3年度
300 0

0.0%

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

コメント
基準値【R1】 3,563 人

達成率 目標 実績 達成率

指標名 農泊受入人数

取り組み状況 今後の取り組み 検証結果

3 具体的な取り組み地域資源を活かした体験型観光の推進 担当部署 商工観光課

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

基本目標№ 3 基本目標 まちの魅力を活かし、交流を育み新しい人の流れをつくる 取り組みの方向 まちの魅力を活かした賑わいの創出

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

内容
・近江日野商人、自然、歴史文化、町並み等の地域資源を活用した取り組みへの観光誘客を促進します。また、地元商店等と連携した観光の取り組みの促進により、関係人口の増加を図ります。
・体験型観光については、日野の魅力を生かした体験を推進し、更なる誘致を進めます。また、都市農村交流の意義等を住民に理解してもらえるよう、情報発信に積極的に取り組みます。

めざす姿 まちの「たから」を活かし、観光などで「人と人」の出会いの機会をつくり、日野の魅力を伝えることで交流から移住・定住に結び付く、魅力あるまちをめざします。

取り組みに関する
基本的方向

○地域資源を活かした観光や田舎体験等の交流を通じ、日野町に関心を持とうとする関係人口を増やし、住民との交流により、将来の移住につながるような情報発信や事業の拡充を図ります。
〇住民に日野町の良さを伝えることで、日野町に生まれてよかった、住んでよかったと思える地域となり、愛着を呼び起こし、その気持ちを育むことにより定住を促進します。
○移住希望者の視点に立ち、日野町での暮らしがイメージでき、移住を後押しできるような情報発信と支援の充実を図ります。
〇遊休地や空き地等が、移住と定住につながるよう利活用と情報発信を図ります。

取り組み№

5
1



日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　施　　策　　検　　証　　シ　　ー　　ト

施策 ②

目標値【R4】 13.0 回/人

目標値【R7】 14.0 回/人

目標値【R6】 13.7 回/人

目標値【R5】 13.3 回/人

A

・３－４「地域の移動手段の充実」の取組は、全
国の自治体共通の悩みの一つです。実態調査（潜
在需要の調査）に基づいて、交通インフラの整備
をすすめてください。
・３－４「地域の移動手段の充実」の取組が、最
も必要としている対象グループを特定するなど、
必要度の高さによるグループ分け、その需要への
最も適切な対応手段を対応させるなど、工夫をし
て下さい。
・日野町では、「おたすけカゴヤ」など住民主体
の先駆的取組も広がっていることを高く評価しま
す。このような住民主体の取組は、住民の公共交
通を守ろうとする意識の高揚にもつながると思わ
れます。３－４「地域の移動手段の充実」の取組
内容が、住民ニーズに行政が対応する姿勢で「構
築します」と書いていますが、住民と協力しなが
らといった形で、住民を公共交通の受け身の利用
者としてのみ扱わず、費用負担も含めた共助の中
で問題解決に取り組むことも留意して下さい。
・利用を通じた助け合いになる面も考えましょ
う。通学、通勤、生活、観光利用と性格の違う公
共交通需要をどのように掘り起こし利用を結集す
るのか工夫が必要です。
・交流から移住につながることを考え、交流を促
すうえで公共交通の果たせる役割を検討して下さ
い。
・移住の観点のみならず、職場での採用募集時、
まず公共交通のことを聞かれるため、充実を図っ
てほしい。
・「わたむき自動車プロジェクト」の取組の見え
る化を図ってほしい。
・子どもの車送迎があたり前になっている一方、
負担も大きい。子育て世帯が公共交通をうまく活
用できると、子どもが社会のマナーを知る機会に
もつながり、良いことだと思う。
・公共交通の活性化により、働き方や生活がどう
変わるのか、波及効果が見えるとよい。

回/人 回/人

③

令和３年度は、公共交通活性化「わたむき自動車
プロジェクト」をスタートし、工業団地での通勤
実証実験、通学時のバス運行の試行、住民アン
ケート等の調査・研究、公共交通の検討の基礎と
なる人流ビッグデータの収集・分析、町内周遊ア
プリの開発等に取り組みました。得られた知見と
成果をもとに、具体的な設計を行い、社会実装に
近いかたちの実証実験へとシフトしていくことが
必要となっています。住民主体の移動支援「おた
すけカゴヤについては、東桜谷地域では、６集落
に取り組みが広がり、日野地区小井口でも取り組
みが進んでいます。

令和３年度の取り組みの成果やＡｇｏｏｐの人流
データをもとに、路線化に向けた工業団地での通
勤実証実験に取り組みます。また、町内の事業所
と連携し、マイカー通勤を行わない「カーフリー
デー」や、住民の生活移動等のニーズに対応した
オンデマンド交通の実証実験に取り組みます。通
学時のバス運行の試行等について、昨年度の結果
をふまえて、持続可能なかたちで実証実験を行い
ます。公共交通の活性化と連動したまちなかでの
にぎわいづくり・町内周遊の取り組みを進めま
す。

●実施していること
・移動実態を把握するため、人流ビッグデータの
分析やアンケート調査により、地域の住民ニーズ
を把握しています。実証実験を行い、その結果を
振り返り、どのような成果と課題があったかにつ
いて検討を行っています。
●実施できていないこと
・土日は、町営バス等の運行便数等が少なく、観
光等の来訪者や町民の休日の移動ニーズに対応で
きていません。
●実施が困難なこと
・公共交通の活性化のためには、マイカー利用が
前提という意識をかえていくことが必要となって
います。移動の選択肢を増やすとともに、モビリ
ティマネジメントの取り組みを進め、地域の公共
交通への理解を高めていくことが必要となってい
ます。

⑤

●基本目標、基本的方向を踏まえて
・住民の生活や観光などのさまざまなニーズをよ
り詳細に把握し、そのニーズをもとに、より効果
的、また、効率的な公共交通の在り方を検討し、
日野町にあったかたちで、導入していきます。
●今後の課題
・実証実験を積み重ねながら、ニーズに見合った
交通モードについて検討を積み重ね、町全体の公
共交通の再編に取り組んでいきます。

令和3年度
12.8 11.4

89.1%

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

コメント
基準値【R1】 12.8 回/人

達成率 目標 実績 達成率

指標名
町内の公共交通機関の住民1人あた
りの年間利用回数

取り組み状況 今後の取り組み 検証結果

4 具体的な取り組み地域の移動手段の充実 担当部署 企画振興課

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

基本目標№ 3 基本目標 まちの魅力を活かし、交流を育み新しい人の流れをつくる 取り組みの方向 居心地のいい都市基盤の整備

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

内容
・潜在的な公共交通の需要を掘り起こすため、調査・意見交換など実態の把握を進めます。
・路線バス・町営バス・デマンドタクシーなどの交通インフラの整備をめざし、だれもが社会生活を快適に送れるよう持続可能な公共交通の仕組みを構築します。

めざす姿 まちの「たから」を活かし、観光などで「人と人」の出会いの機会をつくり、日野の魅力を伝えることで交流から移住・定住に結び付く、魅力あるまちをめざします。

取り組みに関する
基本的方向

○地域資源を活かした観光や田舎体験等の交流を通じ、日野町に関心を持とうとする関係人口を増やし、住民との交流により、将来の移住につながるような情報発信や事業の拡充を図ります。
〇住民に日野町の良さを伝えることで、日野町に生まれてよかった、住んでよかったと思える地域となり、愛着を呼び起こし、その気持ちを育むことにより定住を促進します。
○移住希望者の視点に立ち、日野町での暮らしがイメージでき、移住を後押しできるような情報発信と支援の充実を図ります。
〇遊休地や空き地等が、移住と定住につながるよう利活用と情報発信を図ります。

取り組み№

5
2



日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　施　　策　　検　　証　　シ　　ー　　ト
基本目標№ 3 基本目標 まちの魅力を活かし、交流を育み新しい人の流れをつくる 取り組みの方向 居心地のいい都市基盤の整備

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

内容
・地域の特色ある取り組み等を通じて、子どもたちにまちへの誇りと愛着を持たせ、転出しても継続的に地域と関わることができるつながりづくりを創出します。
・ＵＩＪターン受け入れの充実が図れるよう、町民への理解を働きかけます。
・日野町空家等対策計画に基づき、適切な対応に努めるとともに、空き家の利活用の補助制度に取り組みます。

めざす姿 まちの「たから」を活かし、観光などで「人と人」の出会いの機会をつくり、日野の魅力を伝えることで交流から移住・定住に結び付く、魅力あるまちをめざします。

取り組みに関する
基本的方向

○地域資源を活かした観光や田舎体験等の交流を通じ、日野町に関心を持とうとする関係人口を増やし、住民との交流により、将来の移住につながるような情報発信や事業の拡充を図ります。
〇住民に日野町の良さを伝えることで、日野町に生まれてよかった、住んでよかったと思える地域となり、愛着を呼び起こし、その気持ちを育むことにより定住を促進します。
○移住希望者の視点に立ち、日野町での暮らしがイメージでき、移住を後押しできるような情報発信と支援の充実を図ります。
〇遊休地や空き地等が、移住と定住につながるよう利活用と情報発信を図ります。

取り組み№ 5 具体的な取り組みＵＩＪターン受入の充実 担当部署 企画振興課

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

コメント
基準値【R1】 22 件 142 人

達成率 目標 実績 達成率

指標名 定住に関する相談件数
空き家・空き地情報登録制度での移
住定住者数（累計）

取り組み状況 今後の取り組み 検証結果

令和3年度
23 27

100.0%
170 188

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

A

・定住相談件数、移住定住者数ともに順調に増加
していることを高く評価します。
・３－５「ＵＩＪターン受入の充実」の取組の１
つ目は、日野町内向けの取組のことであり、日常
的に行われていることですから、特段記述がない
のかもしれませんが、特徴的な事例を挙げて内部
検証を行って下さい。
・３－５「ＵＩＪターン受入の充実」の取組は、
町内向けの取組と町外向け（移住希望者向け）取
組に分けられると考えられますが、内部検証では
町外向けの取組について行われています。基本的
方向の２つ目の事項は町内向け、３－５「ＵＩＪ
ターン受入の充実」の取組内容の一つ目が町内向
けの取組です。町内向け取組についても内部検証
を行って下さい。
・全般的には、UIJターン受け入れに必要な取組
がなされていると評価します。移住定住者を受け
入れる地域の側への取組もなされているかと思い
ますので、内部検証でも位置づけを行って下さ
い。
・町内の数多くの企業が、外国人やアウトソーシ
ングに頼っているなか、事業を続けるためにも、
地元企業にスポットを当て、手を取り合って（労
働者）人口を増やしてほしい。
・日野町への移住者のなかでも、特徴的な事例を
紹介できるよう工夫してほしい。

件 件 人 人
100.0%

③

・日野町への移住・定住を希望される方へ地域特
性や行事、自治会活動の紹介等まちの魅力を伝え
るとともに、移住・定住に必要な情報である子育
て情報、求人情報等を活用し、相談に応じまし
た。
・オンラインによる移住希望者からの相談に応
じ、移住専用ホームページ等を活用してまちの魅
力を伝えました。
・空き家等の所有者に向け、固定資産税課税通知
にチラシを同封する等、制度の周知を図るととも
に、空き家登録意向調査を実施し、空き家等の流
通促進を図りました。
・住民に向け、広報紙やチラシ等で制度の周知を
図るとともに、移住前に自治会役員との顔合わせ
の場を設定し、移住者の自治会活動への理解や地
域住民が移住者を迎えやすい体制づくりを図りま
した。

・出前講座や行政懇談会、自治会との懇談の機会
に、空き家情報登録制度を通じて、移住者を受け
入れることへの理解を促すとともに、自分たちが
暮らす地域の魅力を考え直す機会となるよう働き
かけます。
・空き家利用希望者数に対して、空き家登録物件
数が不足している状況が続いていることから、空
き家物件登録数の増加に向け、さらに地域との協
力体制を構築するほか、空き家物件を手放す際の
課題を解決できるような取組を進めていきます。

●実施していること
・日野町への移住・定住を希望される方が、暮らしの
情報や空き家・空き地の情報をわかりやすく閲覧でき
るよう、ホームページ等の情報発信について改善した
ほか、移住者向けのパンフレットや移住者の体験談を
紹介し、日野町での暮らしをイメージしやすくなるよ
う工夫しました。
●実施できていないこと
・移住に関する問題把握や移住者同士のつながりをつ
くるために実施していた移住者との懇談会が、コロナ
禍により、開催できませんでした。
●実施が困難なこと
・日野町での暮らしを具体的にイメージできるように
するためには、移住の総合相談窓口のほか、移住体験
できる仕組み、移住後のアフターフォローなど一体的
な体制づくりが必要であると考えますが、人的、財政
的な課題から、体制の確立ができていません。

⑤

●基本目標、基本的方向を踏まえて
・まちの「たから」を生かした人と人の交流や子育て
支援の充実を積極的にPRするとともに、日野町での
暮らしがイメージしやすくなるよう関係課と連携し、
さまざまな機会を通じて情報発信していきます。
●今後の課題
・地域の行事、イベントや四季折々の風景など、まち
の魅力を発信することで、移住希望者にまちの魅力を
伝えるとともに、受け入れ地域が改めてまちの誇りを
感じられるよう、相互に地域への愛着が増していくよ
うな働きかけを進めていくことが必要です。
・地域の行事やイベントの情報発信や移住者のネット
ワーク等から、地域住民とつながり、日野に住みたい
と思うような取組をすすめるとともに、実際に日野町
での暮らしが体験できるお試し住宅等の取組を行う体
制づくりが必要です。

目標値【R4】 27 件 185 人

目標値【R7】 27 件

目標値【R6】 27 件 215 人

目標値【R5】 27 件 200 人

230 人

施策 ②
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日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　施　　策　　検　　証　　シ　　ー　　ト
基本目標№ 3 基本目標 まちの魅力を活かし、交流を育み新しい人の流れをつくる 取り組みの方向 居心地のいい都市基盤の整備

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

内容
・町の様々な取り組みやイベント、おすすめスポット等、町民自らがこの町の良さを知り、発信できるための情報を共有する仕組みづくりに取り組みます。
・収集した情報を、住民や企業と行政が連携し、ＳＮＳを活用したタイムリーな発信ができるよう仕組みづくりに取り組みます。

めざす姿 まちの「たから」を活かし、観光などで「人と人」の出会いの機会をつくり、日野の魅力を伝えることで交流から移住・定住に結び付く、魅力あるまちをめざします。

取り組みに関する
基本的方向

○地域資源を活かした観光や田舎体験等の交流を通じ、日野町に関心を持とうとする関係人口を増やし、住民との交流により、将来の移住につながるような情報発信や事業の拡充を図ります。
〇住民に日野町の良さを伝えることで、日野町に生まれてよかった、住んでよかったと思える地域となり、愛着を呼び起こし、その気持ちを育むことにより定住を促進します。
○移住希望者の視点に立ち、日野町での暮らしがイメージでき、移住を後押しできるような情報発信と支援の充実を図ります。
〇遊休地や空き地等が、移住と定住につながるよう利活用と情報発信を図ります。

取り組み№ 6 具体的な取り組み地域の活力につながる情報の収集とタイムリーな発信 担当部署 企画振興課

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

コメント
基準値【R2】 3,157 人 3,065,615 アクセス

達成率 目標 実績 達成率

指標名 「日野め～る」の登録者数 町ホームページアクセス数

取り組み状況 今後の取り組み 検証結果

令和3年度
3,200 3,954

100.0%
3,100,000 4,232,402

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

A

・３－６「地域の活力につながる情報の収集とタ
イムリーな発信」の取組は、役場としては仕組み
づくりであり、情報の収集・発信を住民が行うこ
とによって、地域の活力につなげようとする取組
だと思います。現在は、仕組みづくりに力点があ
るのだと推察しますが、町民自らが良さを知り発
信するためのもう一工夫が必要だと考えます。
・発信するグループを、毎年講習会を開いて組織
化するなど検討して下さい。公民館の学習教室を
つくるのも一つの方策です。
・③（施策の今後の取り組み）、⑤（基本目標・
基本的方向等を踏まえた今後の取り組み）で言及
しているデジタル地域コミュニティ通貨の取組
は、３－１「商工業の活性化」とも連携させるこ
とも可能です。
・町ホームページは、コロナ禍において、企業で
もよく見るようになり、ワクチンメーターなど見
やすくなっているが、古いままのところもあり、
さらに見やすくなるよう充実してほしい。
・スマホで何もかもする時代であり、タイムリー
な発信ができるよう進めてほしい。
・デジタル地域コミュニティ通貨「ビワコ」は、
事業所内でも話題になっており、PRを図ってほ
しい。

人 人 アクセス アクセス
100.0%

③

・今年度は、インターネット上の情報を暗号化し
第三者からの悪用を防ぐことを目的にSSL化（簡
易バージョン）対応を行いました。来年度は、
ホームページリニューアルに合わせて常時SSL化
にします。
・「コンテンツ制作ルール」を策定しました。
・ホームページを利用される方が目的を達成でき
るコンテンツとなるよう、ホームページ運営委員
会にてコンテンツの中身の見直しを行いました。
・コロナ禍でも気軽に健康づくりや子育てについ
て学べるよう、自宅でできる健康体操や子育て講
座等の動画配信を行いました。

・ホームページを閲覧する端末の種類に問わず、
また高齢者や外国人の方など誰しもが使いやすい
サイトとなるようリニューアルを行います。
・滋賀県で導入を検討されているデジタルプラッ
トフォームを効果的に活用できるよう検討を進め
ます。
・滋賀県で導入を検討されているデジタル地域コ
ミュニティ通貨を効果的に活用できるよう検討を
進めます。

●実施していること
・関係人口や移住定住を促進するため、オーディ
オドラマの配信やオンライン移住相談を実施しま
した。
・総務省により新たに創設された「地域おこし協
力隊インターン」制度を活用し、3名の方が地域
おこし協力隊として活動されています。
●実施できていないこと
・SNSやアプリ、デジタルプラットフォームの活
用について検討を進めているところです。
●実施が困難なこと
・地域おこし協力隊の隊員が任期終了後も継続し
て日野町に住み続けられるような仕組みづくりが
必要です。

⑤

●基本目標、基本的方向を踏まえて
・デジタルプラットフォームを活用し、地域活性
化に関するプロジェクトやイベント情報等を発信
し、かつ参加された方と双方向のコミュニケー
ションを深め、関係人口・移住定住につながるよ
うな取り組みを進めます。
・デジタル地域コミュニティ通貨を媒体に、日野
町を訪れる、巡る人を増加させ、かつ町内外の方
が楽しみながらつながりを深めることで、新たな
創発と自律的な地域の活性化をめざします。
●今後の課題
・日野町に訪れた人が、町内を巡る仕掛けづくり
が必要です。

目標値【R4】 3,970 人 4,250,000 アクセス

目標値【R7】 4,000 人

目標値【R6】 3,990 人 4,350,000 アクセス

目標値【R5】 3,980 人 4,300,000 アクセス

4,400,000 アクセス

施策 ②

5
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日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　施　　策　　検　　証　　シ　　ー　　ト

人

施策 ②

目標値【R4】 21 自治会 87,348 人

目標値【R7】 24 自治会

目標値【R6】 23 自治会 87,783 人

目標値【R5】 22 自治会 87,565 人

88,000

A

・「ひの若者会議」の開催をするなど、次代を担う人
材の発掘が取り組まれていることを高く評価します。
・まちづくり計画の策定を支援するとともに、その
フォローアップを行ったり、「まちづくり計画」策定
自治会の交流の場をつくり、相互に課題の共有やグッ
ドプラクティスの共有を行うことで、自治会の力量が
高まると思います。その交流会に、計画策定を考えて
いる自治会にも参加してもらうとまちづくり計画が加
速するのではないでしょうか。
・内部検証がKPIの指標に引きずられているように見
受けられます。具体的取組内容はもっと多岐にわたる
のではないかと推察します。
・行政懇談会等の開き方を工夫して下さい。住民アン
ケート等をとるときでも一世帯１枚ではなく、世帯人
数分を回答してもらうなど、男女を問わず意思表明で
きる場、話し合う場を地域につくることが必要です。
・住民アンケートを世帯全員に回答してもらうと、こ
れまで世帯主が出していた意見等ではなく、これまで
出てこなかった内容の意見等が出てくるため、行政懇
談会等での意見聴取も工夫してほしい。
・若者会議では、20歳代～40歳代と年齢幅があり、
また、人それぞれのスピードがあるため、発言しにく
い部分があり、現実離れした話しをしていると感じて
いる人もいる。若者会議での横のつながりも大切であ
るが、一方、若者会議のような機会がなかった人など
の参画を考えることがすそ野を広げることにつなが
る。
・子ども食堂に興味がある日野高生が寺子屋食堂の事
業に参加してくれているが、町内の子どもではなく、
町内の子どもにも興味を持って活動していけるような
取組が必要であり、その先に若者会議のような取組へ
の参加にもつながるのではないか。
・ファミサポで関わる若い世代の母親も意見を持って
いる人は多いが、それを出し合う場に一歩踏み込んで
参加する人は少なく、そのような人が行きやすい場づ
くりが大切であると感じる。

自治会 自治会 人 人
67.0%

③

・各地区公民館では、実行委員体制を作り地域の人材
による運営をしていますが、年々実行委員の引き受け
手がいない状況となってきています。行事のためのス
タッフとなるだけでなく、地域の困りごとを解決する
ため、住民一人ひとりが社会活動や生活のなかで培っ
てきた豊かな経験や知識を活動に活かせる工夫が必要
です。
・地域住民による主体的なまちづくりを推進するた
め、地域の課題や解決策をまとめたまちづくり計画の
策定を支援しました。また、令和３年度は、一般コ
ミュニティ助成事業の申請に伴い、３団体の申請を支
援し、すべての団体が採択を受けました。
・これからの地域を担う若い世代を含んだ多様な世代
に対し、自分の住んでいる地域に関心を持ち、新たな
切り口からまちづくりに参画できるよう「ひの若者会
議（仮）」を開催しました。

・各地区公民館の実行委員は、行事のためのスタッフ
となるだけでなく、地域の困りごとを解決するため、
住民一人ひとりが社会活動や生活のなかで培ってきた
豊かな経験や知識を活動に活かせるようにしていきま
す。また、各種行事の中でも、単に人集めの行事をこ
なすだけでなく、地域の課題解決を行事の機会を生か
して図っていくよう取り組みを進めます。
・町民自らが地域の課題を把握・整理し、より住みよ
い地域づくりを進めるために、まちづくり計画の策定
支援を進めるとともに、策定した自治会等がまちづく
り計画に沿って進めた取組を評価する仕組みをつく
り、更なる地域課題を解決しようとする機運の醸成を
図ります。
・これからの地域を担う若い世代を含んだ多様な世代
に対し、自分の住んでいる地域に関心を持ち、新たな
切り口からまちづくりに参画できるよう「ひの若者会
議（仮）」を開催し、今後のまちづくりに関わる層を
広げます。

●実施していること
・まちへの愛着や誇りを感じ、地域の課題解決につなげられ
るよう、地域資源を活かした取り組みをしています。
・各地区行政懇談会や自治会等で、人口シミュレーションの
協議資料を作成し、持続可能な地域づくりのため「年１％の
UIJターン受け入れの取り組み」を提案し、各地域で話し
合っていただくよう啓発しました。
●実施できていないこと
・次代を担う人材づくりのため、住民それぞれの豊かな経験
や知識を活かしてもらう機会づくりができていません。
・自ら学びあい、主体的で活発な自治活動につながる仕組み
づくりができていません。
・行政懇談会、出前講座等での話し合いでは、参加者の年齢
層等に偏りがあるため、今後の住民自治を担う世代も含め、
地域に暮らすみなさんの意見が活かせる地域づくりが、重要
であると考えますが、多様な世代にアプローチした進取のま
ちづくりにかかる事業展開ができていません。
●実施が困難なこと
・従来どおりの地域活動の中では、役の担い手が不足してい
る状況です。

⑤

●基本目標、基本的方向を踏まえて
・次代を担う人材づくりのため、住民それぞれの豊か
な経験や知識を活かしてもらう機会を創出します。
・自ら学びあい、主体的で活発な自治活動につながる
仕組みを作っていきます。
・顔の見えるつながりを活かし、「困りごとを出し合
い、支えあう」など、地域のコミュニティ活動を支援
し、子育て・介護・防犯・防災・環境保全などの取り
組みから、安心・安全な地域づくりを推進します。
●今後の課題
・町民自らが地域の困りごとを発見し、性別や年齢等
に関係なく、多様な方が意見を出せ、自分たちの地域
を自分たちで暮らしやすくするという意識を醸成する
ことが必要です。
・これまでの地域づくりの形にとらわれず、課題の解
決に向けた新しい取り組みや人との交流・連携を含め
て、コミュニティ活動につなげていく必要がありま
す。

令和3年度
20 21

100.0%
87,130 58,335

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

コメント
基準値【R1】 16 自治会 86,695 人

達成率 目標 実績 達成率

指標名
まちづくり計画の策定自治会数
（累計）

公民館利用者数

取り組み状況 今後の取り組み 検証結果

1 具体的な取り組み次代を担う人材の発掘 担当部署 生涯学習課

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

基本目標№ 4 基本目標 くらしやすい地域を育み、安心して住み続けられるまちをつくる 取り組みの方向 住民が主人公の地域形成

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

企画振興課

内容
・まちへの愛着や誇りを感じ、地域の困りごとを解決するため、住民一人ひとりが社会活動や生活のなかで培ってきた豊かな経験や知識を活かし、共に知恵を出し合い、共に汗をかく人づくりを推進します。
・ボランティア活動の楽しさ、やりがいを感じてもらう機会を増やすため、小・中・高等学校や大学と連携し、ボランティア事業、地域づくり事業の開拓と、人材の発掘と育成に努めます。

めざす姿
家庭のきずなはもとより、地域の人と人のつながり（きずな）を育み、顔の見える関係のもと、住民が自らくらしやすい地域をつくり、そのもとで安全で安心して住み続けられるまちをめざします。また、住民の活発な自治活動を持続発展させ、地域課題について、住民が自ら発見し、学び、取り組んでいく
まちをめざします。

取り組みに関する
基本的方向

〇まちへの愛着や誇りを感じ、地域の課題解決のため、住民それぞれの豊かな経験や知識を活かしながら、次代を担う人材づくりを進めます。
〇自ら学びあい、主体的で活発な自治活動につながる、人と人がつながる仕組みづくりを進めます。
〇すべての世代が望ましい食習慣を実践するとともに、地産地消を意識した取り組みを進め、地域の食文化や伝統を学ぶための食育を推進します。
〇だれもが、健康でいきいきと暮らせるように、生涯にわたり継続した心身の健康づくりを支援します。
○顔の見えるつながりの中で、「困りごとを出し合い、支えあう」など、地域のコミュニティ活動を支援します。
○自治活動を基盤に、地域福祉活動の推進、子育て・介護・防犯・防災・環境保全などの取り組みにより、安心・安全なまちづくりを推進します。

取り組み№

5
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施策 ②

目標値【R4】 2 回

目標値【R7】 5 回

目標値【R6】 4 回

目標値【R5】 3 回

A

・４－２「市民活動（団体）の活躍のための仕組
みづくり」は、多様な担い手による主体的なまち
づくりを行うものですが、内部検証では、７地区
ごとに公民館を中心に「提案型活動事業」を推進
するようにみえました。公民館が中心となった取
組も大変すばらしい取組ですが、公民館以外の起
点となる取組も促すように工夫をして下さい。
・４－２「市民活動（団体）の活躍のための仕組
みづくり」は、４－１「次代を担う人材の発掘」
とも密接に関連しています。次代の担い手の発掘
と市民活動団体の活躍を促す取り組みとうまく連
動して事業効果を高めて下さい。
・自治会や町内会で拾い上げられない、個人や少
数グループで活動する人への支援や火付け役が必
要である。

回 回

③

・令和3年度から「提案型活動事業」を各公民館
が中心となり取り組みました。公民館を利用する
各種団体、個人が実行委員会を組織し、地域課題
解決のための事業を東桜谷、西桜谷の2地区が実
施しました。
・子育て環境がよりよくなるよう孤立しがちな人
や家庭をつなぐこと、町内で活動されている団体
同士をつなぐことを目的に（一社）こそだてが
めっちゃたのしくなる会、NPO法人スープル、
少年センター、社協、子ども支援課の共創による
「日野町子育て応援フードドライブ＋α」が実施
され、51世帯（137人）に食品や日用品、学用
品を届けることができました。

・「提案型活動事業」を7地区とも取り組めるよ
う、推進していきます。
・地域で活躍している団体等の取組について、積
極的に情報収集し、情報発信することで、更なる
コミュニティの活性化を図ります。
・地域で活躍している人同士が、地域課題を共有
し、分野の垣根を越え、話し合える機会を設け、
地域の課題解決に向けた、協働のプロジェクトの
創出等を目指します。

●実施していること
・東桜谷では「おうけいふぇす実行員会」を立ち上
げ、「らくがきふぇす」や「タイムカプセル事業」な
どに取り組みました。西桜谷では「コミュニティの輪
『一服堂（ど～お）』」を立ち上げ、コロナ禍でも地
域を元気付けるため「和太鼓生演奏」や「まるやま寄
席」を実施しました。
・新型コロナウイルス感染症の拡大により、地域の行
事が自粛・縮小されるなか、自治会等や任意団体が、
新型コロナウイルス感染症の予防対策を図りつつ、多
世代交流事業を実施することに対する補助事業を行
い、17団体が活用されました。
●実施できていないこと
・７地区のうち、5地区が事業に取り組めていませ
ん。
・第６次日野町総合計画策定時に開催した「各種団体
まちづくり懇談会」のような団体同士の交流ができる
仕組みづくりが進められていません。
●実施が困難なこと
・特にありません。

⑤

●基本目標、基本的方向を踏まえて
・地区それぞれの団体や地域の特性を生かしなが
ら、地域課題解決に向けた取り組みを進めます。
・少子高齢化、人口減少が進むなか、誰もがまち
づくりの主体となれるよう、各種団体やNPO
等、地域のさまざまな活動を支援し、協働のしく
みづくりを進めます。
●今後の課題
・企業·事業所等多様な担い手を巻き込んだ取り
組みにはなっていないことか課題です。

令和3年度
1 2

100.0%

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

コメント
基準値【R2】 0 回

達成率 目標 実績 達成率

指標名
団体同士の交流の機会の創出（累
計）

取り組み状況 今後の取り組み 検証結果

2 具体的な取り組み市民活動（団体）の活躍のための仕組みづくり 担当部署 生涯学習課

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

基本目標№ 4 基本目標 くらしやすい地域を育み、安心して住み続けられるまちをつくる 取り組みの方向 住民が主人公の地域形成

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

企画振興課

内容 ・住民団体やボランティア、企業·事業所等多様な担い手による主体的なまちづくりを推進するため、団体同士の交流ができる仕組みを作り、地域の課題解決に向けた、協働のプロジェクトの創出等に取り組みます。

めざす姿
家庭のきずなはもとより、地域の人と人のつながり（きずな）を育み、顔の見える関係のもと、住民が自らくらしやすい地域をつくり、そのもとで安全で安心して住み続けられるまちをめざします。また、住民の活発な自治活動を持続発展させ、地域課題について、住民が自ら発見し、学び、取り組んでいく
まちをめざします。

取り組みに関する
基本的方向

〇まちへの愛着や誇りを感じ、地域の課題解決のため、住民それぞれの豊かな経験や知識を活かしながら、次代を担う人材づくりを進めます。
〇自ら学びあい、主体的で活発な自治活動につながる、人と人がつながる仕組みづくりを進めます。
〇すべての世代が望ましい食習慣を実践するとともに、地産地消を意識した取り組みを進め、地域の食文化や伝統を学ぶための食育を推進します。
〇だれもが、健康でいきいきと暮らせるように、生涯にわたり継続した心身の健康づくりを支援します。
○顔の見えるつながりの中で、「困りごとを出し合い、支えあう」など、地域のコミュニティ活動を支援します。
○自治活動を基盤に、地域福祉活動の推進、子育て・介護・防犯・防災・環境保全などの取り組みにより、安心・安全なまちづくりを推進します。

取り組み№

5
6



日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　施　　策　　検　　証　　シ　　ー　　ト

施策 ②

目標値【R4】 600 人

目標値【R7】 1,200 人

目標値【R6】 1,000 人

目標値【R5】 800 人

B

・②、③（施策の取り組み内容、今後の取り組
み）において、二拠点、ワ―ケーションなどへの
内部検証がなされていませんので２点とします。
関係人口の創出は、多様な手法・施策があると考
えます。内部検証は、その中でも「ふるさと納
税」と「地域おこし協力隊」に特化して評価され
ていますが、他の施策の可能性についても内部検
証を行って下さい。
・地域おこし協力隊の方々の取組をテーマに特産
品の振興など地域の活力につなげるようとしてい
る点を評価します。今後は、住民自身によって関
係人口の創出にかかわるような取組が自発的・主
体的に行われるように工夫をして下さい。
・二拠点、ワ―ケーションの方々は、移住者とは
また違った感性をお持ちではないかと推察しま
す。二拠点、ワ―ケーション者にターゲットをし
ぼった調査（ニーズの把握など）を行い、的確な
施策を工夫して下さい。

人 人

③

・まちの魅力ある特産品をふるさと納税の返礼品
として、ポータルサイトを活用し、まちの魅力の
発信の強化に努め、日野町の関心を持っていただ
けるよう努めました。
・地域おこし協力隊に３名着任いただき、地域資
源を活用した体験型コンテンツの企画、実施、ま
た、プロモーション動画の制作、SNSによる観
光・自然・文化・歴史・特産品などの情報発信の
企画・運用などの活動に取り組んでいます。

・さらに、ふるさと納税の返礼品となるまちの魅
力ある特産品等を増やすとともに、ポータルサイ
トを増やし、まちの魅力の発信を強化し、日野町
の関心を持っていただけるよう努めます。
・関係人口の創出と拡大に向けて、着任いただい
ている３名の地域おこし協力隊を中心に、まちの
魅力を活かした取組を進め、日野町に魅力を感じ
る人を増やしていきます。

●実施していること
・地域おこし協力隊の活動に対する具体的なイ
メージを持って着任できるよう、地域おこしイン
ターン制度を活用し、町の魅力発信を通じて、イ
ンターン生が日野町になじむとともに、地域住民
との交流を深めました。
●実施できていないこと
・二拠点居住やワ―ケーションのようなライフス
タイルに対応した具体的な取り組みを進めること
ができていません。
●実施が困難なこと
・全国的に二拠点居住やワ―ケーションのような
新たなライフスタイルに対応した取組が進むな
か、日野町独自のプロモーションを行うことに難
しさがあります。

⑤

●基本目標、基本的方向を踏まえて
・日野町の魅力である、地域の人と人のつながり
を、特産品の振興や地域おこし協力隊の取組から
深め、さらには地域の活力につながる取組となる
よう進めていきます。
●今後の課題
・リモートワークの進展等、時代の流れのなか
で、日野町の住民がくらしやすい地域となるため
の将来像から取組を検討し、着実に進めていく必
要があります。

令和3年度
400 348

87.0%

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

コメント
基準値【R2】 197 人

達成率 目標 実績 達成率

指標名 ふるさと応援寄附の寄附者数

取り組み状況 今後の取り組み 検証結果

3 具体的な取り組み関係人口の創出 担当部署 企画振興課

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

基本目標№ 4 基本目標 くらしやすい地域を育み、安心して住み続けられるまちをつくる 取り組みの方向 住民が主人公の地域形成

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

内容
・他市町から日野町に関心を持ち、まちの資源を活かした取り組みにより、地域の人との交流により関心が深まり、将来の移住につながるような関係人口の創出に取り組みます。
・リモートワーク等の進展に伴い、働き方が多様化するなかで、二拠点居住やワ―ケーションのようなライフスタイルに対応した取り組みを進めます。

めざす姿
家庭のきずなはもとより、地域の人と人のつながり（きずな）を育み、顔の見える関係のもと、住民が自らくらしやすい地域をつくり、そのもとで安全で安心して住み続けられるまちをめざします。また、住民の活発な自治活動を持続発展させ、地域課題について、住民が自ら発見し、学び、取り組んでいく
まちをめざします。

取り組みに関する
基本的方向

〇まちへの愛着や誇りを感じ、地域の課題解決のため、住民それぞれの豊かな経験や知識を活かしながら、次代を担う人材づくりを進めます。
〇自ら学びあい、主体的で活発な自治活動につながる、人と人がつながる仕組みづくりを進めます。
〇すべての世代が望ましい食習慣を実践するとともに、地産地消を意識した取り組みを進め、地域の食文化や伝統を学ぶための食育を推進します。
〇だれもが、健康でいきいきと暮らせるように、生涯にわたり継続した心身の健康づくりを支援します。
○顔の見えるつながりの中で、「困りごとを出し合い、支えあう」など、地域のコミュニティ活動を支援します。
○自治活動を基盤に、地域福祉活動の推進、子育て・介護・防犯・防災・環境保全などの取り組みにより、安心・安全なまちづくりを推進します。

取り組み№

5
7



日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　施　　策　　検　　証　　シ　　ー　　ト

施策 ②

目標値【R4】 25 人

目標値【R7】 30 人

目標値【R6】 30 人

目標値【R5】 27 人

A

・在住外国人と住民の交流の場づくりを単なる交
流とせず、食を手掛かりにして食育もあわせて実
施している点など高く評価します。在住外国人の
方に、日野の郷土食や文化を知ってもらう機会も
つくり、相互に文化を学びあうことを進めて下さ
い。
・在住外国人の方に日野町の歴史や文化を知って
もらうための平易な日本語、英、中などの翻訳に
よる冊子を作成し、ホームページでも公開するこ
とも検討して下さい。
・在住外国人の方に日野の良さを知ってもらおう
と住民主体で取り組むことが、町民自身の日野町
への理解を深めることにもなります。日野高校と
の交流も日野高生が外国の人に伝えることを取り
組んでもらえると、次代の担い手育成につながる
かもしれません。
・ぽけっとの利用者にも在住外国人がおられる
が、言葉が通じにくいため、ルールが伝わらな
い。在住外国人もぽけっとに行きやすくなり、日
野町に住みやすくなるためにフォローできるもの
を考えていく必要がある。
・ブラジル人は歴史も長く、関わりは深いが、ベ
トナム人は歴史が浅く、少しずつ地域と馴染んで
きているが、行政が主体となり、企業が後押し
し、地域も参画するなかで、日本語勉強会などを
開催してほしい。
・在住外国人への日本語の理解を深めることも必
要であるが、その子どもへは母語の教育も必要で
ある。

人 人

③

・町内在住外国人が安心して暮らすとともに、地域住
民と交流するきっかけづくりとして、広報ひのにおい
て外国人にも伝わりやすい「やさしい日本語」を周知
しました。また、外国人向けの情報については、町の
ホームページにおいて「やさしい日本語」により情報
発信をしました。
・英会話教室を10回、韓国語講座を5回開催し、多文
化共生の促進と外国人との交流の場づくりを行いまし
た。
・国際親善協会と連携し発行した機関紙「友好の輪」
において、町内在住外国人と地域住民がともに暮らす
ために取り組んでいる地域や学校の取組を掲載し、地
域で活かしていただけるよう啓発を行いました。
・国際親善協会と連携し、町内在住外国人と一緒に外
国の料理を調理・販売することで、町内在住外国人と
地域住民が交流できる場を提供しました。
・多文化共生の推進として、多文化共生講演会の開催
を予定していましたが、コロナ禍のため中止となりま
した。

・町内在住外国人が地域の一員として安心して暮
らせるよう、町内在住外国人の文化や慣習等を
「広報ひの」やホームページで周知し、理解促進
を図るための啓発を行います。
・外国人に必要な情報を引き続き提供できるよ
う、情報発信の強化に努めます。
・引き続き、外国語講座を開催し、多文化共生の
促進と外国人との交流の場づくりを行います。
・引き続き、町内在住外国人等と地域住民との交
流の場づくりに取り組みます。

●実施していること
・町内在住外国人が利用する地域の公園について、外国人が利用
方法を理解できるよう、住民自らが発案した外国語のポスターの
作成に協力するとともに、日野町国際親善協会と連携し機関紙
「友好の輪」に取組を掲載し啓発を行うことで、地域のコミュニ
ティ活動を支援しました。
・日野高校にて開講された「日野チャレ体験学習」における「多
様性を認める社会づくり」講座において、日野町国際親善協会と
連携し高校生と町内在住外国人との交流を図りました。高校生が
外国人と直接交流することで、多様性など互いの違いを認め合い
共生していく多文化共生について考えるきっかけと、人と人がつ
ながることにつながりました。
・町内在住外国人と一緒に外国の料理を調理・販売し、町内在住
外国人と地域住民が交流できる場を提供することで、町内在住外
国人と地域住民との交流から、新たな人と人とのつながりと食育
を推進しました。
●実施できていないこと、実施が困難なこと
・町内在住外国人が地域住民と交流し新たな人と人のつながりを
生むために、日本語教室が有効と考えますが、外国人のニーズを
はじめ開催手段や運営方法等仕組みの検討が進んでいません。
・外国人のニーズを把握できる仕組みづくりが確立できていませ
ん。

⑤

●基本目標、基本的方向を踏まえて
・町内在住外国人と地域住民がともに安心して暮らしてい
くため、講演会等を開催し、互いの文化的な違いを認め合
い、対等な関係のもと地域の中でともに生きていく「多文
化共生社会」について考えるきっかけを提供します。
・交流から新たな人と人のつながりを育むため、町内在住
外国人等と地域住民との交流の場づくりに取り組みます。
・町内在住外国人と地域住民がともに暮らすために取り組
んでいる地域の取組を周知し、他の地域にも取組が広がる
よう啓発することで、町内在住外国人と地域住民がともに
安心して住み続けられるまちを目指します。
●今後の課題
・町内在住外国人と地域住民が交流できる場等の情報を外
国人に提供できる情報伝達手段を検討する必要がありま
す。
・外国人が安心して住み続けられるよう、外国人の困り事
やニーズを把握できる仕組みづくりを検討する必要があり
ます。

令和3年度
25 20

80.0%

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

コメント
基準値【R1】 23 人

達成率 目標 実績 達成率

指標名 「語学講座」の受講者数

取り組み状況 今後の取り組み 検証結果

4 具体的な取り組み多文化共生の推進 担当部署 企画振興課

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

基本目標№ 4 基本目標 くらしやすい地域を育み、安心して住み続けられるまちをつくる 取り組みの方向 住民が主人公の地域形成

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

内容 ・在住外国人の方が地域の一員として安心して暮らせるための相談体制づくりと地域づくりのための啓発活動や交流の場づくりに取り組みます。

めざす姿
家庭のきずなはもとより、地域の人と人のつながり（きずな）を育み、顔の見える関係のもと、住民が自らくらしやすい地域をつくり、そのもとで安全で安心して住み続けられるまちをめざします。また、住民の活発な自治活動を持続発展させ、地域課題について、住民が自ら発見し、学び、取り組んでいく
まちをめざします。

取り組みに関する
基本的方向

〇まちへの愛着や誇りを感じ、地域の課題解決のため、住民それぞれの豊かな経験や知識を活かしながら、次代を担う人材づくりを進めます。
〇自ら学びあい、主体的で活発な自治活動につながる、人と人がつながる仕組みづくりを進めます。
〇すべての世代が望ましい食習慣を実践するとともに、地産地消を意識した取り組みを進め、地域の食文化や伝統を学ぶための食育を推進します。
〇だれもが、健康でいきいきと暮らせるように、生涯にわたり継続した心身の健康づくりを支援します。
○顔の見えるつながりの中で、「困りごとを出し合い、支えあう」など、地域のコミュニティ活動を支援します。
○自治活動を基盤に、地域福祉活動の推進、子育て・介護・防犯・防災・環境保全などの取り組みにより、安心・安全なまちづくりを推進します。

取り組み№

5
8



日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　施　　策　　検　　証　　シ　　ー　　ト

人 1 回

施策 ②

回

目標値【R4】 1 人 4 人 1 回

目標値【R7】 3 人

目標値【R6】 2 人 6 人 1 回

目標値【R5】 2 人 5 人 1

7

B

・「支え合いの仕組みづくり」として、東桜谷、
西大路地区の先駆的取組を町内に広められるよう
に努めて下さい。他の地区の福祉関係者、地域の
リーダーの方々との情報共有がなされているよう
ですが、広がりにくい要因を分析し、対策を考え
て下さい。既に一定活発に行われている自治活動
を基盤にしながらも、現在直面している地域課題
に対応できる、地域自治活動への更なる進化、発
展が必要です。地域自治活動の質的転換につなが
る仕組みづくりが必要です。
・KPIに設定されている指標の達成は、個別的課
題としては重要ですが、4-5「支え合いの仕組み
づくりの促進」の対象は、高齢者、子育て世代へ
の支援など幅広い課題です。「個別的な支援対
象」ととらえるのではなく、「住民が暮らし続け
ると起きる人生の様々なこと」を支え合うと総合
的にとらえ直して、施策の工夫を行って下さい。
・内部検証からは、個別の政策課題への取組がな
されていることが分かり、活発な活動がなされて
いることは評価します。一方で、「支え合い」の
対象の広さや担当する課も多くて役場と地域のパ
イプも多い。パイプは多いが横の連携も難しかっ
たりするのではないでしょうか。「重層的支援」
を作ることは容易なことではありませんが、構築
に向けて課題を整理し、一つひとつ解決をはかっ
て下さい。そのためには、役場内の横連携を深め
て、効果を促進する取組に加えて、地域内の連携
を深めることも必要です。

人 人 人 人 回
100.0%

1 0
0.0%

回

③

・「東桜谷おしゃべり会」において実施されている、移動支
援事業（おたすけカゴヤ）や、食事会（おしゃべり食堂）に
ついて、社協や生活支援コーディネーターが窓口となって、
県外や町内の他団体からの問い合わせ等に対し、情報交換会
の場を設定され、おしゃべり会の役員と一緒に事業内容等の
説明をされました。
・西大路地区では、地区社協、町社会福祉協議会、生活支援
コーディネーターが連携・協力し、地区住民の参加による地
域支え合い活動についての話し合いを開催され、「地域の良
い取組と困りごと」をテーマにグループワーク研修を実際さ
れました。
・町内の「地域交流サロン」において、各サロンでの様々な
取組を情報共有され、サロンの更なる取組の発展に努めてい
ます。
・令和3年度からＮＰＯ法人に「ひきこもりサポート事業」
を委託したことで、相談を含むひきこもりに関する支援体制
の充実が図れました。
・県の精神保健福祉センターと連携し「ひきこもりに関する
啓発チラシ」を作成、全戸配布したことで相談窓口の明確化
が図れました。
・ボランティアの方と障がいのある方との共同事業について
は、コロナの影響もあり実施することが出来ませんでした。

・高齢者交流サロン等のサロン活動に対し、生活支援コー
ディネーターと連携しながら、感染症対策について周知を行
います。
・生活支援コーディネーターが中心となって、社会福祉協議
会の広報の中の「ちいきの輪」や出前講座などで情報発信・
啓発を行い、相談や立ち上げ支援を行います。
・東桜谷地区、西大路地区また地域交流サロンでの支え合い
の取り組みを推進するとともに、他の地区においても、支え
合いや話し合いのきっかけづくりを進めます。
・ひきこもり実態調査の実施により「隠れたひきこもり対象
者」の発掘を行い、訪問支援等につなげていきます。
・ボランティアと障がいのある方の共同事業については、コ
ロナの終息を待つのではなく、実施可能な内容を工夫してい
きます。
・ひきこもり対策や障がい者施策は、支え合いの仕組みづく
りの一部を担うものであり、高齢者や子育て等の他の施策も
含めて、重層的に支援できる体制を整えていきます。

《実施していること》
・支え合いの機運醸成・情報共有の場として、サロン活動者の交流会
を開催しています。
・地域交流サロンについては、生活支援コーディネーターが取材を行
うとともに、社会福祉協議会の広報や出前講座の中でPRを行っていま
す。
・東桜谷地区においては、地域の住民有志が中心となり、支え合い活
動を推進されており、社会福祉協議会とともに伴走支援に取り組んで
います。西大路地区においても、地区社協、社会福祉協議会ととも
に、研修会の企画、支え合いについて話し合いを進めています。
・個別ケースでの他部署、他機関連携
・分野別での事業実施
≪実施できていないこと≫
・地区やサロンでの取り組みなど、住民主体の支え合いの取り組みに
ついて、さらに多くの地区への展開を図ることが必要です。
・制度の狭間となるニーズへの対応
・分野をまたいだ事業展開
《実施が困難なこと》
・生活支援コーディネーターの人材確保が困難な状況です。担い手の
発掘が難しい。
・重層的な政策立案、予算管理

⑤

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・「地域交流サロン」の推進により、身近な地域における高
齢者の居場所づくりを進めます。
・地域における支え合いや話し合いの輪を広げます。
・社会福祉協議会や生活支援コーディネーターが中心となっ
て、身近な地域における支え合いの取組等を検討・発掘し、
情報発信に努めます。
・第1段階として、厚生部門の部署から連携担当職員を選出
し、町の規模で重層的支援の仕組みを構築するための課題整
理を行います。
《今後の課題》
・社会福祉協議会等の関係機関や生活支援コーディネーター
と連携し、おたっしゃサポーター等の地域のボランティアと
ともに、地域での活動に寄り添いながら、一歩ずつ取り組み
を進めることが必要です。
・地域での支え合いの推進には、部門の枠を超えた推進体制
の構築も必要となっています。
・「誰かがやってくれる」ではなく、全ての関係機関が「我
が事」としてとらえてもらうための意識づくり。

令和3年度
1 1

100.0%
3 4

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

コメント
基準値【R2】 0 人 5 人 0

達成率 目標 実績 達成率

指標名
ひきこもってしまった人が居場所を
通じて就労（福祉就労含む）につな
がった人数

ひきこもってしまった人の居場所を
利用する人数

ボランティアの方が障がいのある方
と共同で事業を行う回数

回
取り組み状況 今後の取り組み 検証結果

5 具体的な取り組み支え合いの仕組みづくりの促進 担当部署 福祉保健課

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

基本目標№ 4 基本目標 くらしやすい地域を育み、安心して住み続けられるまちをつくる 取り組みの方向 健やかで思いやりのある地域共生社会の形成

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

長寿福祉課

内容
・住み慣れた地域での暮らしを守るため、地域の住民みんなで助けたり助けられたりの「おたがいさま」の意識を高め、地域の福祉の関係者が地域福祉を気軽に担える体制づくりを推進するとともに、社会福祉協議会や地区社協等と連携し、助け合いの地域づくりを推進します。
・生活支援コーディネーターを中心に地域での話し合いに取り組み、地域の商店や民間事業者の協力のもとで、地域の実情に見合った体制の整備に取り組みます。
・地域住民、多様な関係者とともに、高齢者、障がい者、子ども、子育て家庭、生活困窮者、悩みをかかえる若者等を「丸ごと」支え合う地域づくりに取り組みます。

めざす姿
家庭のきずなはもとより、地域の人と人のつながり（きずな）を育み、顔の見える関係のもと、住民が自らくらしやすい地域をつくり、そのもとで安全で安心して住み続けられるまちをめざします。また、住民の活発な自治活動を持続発展させ、地域課題について、住民が自ら発見し、学び、取り組んでいく
まちをめざします。

取り組みに関する
基本的方向

〇まちへの愛着や誇りを感じ、地域の課題解決のため、住民それぞれの豊かな経験や知識を活かしながら、次代を担う人材づくりを進めます。
〇自ら学びあい、主体的で活発な自治活動につながる、人と人がつながる仕組みづくりを進めます。
〇すべての世代が望ましい食習慣を実践するとともに、地産地消を意識した取り組みを進め、地域の食文化や伝統を学ぶための食育を推進します。
〇だれもが、健康でいきいきと暮らせるように、生涯にわたり継続した心身の健康づくりを支援します。
○顔の見えるつながりの中で、「困りごとを出し合い、支えあう」など、地域のコミュニティ活動を支援します。
○自治活動を基盤に、地域福祉活動の推進、子育て・介護・防犯・防災・環境保全などの取り組みにより、安心・安全なまちづくりを推進します。

取り組み№

5
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日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　施　　策　　検　　証　　シ　　ー　　ト

施策 ②

目標値【R4】 73.5 ％

目標値【R7】 75.0 ％

目標値【R6】 74.5 ％

目標値【R5】 74.0 ％

A

・わたむきの里のお米作りの取組、今後の作業所
と農家が共同して農地を守ることから、食育、地
産地消の推進を明確に検証しましょう。農福連携
で農地を守り、日野の子どもたちの食育、健康に
つながる象徴的な取組として磨いて下さい。
・学校給食を食育の起点として様々な取組がなさ
れている点を評価します。児童、生徒の農体験、
食育が「まちへの愛着や誇り」につながり、次代
を担う人材となってもらえるように工夫して下さ
い。生徒、児童を受け身の体験に終わらせず、
リーダーに育てる工夫をして下さい。
・直売所への地場農産物の供給による農業振興支
援についても内部検証を行って下さい。
・住民が消費者として、地産地消を積極的に行う
ように啓発を行って下さい。単なる啓発ではな
く、効果が見えるように工夫して下さい。買い物
調査や地域内経済循環の効果を調査することで、
行動の変化が地域にどのような効果をもたらすの
かを知ってもらい、自発的な消費行動を増やせま
す。2-4「地域内経済循環の推進」とも連携しな
がら施策をすすめてください。
・政策効果の測定は、KPIだけでなく、成果を総
合的に測定するなど工夫して下さい。住民（大
人）、児童、生徒の意識や行動の変化を的確にと
らえる調査などで政策効果を測定することもでき
ます。
・世代間で、食の違いや生活リズムの違いがあ
り、外食やスーパーの惣菜でご飯を済ます人もい
る。スーパーの惣菜コーナーにも地産地消を売り
込むなど取組をすすめてはどうか。
・2-4「地域内経済循環の推進」に掲げられる商
工会等の町内の消費拡大と同様、地産地消による
地域内経済循環の分析について、なかなか進まな
い実情があると思うが、推進してほしい。

％ ％

③

・わたむきの里が、担い手のいなくなった田んぼを借り受
け、お米作りを行うことで、耕作放棄地にすることなく、作
業所の工賃アップが図れています。
・基本健診・国保特定健診の受診者に対し検査結果のお返し
会を実施し、日頃の食生活の改善について管理栄養士が指
導・助言を行っています。
・日野町の健康課題として、高血圧、高脂血症、循環器系の
疾患が多いことから、「減塩・野菜350グラム摂取」をテー
マに取り組みを進めました。
・地場産物を使用した献立や、郷土料理の献立を取り入れ、
給食を通じて地元の食文化・歴史・伝統を学ぶ取り組みを
行っています。
・農業委員会の活動や、たんぼのこ体験授業を通じて小学校
と連携し、農作業の栽培から収穫までの体験や収穫された作
物を使った調理体験を通じて、地域の伝統的な食文化、地産
地消について学ぶ取り組みを行いました。
・食育ほ場で栽培・収穫した野菜を小中学校の給食で使用し
ています。
・東近江地域農業センターを通じて、県・ＪＡ・他市町と連
携し、営農・農作業安全・濁水防止等の啓発、近江米や野菜
等の栽培技術研修会の取り組みを行いました。

・作業所と地域農家の共同で農地を守り続けるための
取り組みを行います。
・食育学習を継続し、保育園、幼稚園、小学校、中学
校等と連携していきます。
・健康推進員と協力し、地域への啓発活動を継続しま
す。
・食育学習と啓発活動を通じ、住民のみなさんが、乳
幼児期から成人期まで、繰り返し、食に関心を持ち、
考える機会を作っていきます。
・学校給食で、地場産物の利用を通じて地元の食文
化・歴史・伝統を学ぶ取り組みを行います。
・農業委員会や小学校と連携し、農作業体験を通じ
て、地域の伝統的な食文化、地産地消について学ぶ取
り組みを行います。
・東近江地域農業センターを通じて、県・ＪＡ・他市
町と連携し、営農・農作業安全・濁水防止等の啓発、
近江米や野菜等の栽培技術研修会の取り組みを行いま
す。

●実施していること
・地域の作業所による水稲耕作
・地域の作業所で日野菜栽培から加工・販売
・野菜を使ったメニューの紹介、野菜苗や種の配布、みそ汁の塩分測
定など出前講座や健康推進員による啓発活動、学校や幼稚園等で食育
教育を行いました。
・町内の飲食店13店舗と協力し、「ひのベジメニュー」を掲載したパ
ンフレットを作成しました。
・地場産週間・給食週間で献立を通じて地産地消や町の食文化を学習
しています。
・次代を担う子ども達にまちへの愛着や誇りを感じてもらうよう、学
校の教師だけでなく地域の農業者を講師に迎えることで、世代を超
え、地元の食文化・歴史・伝統を学ぶ取り組みとなっています。
●実施てきていないこと
・食育や啓発活動が、医療費の低下や健診結果の改善につながってい
るのか、効果を見ることはできていません。
・生産者・販売者・消費者をつなぐ取り組み。
●実施が困難なこと
・減塩の味付けを実感し、親しんでもらうため、試食を通して啓発活
動をしていましたが、感染症予防のため実施ができなくなりました。
・生産者の技術向上の促進について、町では、農業技術の専門知識を
有する職員がいないため、県やＪＡ等関係機関と連携した取り組みが
必要となる。

⑤

●基本目標、基本的方向を踏まえて
・すべての世代が望ましい食習慣を実践するには、食に関す
る知識や意識だけでなく、食材の購入（経済的困窮、移動手
段の課題）、調理者の生活実態等、さまざまな要因がありま
す。住民の生活実態を知り、考えることが大切です。
・今後も子ども達にまちへの愛着や誇りを感じてもらうよ
う、地元の食文化・歴史・伝統を学ぶ取り組みによって、学
校だけでなく家庭・地域で、次代を担う人材づくりを進めて
いきます。
●今後の課題
・健診後の結果お返し会等で、ひとりひとりの生活実態を知
り、地域の課題につなげていくことが大切です。
・役場内だけでなく、多くの関係機関とつながり、ともに考
えていくことが必要です。
・地産地消を進めるには、生産者が安定継続して栽培出荷で
きる体制と、消費者が地元食材を安心して利用いただく供給
体制を、両立し相互理解が深まるようにしていくことが大切
である。

令和3年度
73.0 74.0

100.0%

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

コメント
基準値【R1】 72.6 ％

達成率 目標 実績 達成率

指標名
生活習慣の改善に関心を持ってい
る、または実施している住民の割合
（健診アンケートより）

取り組み状況 今後の取り組み 検証結果

6 具体的な取り組み食育・地産地消の推進 担当部署 福祉保健課

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

基本目標№ 4 基本目標 くらしやすい地域を育み、安心して住み続けられるまちをつくる 取り組みの方向 健やかで思いやりのある地域共生社会の形成

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

農林課

内容

・子どもから高齢者まですべての年代の方が望ましい食習慣を実践するとともに、地場産物を活用した取り組みを実施し、地域の食文化や伝統を学ぶための食育に取り組みます。
・安心安全な農産物を生産し安定供給できるよう生産者の技術向上の促進に取り組むとともに、直売所や学校給食への地場農産物の供給拡大が図れるよう農業振興の支援を行います。
・子どもや消費者に対して、食育や農業体験等を通じて地産地消への認識と理解を図ります。
・安定した地産地消を推進するため、供給体制の確立に向け、町内生産者や関係機関との連携を図ります。

めざす姿
家庭のきずなはもとより、地域の人と人のつながり（きずな）を育み、顔の見える関係のもと、住民が自らくらしやすい地域をつくり、そのもとで安全で安心して住み続けられるまちをめざします。また、住民の活発な自治活動を持続発展させ、地域課題について、住民が自ら発見し、学び、取り組んでいく
まちをめざします。

取り組みに関する
基本的方向

〇まちへの愛着や誇りを感じ、地域の課題解決のため、住民それぞれの豊かな経験や知識を活かしながら、次代を担う人材づくりを進めます。
〇自ら学びあい、主体的で活発な自治活動につながる、人と人がつながる仕組みづくりを進めます。
〇すべての世代が望ましい食習慣を実践するとともに、地産地消を意識した取り組みを進め、地域の食文化や伝統を学ぶための食育を推進します。
〇だれもが、健康でいきいきと暮らせるように、生涯にわたり継続した心身の健康づくりを支援します。
○顔の見えるつながりの中で、「困りごとを出し合い、支えあう」など、地域のコミュニティ活動を支援します。
○自治活動を基盤に、地域福祉活動の推進、子育て・介護・防犯・防災・環境保全などの取り組みにより、安心・安全なまちづくりを推進します。

取り組み№

6
0



日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　施　　策　　検　　証　　シ　　ー　　ト

施策 ②

目標値【R4】 39.6 ％

目標値【R7】 39.9 ％

目標値【R6】 39.8 ％

目標値【R5】 39.7 ％

B

・内部検証において、健診の実施、健康推進員の
養成、活動支援がなされていることを確認しまし
た。取組を評価します。
・体の健康づくりだけでなく、4-7「心身の健康
づくり」は、心の健康への取組もありますが、内
部検証では確認できません。心の健康部分が書い
ているので、②、③、④、⑤（内部検証）の全て
の評価を2点としました。
・健康推進員の養成と活動は、住民の健康への関
心、意識を高め、行動を変えて、健康づくりに欠
かせないものとなるでしょう。健康推進員の養成
が、R3は12名ということですが、この数をもっ
と増やすことを検討して下さい。
・特定健診の受診率をアップさせるために、未受
診の要因を調査分析し、受診率向上の効果的施策
を工夫して下さい。基本目標④の基本目標、基本
的方向を踏まえると、受診率が現状程度であるこ
とを地域課題ととらえて、健康についても住民主
体の学び、ひろげる取組が後押しするように、健
康推進員と協力しながら取り組んで下さい。
・地域の取組が、健康状態、体力の向上につな
がっていることを可視化する工夫を行って下さ
い。
・以前に健診を受けて、特に問題がなかったこと
から、継続して健診を受けない人も多いのではな
いか。アンケート調査等を実施し、実態把握をし
てはどうか。
・健診を受診することと平均寿命との関わりを見
える化し、受診勧奨につなげられるよう、国保連
合会等に働きかけてほしい。

％ ％

③

・健康推進員養成講座を実施しました。
・健康推進員による学校・幼稚園等での食育活動
を実施しました。
・特定健診を実施するとともに、未受診者に対し
通知による受診勧奨を行いました。
・受診者に対し日常生活における食生活改善のた
め管理栄養士による保健指導を行いました。
・コロナ禍にあって少しでも受診の機会が増える
よう、個別健診の開始時期を早めるため医療機関
と調整を行いました。

・健康推進員養成講座に取り組みます。
・健康推進員による学校・幼稚園等での食育活動
に取り組みます。
・未受診者に対し、通知だけでなく電話による勧
奨にも取り組みます。
・滋賀県が実施する受診勧奨（ナッジ理論に基づ
く行動変容）の取り組みに参加します。
受診の機会を増やすため、医療機関だけでなく健
保組合が実施する健診枠に特定健診者が受診でき
るよう調整を行います。
・受診者が増えるよう、各公民館で実施する健診
時にニーズの高い骨密度測定（無料）をあわせて
行います。

●実施していること
・健康推進員養成講座を実施し、１２名が終了い
ただきました。健康推進員として地域や学校、幼
稚園等で食育活動を行い、学校・幼稚園では早く
から食に関して意識を持ってもらうよう取り組む
とともに、家庭内の会話等から子から親への食育
の流れが出来ればと考えています。
●実施できていないこと
・健診未受診者のうち、30％が医療機関への受
診もないことから、これらの方への取り組みが出
来ていません。
●実施が困難なこと
・医療機関で受診された方については、医師の意
見が重視され、日常の食生活の改善・指導まで行
いずらいケースもあります。

⑤

●基本目標、基本的方向を踏まえて
・安心して住み続けるためには、先ずは自分の健康を大切に
する必要があることから、健診の受診率向上を目指すととも
に、健診または医療受診、町の健康相談など、どこかにつな
がってもらうよう取り組みます。
・健康推進員においては、地域や親しい人にも立ち話しやお
茶を飲みながら自然と健康の話ができるような活動に取り組
みます。
・家庭の中で、子どもから大人へ食についての話ができるよ
う取り組みます。
●今後の課題
・健康推進員については、地域からの推薦がほとんどであ
り、地域の役員等の成りて不足や役の多さ等も課題であるこ
とから、自主的に参加したい方を増やしていくことが必要で
す。
・働く世代においては、職場の健診はあるものの、フォロー
は企業任せとなっており、そこへどのようにして町の保健師
や健康推進員が地域と共にかかわる手段が持てるか、高齢に
なるまでに、つながりを持つことが必要です。

令和3年度
39.5 34.1

86.3%

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

コメント
基準値【R1】 39.4 ％

達成率 目標 実績 達成率

指標名 特定健診受診率

取り組み状況 今後の取り組み 検証結果

7 具体的な取り組み心身の健康づくり 担当部署 福祉保健課

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

基本目標№ 4 基本目標 くらしやすい地域を育み、安心して住み続けられるまちをつくる 取り組みの方向 健やかで思いやりのある地域共生社会の形成

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

内容
・健康推進員の養成とその活動を支援し、「自分の健康」、「家族の健康」、「地域の健康」へと健康の輪を広げ、住民全体の健康意識を高めていけるよう取り組みます。
・健（検）診の実施と生活習慣病を予防し、健康でいきいきと暮らせるよう、住民の健康意識を高め、生涯にわたり継続した健康づくりに取り組みます。
・心の健康や精神疾病に関する正しい知識や対策等の普及に努めるとともに、悩んでいる人に寄り添い、かかわりを持つことで「孤立・孤独」を防ぐことができるよう取り組みます。

めざす姿
家庭のきずなはもとより、地域の人と人のつながり（きずな）を育み、顔の見える関係のもと、住民が自らくらしやすい地域をつくり、そのもとで安全で安心して住み続けられるまちをめざします。また、住民の活発な自治活動を持続発展させ、地域課題について、住民が自ら発見し、学び、取り組んでいく
まちをめざします。

取り組みに関する
基本的方向

〇まちへの愛着や誇りを感じ、地域の課題解決のため、住民それぞれの豊かな経験や知識を活かしながら、次代を担う人材づくりを進めます。
〇自ら学びあい、主体的で活発な自治活動につながる、人と人がつながる仕組みづくりを進めます。
〇すべての世代が望ましい食習慣を実践するとともに、地産地消を意識した取り組みを進め、地域の食文化や伝統を学ぶための食育を推進します。
〇だれもが、健康でいきいきと暮らせるように、生涯にわたり継続した心身の健康づくりを支援します。
○顔の見えるつながりの中で、「困りごとを出し合い、支えあう」など、地域のコミュニティ活動を支援します。
○自治活動を基盤に、地域福祉活動の推進、子育て・介護・防犯・防災・環境保全などの取り組みにより、安心・安全なまちづくりを推進します。

取り組み№

6
1



日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　施　　策　　検　　証　　シ　　ー　　ト

施策 ②

目標値【R4】 24 団体

目標値【R7】 24 団体

目標値【R6】 28 団体

目標値【R5】 26 団体

B

・4-5「支え合いの仕組みづくりの促進」とも関
係する取組です。4-8「高齢者のいきがいづく
り」の取組から「重層的支援」につながるように
施策の工夫を行って下さい。④、⑤（基本目標・
基本的方向等を踏まえた取り組み状況、今後の取
り組み）の内部検証を行うにあたって、基本目
標、基本的方向を踏まえると地域における福祉系
のパイプ、ネットワークだけでなく、地域社会の
暮らしのネットワークそのものとも連携につなげ
ていくことが必要です。住民の自治活動の質的転
換をはかる必要があります。
・東桜谷、西大路地区の先駆的取組から学んだこ
とを他の地区でも実現できるように取り組んで下
さい。
・コロナ禍のもとで、「高齢者のいきがいづく
り」の取組は、感染対策にも気をつかい、大変で
あったと推察します。高齢者の社会参加の具体的
イメージが、「交流サロン」等の交流会に偏りが
あるように見受けられます。基本的方向を踏まえ
ると、高齢者の豊かな経験と知識を活かし、次代
を担う人材づくりにつなげることも構想して下さ
い。
・生活支援コーディネーターの果たす役割が大き
いように見受けられる内部検証となっています。
生活支援コーディネーターの資質の向上など量と
質の両面の強化策を検討し、実行して下さい。ま
た、健康推進員など地域の担い手との情報交換や
連携が進むように支援して下さい。

団体 団体

③

・「高齢者交流サロン」は、令和３年度もコロナ
ウイルス感染症予防対策もあり、新たな取り組み
を始められる地区等はありませんでしたが、コロ
ナ禍の中、サロンの取組みの必要性が再認識さ
れ、サロンが少しでも開催できるよう、感染症対
策を十分行い開催いただきました。
・東桜谷地区の「東桜谷おしゃべり会」において
実施されている「移動支援（おたすけカゴヤ）」
については、県外の市と取組みに関わる意見交流
会を開催された。食事会（おしゃべり食堂）は、
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、会場
が飲食禁止となったため、開催を見送っていた
が、どうにか２回開催することができました。

・高齢者交流サロン等のサロン活動に対し、生活
支援コーディネーターと連携しながら、更なる活
動の充実を行います。
・地域交流サロン活動者の交流会を開催し、機運
の醸成と情報共有に取り組みます。
・生活支援コーディネーターが中心となって、社
会福祉協議会の広報の中の「ちいきの輪」や出前
講座などで情報発信・啓発を行い、相談やサロン
等の立ち上げ支援を行います。
・東桜谷地区、西大路地区での支え合いの取り組
みを引き続き推進するとともに、他の地区におい
ても、支え合いや話し合いのきっかけづくりを進
めます。

《実施していること》
・支え合いの機運醸成・情報共有の場として、サロン活動者
の交流会を開催しています。
・高齢者交流サロンについては、生活支援コーディネーター
が取材を行うとともに、社会福祉協議会の広報や出前講座の
中でPRを行っています。
・「東桜谷地区おしゃべり会」では、地域支え合い活動を実
践されており、社会福祉協議会・生活支援コーディネーター
とともに伴走支援に取り組んでいます。また、西大路地区に
おいても、地区社協、社会福祉協議会とともに、研修会を開
催し、地域支え合い活動についての話し合いを実施していま
す。
≪実施できていないこと≫
・地区やサロンでの取り組みなど、住民主体の支え合いの取
り組みについて、さらに多くの地区への展開を図ることが必
要です。
《実施が困難なこと》
・住民主体の取り組みであることから、地道に意識啓発・機
運の醸成を図り、取り組みに寄り添いながら、１歩ずつ広げ
ていくことが必要です。

⑤

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・高齢者交流サロンの推進により、身近な地域で
の居場所づくりを進めます。
・地域における支え合いや話し合いの輪を広げま
す。
・生活支援コーディネーターが中心となって身近
な地域における支え合い等について発掘し、情報
発信を行います。
《今後の課題》
・社会福祉協議会等の関係機関や生活支援コー
ディネーターと連携し、地域での支え合い活動に
寄り添いながら、一歩ずつ取り組みを進めること
が必要です。

令和3年度
22 13

59.1%

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

コメント
基準値【R2】 14 団体

達成率 目標 実績 達成率

指標名 高齢者交流サロン開催団体数

取り組み状況 今後の取り組み 検証結果

8 具体的な取り組み高齢者のいきがいづくり 担当部署 長寿福祉課

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

基本目標№ 4 基本目標 くらしやすい地域を育み、安心して住み続けられるまちをつくる 取り組みの方向 健やかで思いやりのある地域共生社会の形成

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

内容 ・高齢者が、年齢を重ねても、いつまでも活躍できるよう社会参加が継続できる環境づくりを進めます。

めざす姿
家庭のきずなはもとより、地域の人と人のつながり（きずな）を育み、顔の見える関係のもと、住民が自らくらしやすい地域をつくり、そのもとで安全で安心して住み続けられるまちをめざします。また、住民の活発な自治活動を持続発展させ、地域課題について、住民が自ら発見し、学び、取り組んでいく
まちをめざします。

取り組みに関する
基本的方向

〇まちへの愛着や誇りを感じ、地域の課題解決のため、住民それぞれの豊かな経験や知識を活かしながら、次代を担う人材づくりを進めます。
〇自ら学びあい、主体的で活発な自治活動につながる、人と人がつながる仕組みづくりを進めます。
〇すべての世代が望ましい食習慣を実践するとともに、地産地消を意識した取り組みを進め、地域の食文化や伝統を学ぶための食育を推進します。
〇だれもが、健康でいきいきと暮らせるように、生涯にわたり継続した心身の健康づくりを支援します。
○顔の見えるつながりの中で、「困りごとを出し合い、支えあう」など、地域のコミュニティ活動を支援します。
○自治活動を基盤に、地域福祉活動の推進、子育て・介護・防犯・防災・環境保全などの取り組みにより、安心・安全なまちづくりを推進します。

取り組み№

6
2



日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　施　　策　　検　　証　　シ　　ー　　ト

施策 ②

目標値【R4】 329 人

目標値【R7】 385 人

目標値【R6】 349 人

目標値【R5】 339 人

A

・コロナ禍のもとで介護予防ボランティア養成ができなかっ
たのはいたしかたないことだと考えます。そうしたなかでも
専門職による健康指導を行ったことを評価します。
・内部検証がKPIとなっている介護予防ボランティアに引き
ずられた検証になっているようにみえます。専門職と住民
リーダーとの連携を具体的にどう深めながら介護予防等への
取組につなげるのかなど検討して下さい。③（施策の今後の
取り組み）では、ボランティアに専門職が研修等を通じて知
識を授けるようにみえます。
・おたっしゃサポーターの高齢化を困難なこととして挙げて
いますが、サポーターを増やす取組こそが、基本目標、基本
的方向を踏まえた取り組むべきことではないでしょうか。保
健と介護予防の一体的な取組として、高齢者の経験や知識を
活かして、地域の食文化や伝統を学ぶ機会をつくり、4-8
「高齢者のいきがいづくり」、4-6「食育・地産地消の推
進」に結びつけるなど施策の連携と効果を高める工夫をして
ください。
・介護予防ボランティア、生活支援コーディネーター、健康
推進員など住民の担い手の活躍に依存する施策が相互に連携
をはかり、各役割の担い手間の交流と担い手のすそ野を広げ
る取組を工夫してください。
・高齢者のボランティア精神を継承できる方法を検討してほ
しい。
・かつては定年が60歳、その後、地域で役員などに従事し、
70歳を過ぎて余生を楽しむような人生設計であったが、定年
が70歳になるような時代に、その後、地域の役員など到底難
しいため、いままでどおりの依頼方法では難しいのではない
か。
・住民の長い人生をみたなかで、子育ての段階からサービス
に依存するのではなく、地域に参画するくせづけやボラン
ティア精神を高めることが、高齢になっても地域の人材とし
て活躍できる人を育てることにつながるため、子ども支援課
など厚生部門の横連携が大切である。
・ファミサポでは、依頼登録会員が、依頼する時期を過ぎ、
提供登録会員として登録いただく人が増えてきている。依頼
登録会員により近い地域の提供登録会員とつなぐことで、
ファミサポを通さずとも支援できる体制ができ、核家族化に
よりできなくなっていた家族や地域での助け合いができてき
ているように感じる。

人 人

③

・介護予防ボランティアの養成講座については、
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、講座
の開催を延期または中止とした講座もありました
が、町の介護予防に係る出前講座に参加協力をい
ただく等、ボランティアの活躍の場の検討を行い
ました。
・保健事業と介護予防の一体的な取組みのため、
運動教室や地域のサロンに専門職が出向き、フレ
イル（虚弱）予防にかかる健康指導を実施しまし
た。

・介護予防ボランティアの養成講座の積極的な開
催をはじめ、既存ボランティアへの研修を充実
し、介護予防における様々な知識を習得いただ
き、各地域での介護予防活動に積極的に参加協力
をいただくよう取り組みを進めていきます。

《実施していること》
・身近な場で介護予防の取り組みが促進できるよ
うサポーターの養成を行っており、介護予防全体
のリーダー養成の場となっています。
・「おたっしゃサポーター」の中から指導員の養
成を行い、運動指導士に準ずる指導者として、男
性の運動教室や他の介護予防教室でも、活躍いた
だいています。
≪実施できていないこと≫
・「おたっしゃサポーター」の活躍の場を増やす
取組が必要です。
《実施が困難なこと》
・おたっしゃサポーターの高年齢化における対策
が困難となっています。

⑤

《基本目標、基本的方向を踏まえて》
・引き続き介護予防ボランティアの養成を図ると
ともに、指導員の養成・活用を推進し、地域にお
ける介護予防の取り組みを進めます。
《今後の課題》
・社会福祉協議会等の関係機関、おたっしゃサ
ポーター等の地域のボランティアと協力し、地域
での活動に寄り添いながら、一歩ずつ取り組みを
進めることが必要です。

令和3年度
319 319

100.0%

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

コメント
基準値【R2】 319 人

達成率 目標 実績 達成率

指標名
介護予防ボランティア養成数（延
べ）

取り組み状況 今後の取り組み 検証結果

9 具体的な取り組み健康づくりと介護予防の一体化 担当部署 長寿福祉課

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

基本目標№ 4 基本目標 くらしやすい地域を育み、安心して住み続けられるまちをつくる 取り組みの方向 健やかで思いやりのある地域共生社会の形成

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

内容 ・地域での介護予防の取り組みを進めるとともに、保健事業と一体となった専門職や住民リーダーとの連携による、健康づくりや介護予防の取り組みを進めます。

めざす姿
家庭のきずなはもとより、地域の人と人のつながり（きずな）を育み、顔の見える関係のもと、住民が自らくらしやすい地域をつくり、そのもとで安全で安心して住み続けられるまちをめざします。また、住民の活発な自治活動を持続発展させ、地域課題について、住民が自ら発見し、学び、取り組んでいく
まちをめざします。

取り組みに関する
基本的方向

〇まちへの愛着や誇りを感じ、地域の課題解決のため、住民それぞれの豊かな経験や知識を活かしながら、次代を担う人材づくりを進めます。
〇自ら学びあい、主体的で活発な自治活動につながる、人と人がつながる仕組みづくりを進めます。
〇すべての世代が望ましい食習慣を実践するとともに、地産地消を意識した取り組みを進め、地域の食文化や伝統を学ぶための食育を推進します。
〇だれもが、健康でいきいきと暮らせるように、生涯にわたり継続した心身の健康づくりを支援します。
○顔の見えるつながりの中で、「困りごとを出し合い、支えあう」など、地域のコミュニティ活動を支援します。
○自治活動を基盤に、地域福祉活動の推進、子育て・介護・防犯・防災・環境保全などの取り組みにより、安心・安全なまちづくりを推進します。

取り組み№

6
3



日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　施　　策　　検　　証　　シ　　ー　　ト

施策 ②

目標値【R4】 39 人

目標値【R7】 44 人

目標値【R6】 39 人

目標値【R5】 39 人

B

・グループホームの整備が進み、地域で生活でき
る環境が整ったことは高く評価します。
・②、③（施策の取り組み内容、今後の取り組
み）において、東近江圏域障がい児（者）サービ
ス調整会議による総合的な調整、障がいのある人
の地域生活を支える仕組みを備えた拠点整備の現
状と展望について内部検証を行って下さい。
・④、⑤（基本目標・基本的方向等を踏まえた取
り組み状況、今後の取り組み）の内部検証では基
本目標、基本的方向を踏まえての内部検証を行い
ますが、実施が困難なこととして挙げられている
「施設入所者の地域移行」について障がいのある
人が地域で安心して暮らせるまちになるように、
現状を地域課題としてとらえて住民自ら学び、課
題解決に取り組めるように施策の工夫や支援を
行って下さい。
・障がいの有無にかかわらず、本人の自立に対し
て保護者の不安や心配が自立の妨げになっている
ことが多くなっているのではないか。その保護者
に対するフォローや支援が必要であると感じる。

人 人

③

グループホームの整備では、⑴一般的なシェアハ
ウス型、⑵アパートタイプ、⑶女性専用、⑷バリ
アフリータイプ（ミスト浴等も設置し、重度障が
い者にも対応）、⑸強度行動障がい対応（防音の
他、視覚的な刺激を少なくしている）を計画的に
進めてきましたが、令和3年度には⑹障がいの重
度化や高齢化に対応できる介護充実タイプのホー
ムを整備することができました。
また、町外の法人も日野町内に新たなホームを整
備され、障がいのある方が安心して地域で生活で
きる環境が整いました。

新たなホームの整備だけではなく、自立度の高い
人は、グループホームからの地域移行も進めてい
くことで、サービスが循環できる仕組みとなるよ
う取り組んでいきます。

●実施していること
・計画的なグループホームの整備
・地域生活支援拠点の登録

●実施できていないこと
・自立訓練の活用
・訪問型生活介護（作業所へ通所することが困難
な重度障がい者への支援の仕組み）

●実施が困難なこと
・施設入所者の地域移行

⑤

●基本目標、基本的方向を踏まえて
・令和3年4月1日に登録した地域生活支援拠点の
機能強化を図るため、定期的に検証していくこと
で、どのような障がいがあっても地域で安心して
生活していけるまちづくりを推進していきます。

●今後の課題
・1世帯の中で、複合化・複雑化する課題への対
応

令和3年度
34 39

100.0%

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

コメント
基準値【R2】 29 人

達成率 目標 実績 達成率

指標名 町内グループホームの定員数

取り組み状況 今後の取り組み 検証結果

10 具体的な取り組み障がい者の支援体制の充実 担当部署 福祉保健課

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

基本目標№ 4 基本目標 くらしやすい地域を育み、安心して住み続けられるまちをつくる 取り組みの方向 健やかで思いやりのある地域共生社会の形成

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

内容
・障がいのある人が地域や就労等、社会参加において自分らしくいきいきと暮らし続けられるよう、障がい福祉サービスを拡充します。
・障がいのある人の個性やライフステージに応じて、医療や保健、福祉、教育等のサービスを効果的に受けられるよう、東近江圏域障害児（者）サービス調整会議により、総合的な調整を行います。
・障がいのある人の地域生活を支える仕組みとして、「相談」「緊急時の受け入れ・対応」「体験の機会・場」「専門的人材の確保・養成」「地域の体制づくり」の機能を備えた拠点の整備を進めます。

めざす姿
家庭のきずなはもとより、地域の人と人のつながり（きずな）を育み、顔の見える関係のもと、住民が自らくらしやすい地域をつくり、そのもとで安全で安心して住み続けられるまちをめざします。また、住民の活発な自治活動を持続発展させ、地域課題について、住民が自ら発見し、学び、取り組んでいく
まちをめざします。

取り組みに関する
基本的方向

〇まちへの愛着や誇りを感じ、地域の課題解決のため、住民それぞれの豊かな経験や知識を活かしながら、次代を担う人材づくりを進めます。
〇自ら学びあい、主体的で活発な自治活動につながる、人と人がつながる仕組みづくりを進めます。
〇すべての世代が望ましい食習慣を実践するとともに、地産地消を意識した取り組みを進め、地域の食文化や伝統を学ぶための食育を推進します。
〇だれもが、健康でいきいきと暮らせるように、生涯にわたり継続した心身の健康づくりを支援します。
○顔の見えるつながりの中で、「困りごとを出し合い、支えあう」など、地域のコミュニティ活動を支援します。
○自治活動を基盤に、地域福祉活動の推進、子育て・介護・防犯・防災・環境保全などの取り組みにより、安心・安全なまちづくりを推進します。

取り組み№

6
4



日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　施　　策　　検　　証　　シ　　ー　　ト

施策 ②

目標値【R4】 19.0 ％

目標値【R7】 19.6 ％

目標値【R6】 19.4 ％

目標値【R5】 19.2 ％

A

・在住外国人が必要とする言語による資料の充実
に努めるなど、住民の知る権利、学ぶ権利を保障
するために資料収集・提供していることを評価し
ます。
・④、⑤（基本目標・基本的方向等を踏まえた取
り組み状況、今後の取り組み）では、基本目標、
基本的方向を踏まえて内部検証をするのですが、
図書館サービスの特性上、基本的方向にあるよう
な「攻め」の支援等の施策は難しい面があること
は理解します。その上で、他の部署の取組に図書
サービスが協力していくなど新しい方向性を模索
して下さい。
・ウィキペディアタウンなどの事業を、町のさま
ざまな部署と連携するとともに、人材育成につな
げてほしい。

％ ％

③

・住民の暮らしに役立つ多様な資料を収集し、提
供しています。
・点字図書等や朗読ＣＤなどを提供しています。
・英語、中国語、韓国語、スペイン語、ポルトガ
ル語、ベトナム語など外国語の資料の充実に努め
ました。
・講演会等を開催し、地域を知り、人とのつなが
る学び合いをし、地域の人材の育成を図りまし
た。
・他の図書館や専門機関と連携して住民が必要と
する情報の提供に努めました。

・住民の暮らしに役立つ多様な資料を収集し、提
供します。
・点字図書等や朗読ＣＤなどだけでなく、県立図
書館とも連携しアクセシブルな資料を提供しま
す。
・英語、中国語、ポルトガル語など外国語の資料
の充実に努めるとともに必要とする住民に情報が
届くよう関係機関と連携します。
・講演会や講座等を開催することで、人がつなが
り、人材を育成し、地域の課題解決へつながるよ
う取り組んでいきます。
・図書館や専門機関と連携して住民が必要とする
情報の提供に努めます。
・調べ方案内の整備や情報リテラシーについて講
座等を実施します。

●実施していること
・住民の暮らしに役立つ多様な資料を収集し、提
供しています。
・他の図書館や専門機関と連携して住民が必要と
する情報の提供に努めました。
・世界情勢から町の施策まで、幅広いテーマにつ
いて理解を深めていただくため、資料の展示をし
ました。
・講座「ウィキペディアタウン」で地域の魅力を
再発見し、共同作業の中で人のつながりや学びあ
いができ、情報を調べて発信できる人材の育成を
図りました。
●実施できていないこと
・新型コロナウィルス感染拡大の影響で学び合い
の機会が減少しています

⑤

●基本目標、基本的方向を踏まえて
・地域課題についての関係資料を充実します。
・社会情勢や町の目指す方向などを踏まえた資料
の展示を行い、住民がの理解を深めていきます。
・学びあい、人がつながり、活動できる人材を育
成することで、町や地域の課題解決につながる
様々な講座を開催します。
●今後の課題
・オンラインを活用した学び合いの機会の提供。
・人と人がつながる仕組みづくり。
・住民の自主的活動が継続する仕組みづくり。
・住民の学びをコーディネートするための多様な
関係者とのネットワークづくり。

令和3年度
18.8 16.3

86.7%

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

コメント
基準値【R1】 18.4 ％

達成率 目標 実績 達成率

指標名
図書館を利用（貸出）した町民の割
合

取り組み状況 今後の取り組み 検証結果

11 具体的な取り組み住民のくらしを支える知識・情報の提供 担当部署 図書館

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

基本目標№ 4 基本目標 くらしやすい地域を育み、安心して住み続けられるまちをつくる 取り組みの方向 健やかで思いやりのある地域共生社会の形成

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

内容

・住民の知る権利、学ぶ権利を保障するため、住民の求める資料の積極的な収集・提供に取り組みます。
・図書館の利用が困難な住民へのサービスの充実に取り組みます。
・日本語以外の言語の資料を拡充し、誰もが利用できるよう取り組みます。
・住民の抱える諸課題に向き合い解決の手助けができるよう、暮らしを支える情報サービスを充実させます。
・住民が適切に情報を利活用できるよう取り組みます。

めざす姿
家庭のきずなはもとより、地域の人と人のつながり（きずな）を育み、顔の見える関係のもと、住民が自らくらしやすい地域をつくり、そのもとで安全で安心して住み続けられるまちをめざします。また、住民の活発な自治活動を持続発展させ、地域課題について、住民が自ら発見し、学び、取り組んでいく
まちをめざします。

取り組みに関する
基本的方向

〇まちへの愛着や誇りを感じ、地域の課題解決のため、住民それぞれの豊かな経験や知識を活かしながら、次代を担う人材づくりを進めます。
〇自ら学びあい、主体的で活発な自治活動につながる、人と人がつながる仕組みづくりを進めます。
〇すべての世代が望ましい食習慣を実践するとともに、地産地消を意識した取り組みを進め、地域の食文化や伝統を学ぶための食育を推進します。
〇だれもが、健康でいきいきと暮らせるように、生涯にわたり継続した心身の健康づくりを支援します。
○顔の見えるつながりの中で、「困りごとを出し合い、支えあう」など、地域のコミュニティ活動を支援します。
○自治活動を基盤に、地域福祉活動の推進、子育て・介護・防犯・防災・環境保全などの取り組みにより、安心・安全なまちづくりを推進します。

取り組み№

6
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日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　施　　策　　検　　証　　シ　　ー　　ト
基本目標№ 4 基本目標 くらしやすい地域を育み、安心して住み続けられるまちをつくる 取り組みの方向 人と豊かな自然との共生

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

農林課 企画振興課 総務課 学校教育課

内容
・循環型社会（３R）の実現のため、日野町エコライフ推進協議会等の関係団体と連携し、広報や出前講座等によりごみ減量化の啓発に努め、住民意識の向上に取り組みます。
・資源回収に対する補助を実施するとともに、生ごみの水切りや堆肥化、プラスチックごみや包装紙等の削減、さらにマイバック持参運動等を推進し、ごみの減量化に努めるとともに、ごみの分別収集を促進します。
・家庭から出る廃食油の回収を行い、回収量拡大の啓発に努めます。

めざす姿
家庭のきずなはもとより、地域の人と人のつながり（きずな）を育み、顔の見える関係のもと、住民が自らくらしやすい地域をつくり、そのもとで安全で安心して住み続けられるまちをめざします。また、住民の活発な自治活動を持続発展させ、地域課題について、住民が自ら発見し、学び、取り組んでいく
まちをめざします。

取り組みに関する
基本的方向

〇まちへの愛着や誇りを感じ、地域の課題解決のため、住民それぞれの豊かな経験や知識を活かしながら、次代を担う人材づくりを進めます。
〇自ら学びあい、主体的で活発な自治活動につながる、人と人がつながる仕組みづくりを進めます。
〇すべての世代が望ましい食習慣を実践するとともに、地産地消を意識した取り組みを進め、地域の食文化や伝統を学ぶための食育を推進します。
〇だれもが、健康でいきいきと暮らせるように、生涯にわたり継続した心身の健康づくりを支援します。
○顔の見えるつながりの中で、「困りごとを出し合い、支えあう」など、地域のコミュニティ活動を支援します。
○自治活動を基盤に、地域福祉活動の推進、子育て・介護・防犯・防災・環境保全などの取り組みにより、安心・安全なまちづくりを推進します。

取り組み№ 12 具体的な取り組みごみの減量化の実現 担当部署 住民課

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

コメント
基準値【R1】 495 ｔ 10 台

達成率 目標 実績 達成率

指標名
一日一人あたり可燃ごみ量
※可燃ごみ・・・家庭ごみの委託
分、資源ゴミを除く

生ごみ処理容器購入件数（年間）

取り組み状況 今後の取り組み 検証結果

令和3年度
488 502

97.2%
10 9

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

B

・ごみの減量化の取組が進んでいることを評価し
ます。
・ごみ減量化と廃食油回収が、どのような環境負
荷低減効果があるのか住民が容易に理解できるよ
うに啓発、可視化を行って下さい。
・資源ごみの量の減量がKPIになっていますが、
リデュースとリユース（発生抑制と再利用）の結
果として減量することは良いと考えられる反面、
古紙、スチール缶、アルミ缶、小型家電等が適正
に資源化されるように住民が行動した結果、発生
量が増大することも考えられるので、その内容を
十分に検討する必要があります。つまり、住民の
良い行動は増加要因と減少要因の両方あることに
留意する必要があります。
・④、⑤（基本目標・基本的方向等を踏まえた取
り組み状況、今後の取り組み）の内部検証は、基
本目標、基本的方向を踏まえて評価するのが難し
く、苦労したと推察します。ごみに関わる環境問
題を地域課題として、住民の自治活動の中に位置
づけ、住民自ら発見し、学び、取り組む方向に地
域と連携することが、内部検証として行われるの
が良いでしょう。ごみ問題は、行政と住民の協
力、自治活動との連携なくして解決しない課題で
あり、現在も、住民との連携を行っていると推察
します。現状を適切に評価してください。

ｔ ｔ 台 台
90.0%

③

・ごみの減量化を推進するためには必要以上の物買わ
ない取り組みが必要で資源・ごみ収集カレンダーや
ホームページで啓発しました。
・循環型社会（３R）の実現のため、日野町エコライ
フ推進協議会等の関係団体と連携し、広報や出前講座
等によりごみ減量化の啓発に努め、住民意識の向上に
取り組んでいます。
・資源回収に対する補助を実施するとともに、生ごみ
の水切りや堆肥化、プラスチックごみや包装紙等の削
減、さらにマイバック持参運動等を推進し、ごみの減
量化に努めるとともに、ごみの分別収集を促進してい
ます。
・町内にウォータースタンドを設置し、ペットボトル
の使い捨てを無くし、マイボトルを推進しています。
・家庭から出る廃食油の回収を行い、回収量拡大の啓
発に努めています。
・ごみ減量、リサイクルを含めた環境保全への意識を
高めるため環境学習会を開催しました。

・ごみの減量化を推進するためには必要以上の物を買
わない取り組みが必要で資源・ごみ収集カレンダーや
町ホームページで引き続き啓発します。
・循環型社会（３R）の実現のため、日野町エコライ
フ推進協議会等の関係団体と連携し、広報や出前講座
等により、ごみ減量化の啓発に努め、住民意識の向上
に取り組みます。
・資源回収に対する補助を実施するとともに、生ごみ
の水切りや堆肥化、プラスチックごみや包装紙等の削
減、さらにマイバック持参運動等を推進し、ごみの減
量化に努めるとともに、ごみの分別収集を促進しま
す。
・町内にウォータースタンドを設置し、ペットボトル
の使い捨てを無くし、マイボトルの利用を推進しま
す。
・引き続き、家庭から出る廃食油回収量拡大に向け、
啓発に努めます。
・ごみ減量、リサイクルを含めた環境の保全を進める
ため、指針となる環境基本計画の策定に向けた取り組
みを進めます。

●実施していること
・ごみの発生抑制の取組として資源・ごみ収集カ
レンダーやホームページでの啓発
・分別回収の実施
・資源回収に対する補助の実施
・出前講座による啓発
・プラスチックごみを出さない取組（マイボトル
の推進）
●実施できていないこと
・森林や河川の自然との共生の取組
●実施が困難なこと
・特にありません

⑤

●基本目標、基本的方向を踏まえて
・安心して住み続けられるよう環境保全への指針
を定めます。
・ごみの発生抑制として生ごみ処理器の普及拡大
を進めます。
●今後の課題
・環境基本計画の策定
・日野町エコライフ推進協議会と連携を図り、ご
み減量に向けた取り組みを進めます。
・分別回収に取組、地域循環社会の実現

目標値【R4】 485 ｔ 10 台

目標値【R7】 474 ｔ

目標値【R6】 477 ｔ 10 台

目標値【R5】 481 ｔ 10 台

10 台

施策 ②
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人

施策 ②

目標値【R4】 250 人 3,800 人

目標値【R7】 250 人

目標値【R6】 250 人 3,730 人

目標値【R5】 250 人 3,760 人

3,700

B

・4-13「環境保全の推進」の取組内容は、2項目ですが、そ
の対象としている領域は幅広く豊かな内容を持っています。
内部検証からは、KPIとの関連性の高い環境整備作業と環境
保全の啓発などにつなげる環境学習に特化しているように伺
えます。②、③（施策の取り組み内容、今後の取り組み）で
は、環境保全に関する豊かな取組が分かるような内部検証を
すすめて下さい。
・環境学習会が年3回開催されたとのことですが、それが、
学校、地域、団体との連携がどのようになされ、幅広い世代
の学びになったのかなど検証し、今後の取組に反映して下さ
い。作業参加者の高齢化も課題のようですが、その課題解決
のために、環境学習会等は役立つでしょうか？
・④、⑤（基本目標・基本的方向等を踏まえた取り組み状
況、今後の取り組み）の内部検証は基本目標、基本的方向を
踏まえて行うのですが、検証に困ったかもしれません。基本
目標、基本的方向を踏まえると、②、③（施策の取り組み内
容、今後の取り組み）と検証のスタンスが変わります。②、
③（施策の取り組み内容、今後の取り組み）では清掃活動等
への参加の呼びかけを行い参加してもらう、または、依頼し
て地域で動いてもらう形になると思いますが、④、⑤（基本
目標・基本的方向等を踏まえた取り組み状況、今後の取り組
み）では、地域の側が、環境保全を自分たちの地域課題とし
て認識して行動していく動きになります。その理想形との対
比で、取組状況と今後の取組の内部検証を行って下さい。あ
わせて次代を担う人材づくりを進める工夫を行って下さい。
・特定外来種の学習会、駆除活動など環境保全の高度化も
図って下さい。
・連合青年会も清掃活動に参加しているが、まちなかは近隣
住民の自主的活動によりごみは少ないが、国道は車からポイ
捨てされているのか、ごみが多く、地域住民だけが頑張って
も限界がある。
・親子で参加できるようなイベント的な清掃活動を通じて、
子どものときから清掃活動を通じて学び、次世代の人材育成
につなげてほしい。
・インセンティブの検討だけでなく、良き市民を育てるため
に、住民の精神や文化、気風を高めるためにどのようなこと
ができるのか検討してほしい。

人 人 人 人
96.4%

③

・日野町エコライフ推進協議会と共に、年２回の
住民参加の清掃活動および広報による啓発を実
施。
・環境保全への意識を高めるため、環境保全の学
習会を３４名の参加を得て３回開催しました。
・河川の安全で適切な利用、管理を促進するた
め、地域の団体に除草等の取り組みを依頼。R3
年度は54団体で58万㎡で作業を実施。

・日野町エコライフ推進協議会と共に、年２回の
住民参加の清掃活動および広報による啓発を実施
します。
・環境保全の学習会の参加者の中で２１名が環境
基本計画策定過程に参画していただきました。
・ごみ減量、リサイクルを含めた環境の保全を進
めるため、指針となる環境基本計画の策定に向け
た取り組みを進めます。
・学校や地域、団体と連携した幅広い世代への環
境学習を推進し、生物多様性への理解や環境保全
の啓発に努めます。
・環境の保全を進めるため、指針となる環境基本
計画の策定に向けた取り組みを進めます。
・今後も高齢化する参加者に対して、作業が軽減
できる取り組みを提案していきます。

●実施していること
・環境への保全の意識の向上のため、環境学習会
の実施
・各集落に継続した取り組みを依頼している。
●実施できていないこと
・学校や地域、団体と連携した幅広い世代への環
境学習を推進し、生物多様性への理解や環境保全
の啓発。
・参加者の高齢化に対する対策
●実施が困難なこと
・参加者の高齢化に対する対策

⑤

●基本目標、基本的方向を踏まえて
・安心して住み続けられるよう環境保全への指針
を定めます。
・継続した委託の実施及び単価の見直しを行う。
●今後の課題
・環境基本計画の策定（町民意識調査の実施）
・日野町エコライフ推進協議会と連携を図り、不
法投棄をしない啓発と、清掃活動に取り組みま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　・生
物多様性への理解や環境保全の啓発。
・参加者の高齢化に対する対策

令和3年度
250 280

100.0%
3,800 3,664

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

今後の取り組み 検証結果 コメント基準値【R1・
2】

R1 250 人 R2 3,870

達成率 目標 実績 達成率

指標名 清掃活動の参加人数 河川愛護事業参加人数

人
取り組み状況

13 具体的な取り組み環境保全の推進 担当部署 住民課

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

基本目標№ 4 基本目標 くらしやすい地域を育み、安心して住み続けられるまちをつくる 取り組みの方向 人と豊かな自然との共生

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

建設計画課

内容
・国や県、関係団体等と連携し、自然環境や野生動物等の保全・保護に努めます。
・学校や地域、団体と連携した幅広い世代への環境学習を推進し、生物多様性への理解や環境保全の啓発に努めます。

めざす姿
家庭のきずなはもとより、地域の人と人のつながり（きずな）を育み、顔の見える関係のもと、住民が自らくらしやすい地域をつくり、そのもとで安全で安心して住み続けられるまちをめざします。また、住民の活発な自治活動を持続発展させ、地域課題について、住民が自ら発見し、学び、取り組んでいく
まちをめざします。

取り組みに関する
基本的方向

〇まちへの愛着や誇りを感じ、地域の課題解決のため、住民それぞれの豊かな経験や知識を活かしながら、次代を担う人材づくりを進めます。
〇自ら学びあい、主体的で活発な自治活動につながる、人と人がつながる仕組みづくりを進めます。
〇すべての世代が望ましい食習慣を実践するとともに、地産地消を意識した取り組みを進め、地域の食文化や伝統を学ぶための食育を推進します。
〇だれもが、健康でいきいきと暮らせるように、生涯にわたり継続した心身の健康づくりを支援します。
○顔の見えるつながりの中で、「困りごとを出し合い、支えあう」など、地域のコミュニティ活動を支援します。
○自治活動を基盤に、地域福祉活動の推進、子育て・介護・防犯・防災・環境保全などの取り組みにより、安心・安全なまちづくりを推進します。

取り組み№
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件 21 件

施策 ②

件

目標値【R4】 55 件 45 件 21 件

目標値【R7】 55 件

目標値【R6】 55 件 45 件 21 件

目標値【R5】 55 件 45 件 21

45

B

・シルバーキャラバン隊の参加が困難に直面している
ようですが、啓発手法の適切さを検証したり、他の方
法でシルバー無事故を実現できないか検討して下さ
い。
・様々な団体と役場と連携して多彩な取組を行ってい
ますが、その効果を検証したり、これらの取組から、
基本目標、基本的方向にある、次代を担う人材づくり
につなげたり、自治活動を基盤にした防犯、防災活動
による安心、安全なまちづくりにつなげられるように
工夫して下さい。
・各種のキャンペーンを官主導で行っているようにみ
えますので、住民の活発な自治活動を持続発展させて
いくことから、住民主体の取組、自主的な取組となる
ように企画、立案から事業実施までそのあり方を見直
して下さい。
・より若い世代が参加する（参加できる）取組とはど
のようなものかを考えると、今までにない発想で効果
的な取組をみつけられるかもしれません。
・「数多くある要望箇所」について、対策がおいつい
ていないようですが、緊急性のランク分けを行うなど
して、緊急性の高い箇所が長期間放置されることがな
いようにして下さい。
・現在、「鎌掛」、「南比都佐」、「必佐」地区老人
クラブは、シルバーキャラバン隊に参加しているが、
ほかの地区では、単位老人クラブに呼びかけなどする
ことはできないか。
・７０歳以上が対象となった老人クラブの組織に頼り
すぎているのではないか。老人クラブも役員等の行政
的な負担が大きいことが、脱退の原因のひとつとなっ
ているため、これまでのやり方を見直し、個々で手
伝ってくれる人を地道に増やしていく必要があるので
はないか。
・共働きの保護者も多く、保護者の朝夕の見守りが難
しくなっているなか、地域の方々とどう見守っていく
か考えると、自分たちで足りないところを助けてもら
う、自助と共助の考え方が大切である。

件 件 件 件 件
100.0%

21 21
100.0%

件

③

・警察、日野町防犯自治会、各地区自主防犯団体と連携し防
犯啓発活動を実施しました。また、自主防犯団体と学校、
PTAが協力して見守り活動やパトロールを実施しました。
・東近江警察署から不審者情報や犯罪多発注意報などの連絡
があった場合には、日野メールで町民に周知を図り、緊急性
のある事案などは、地域の安全なまちづくり協議会へ情報を
提供し、気を付けていただくよう啓発しました。
・交通安全意識の高揚を図るため、また、自らのことととし
て受け止めていただくため、新聞折込を年２回、全国交通安
全運動の街頭啓発、１日、１５日を目安とした早朝パトロー
ル、公民館への啓発チラシの配布を実施しました。
・警察と連携し、日野町老人クラブ連合会にシルバーキャラ
バン隊を委嘱し、地域での交通立番やシルバー無事故運動へ
参加していただくことにより交通安全への意識高揚を図りま
した。また、東近江地区交通安全推進会議や交通安全協会と
も連携して交通安全啓発活動の実施や、子どもや高齢者への
交通安全教室を実施しました。
・地域の取り組みとしてＰＴＡ、学校をはじめとした関係団
体による小・中学生の通学路合同点検を行い、交通安全施設
整備の協議を行いました。
・安全な通学を確保するため、西大路地先の通学路にｸﾞﾘｰﾝ
ﾍﾞﾙﾄを設置するなど、安全対策を実施した。

・今後も各地区自主防犯団体など関係団体と連携を図り、推
進大会や啓発活動などを開催し、地域ぐるみで各種活動を継
続して実施することにより、住民が主体となって犯罪のない
まちづくりを目指します。
・各地区の自主防犯活動、交通安全対策には、関係する人の
顔の見えるつながりが大切です。つながりが持続できる地域
の取り組みを支援します。
・交通被害に遭うことが多い子どもや高齢者に対して、重点
的に啓発を行い交通事故防止に努めます。
・地域の取り組みとしてＰＴＡ、学校、関係団体による小・
中学生の通学路合同点検等を行い、交通安全施設の整備の取
り組みを進めていきます。
・交通事故や犯罪に巻き込まれた人を支援するため、公益社
団法人おうみ犯罪被害者支援センターと協定を結び、専門的
な指導のもと取り組んでいけるよう体制を整えます。
・高齢者が当事者となる交通事故が依然として多いため、適
切な交通安全啓発が図れるよう、地域の多様な主体の取組の
実態について把握し、地域に応じた交通安全啓発の体制整備
と取組みにつなげます。
・引き続き、安全対策が必要な箇所に対策を実施します。

●実施していること
・地域住民が主体となり自主防犯団体等を組織し、顔の見える活動の
もと地域の実情に合わせた啓発やパトロール等を行い、安心・安全な
まちづくりに向けた見守り活動を実施しています。パトロールにあ
たっては、地域で順番を決め取り組んでいます。また、防犯対策のひ
とつとして新たに防犯カメラ設置補助金を検討しています。
・交通安全に関する大会やイベント、各種啓発活動を通じて住民への
交通安全の意識を高めています。
・各自治会からの要望につきましては、行政懇談会の要望としてご意
見を伺い、関係機関と連携・協議を図っています。
・必要な箇所に安全対策を実施する。
●実施できていないこと
・新型コロナウイルス流行により、イベントについて、例年と比べて
中止もしくは小規模な形で実施せざるを得ませんでした。
・数多くある要望箇所に対応しきれていません。
●実施が困難なこと
・交通安全に従事している団体との情報共有が難しい場合がありま
す。
・シルバーキャラバン隊に参加する日野町老人クラブ連合会では、単
位老人クラブの脱退が多くなっており、シルバーキャラバン隊の活動
が難しくなっています。
・数多くある要望箇所に対応しきれていません。

⑤

●基本目標、基本的方向を踏まえて
・各地区のニーズに応え、防犯カメラ設置補助金事業
を実施し、即時性のある活動を行なっていきます。
・交通安全に関する大会や各種啓発活動を実施し、さ
らに住民への交通安全の意識を高めていきます。
・各自治会からの要望につきましては、行政懇談会の
要望としてご意見を伺い、安心・安全なまちづくりに
取り組んでいきます。
・各地区の自主防犯活動、交通安全対策には、関係す
る人の顔の見えるつながりが大切です。地域における
人と人のつながりが持続できる地域の取り組みを支援
します。
・安全で安心できる交通環境を整える。
●今後の課題
・日野町老人クラブ連合会傘下の地区老人クラブの減
少から、従前のようなシルバーキャラバン隊の編成が
困難となっており、継続した高齢者の交通安全を啓発
活動が可能となるよう、多角的な取り組みを検討しま
す。
・数多くある要望箇所に対応しきれていません。

令和3年度
55 69

79.7%
45 34

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

コメント
基準値【R1】 55 件 41 件 40

達成率 目標 実績 達成率

指標名 刑法犯認知件数 消費相談件数 交通事故件数

件
取り組み状況 今後の取り組み 検証結果

14 具体的な取り組み交通安全対策と防犯体制の推進 担当部署 住民課

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

基本目標№ 4 基本目標 くらしやすい地域を育み、安心して住み続けられるまちをつくる 取り組みの方向 災害や危機への備えの強化

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

建設計画課

内容

・警察、東近江地区交通安全推進会議、東近江地区交通安全協会等と連携し、交通安全教育や啓発を行い、交通安全意識の高揚を図るとともに、住民による、自主的な取り組みを支援します。
・高齢者に対する交通安全意識を高めるため、シルバーキャラバン隊を委嘱し、街頭啓発、推進大会等の参加を呼び掛けていきます。
・警察等の関係機関と連携し、危険度の高い通学路や生活道路等の交通安全施設の点検を行い整備に努めます。
・警察、日野町防犯自治会との連携のもと、各地区の地域ぐるみの自主防犯団体や、学校、PTA等との協働により、人と人のつながりのなかで、顔の見える地域防犯活動を継続し、犯罪のないまちづくりを実施します。

めざす姿
家庭のきずなはもとより、地域の人と人のつながり（きずな）を育み、顔の見える関係のもと、住民が自らくらしやすい地域をつくり、そのもとで安全で安心して住み続けられるまちをめざします。また、住民の活発な自治活動を持続発展させ、地域課題について、住民が自ら発見し、学び、取り組んでいく
まちをめざします。

取り組みに関する
基本的方向

〇まちへの愛着や誇りを感じ、地域の課題解決のため、住民それぞれの豊かな経験や知識を活かしながら、次代を担う人材づくりを進めます。
〇自ら学びあい、主体的で活発な自治活動につながる、人と人がつながる仕組みづくりを進めます。
〇すべての世代が望ましい食習慣を実践するとともに、地産地消を意識した取り組みを進め、地域の食文化や伝統を学ぶための食育を推進します。
〇だれもが、健康でいきいきと暮らせるように、生涯にわたり継続した心身の健康づくりを支援します。
○顔の見えるつながりの中で、「困りごとを出し合い、支えあう」など、地域のコミュニティ活動を支援します。
○自治活動を基盤に、地域福祉活動の推進、子育て・介護・防犯・防災・環境保全などの取り組みにより、安心・安全なまちづくりを推進します。

取り組み№

6
8



日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　施　　策　　検　　証　　シ　　ー　　ト

組織

施策 ②

目標値【R4】 185 人 19 組織

目標値【R7】 185 人

目標値【R6】 185 人 23 組織

目標値【R5】 185 人 21 組織

25

A

・4-15「地域防災力の向上」の取組内容の2つ
目では、「（住民の）主体的な活動を通じて防災
意識の高揚を図る」となっていますが、②、③
（施策の取り組み状況、今後の取り組み）では情
報提供による啓発しかみえてきません。主体的な
活動は、それ自体に主体性を育むところがありま
す。主体的な活動があれば積極的に内部検証でも
挙げて下さい。
・引き続き自主防災組織の設立に向けた取組を
行って下さい。組織化の困難な要因を分析し、対
処法を工夫して下さい。
・自主防災組織の設立にかかわる地域での取組か
ら「地域課題を住民自らが発見し、学び、取り組
むまち」につなげて下さい。
・基本目標、基本的方向で示されている「役場の
すべきこと」と「その結果、成果として地域に起
きること」を具体的にイメージできるように、役
場の関連する部署間でブレインストーミングする
ことも必要です。そのイメージの上で4-15「地
域防災力の向上」という施策の内部検証を加える
と、地域課題への自治活動の向かい方が変わるの
ではないでしょうか。検証プロセスを変えるとと
もに、地域への関わり方も変えられるのか検討し
て下さい。
・自主的避難がうたわれるなか、高齢化が進むに
つれて、自力で動けない人も増えてきており、地
域で支える人材を育成する取組は重要である。
・住民の活発な自治活動を支えてきた地縁による
団体から、志のある人材を育て、地域活動を促す
転換期に入っているのではないか。そのなかで、
これまでの住民の精神や文化、気風を継承できる
「日野モデル」を構築してほしい。

人 人 組織 組織
88.2%

③

・町の防災士育成のための補助制度を設け、地域の防
災リーダーの養成に取り組んでいます。また、地域の
自主防災組織の設立等のため、防災士等による相談支
援や補助金制度を設けています。
・防災士による機関紙「わたむきの灯」の発行や町の
広報誌などで防災士の活動を広く啓発し、住民の防災
意識の高揚を図っています。
・住民自身で地域の防災力を高めるためのしくみとし
て、消防団員の機能別団員の設置や消防団員の団員報
酬等の処遇改善を行い、団員の確保に努めています。
・法定名簿と個別計画については、毎年、対象者の更
新作業を行っています。
・台風や集中豪雨時に発生する被害に対し、迅速な対
応を行います。また、積雪に対して、適正に除雪を行
い、安全な通行を確保します。

・防災士による機関紙「わたむきの灯」を発行するな
ど、防災士の役割とその活動を広く住民のみなさんに
啓発をする中で、防災士の資格取得を広げ、防災リー
ダーの養成に努めます。
・町と防災士による出前講座や防災訓練等の機会を通
じて、自主防災組織の重要性等の周知を図り理解を深
めることで、地域住民の組織化や町全体の組織強化に
取り組みます。
・引き続き、活動等を通じて消防団の重要性・必要性
の啓発に努め、地元自治会や企業等と協力して、団員
の確保を図ります。
・基本団員の入団を前提とし、機能別団員による団員
確保に取り組みます。
・防災と保健・福祉の連携促進モデルの「滋賀モデ
ル」に対応できるよう、個別計画の基準の見直しを行
います。
・突然発生する自然災害に対して、備えることで、迅
速に対応を図ります。

●実施していること
・消防団が活動しやすい環境づくりのための予算化を図って
います。広報紙「消防魂」の発行支援、消防団の重要性・必
要性の啓発等に努めています。
・補助金や出前講座の利用を呼びかけ、防災士や自治会と連
携して防災意識の形成を図っています。
・水防計画を策定し体制を整える。
・雪寒計画を策定し体制を整える。
●実施できていないこと
・消防団員の定数確保を目標に加入推進をしていますが、地
域の担い手世代が減少する中で、団員確保が困難な状況と
なっています。
・防災アプリの有効な活用方法の一つとして、地域での自主
防災活動での活用の工夫が必要です。
・個別計画作成対象者の基準の見直し
・避難の実効性確保に向けた個別計画作成方法の検討
●実施が困難なこと
・自主防災組織の設立や活動については、自治体ごとの取り
組みの温度差があり、継続的なアプローチが必要です。

⑤

●基本目標、基本的方向を踏まえて
・引き続き条例定数の団員確保に向け、消防団活動への理解
をいただけるよう説明するとともに、平時の点検活動や防災
訓練、地域イベント等の協力を通じ、消防団活動への協力と
理解を深め、公助としての役割を果たします。
・自主防災活動の促進のため、引き続き防災士連絡会や自主
防災組織と連携して有効な啓発方法を模索しつつ取り組みを
継続します。
・水防計画、雪寒計画に基づき体制を整えることで、災害に
対して迅速な対応を行う。
●今後の課題
・消防団のポンプ操法訓練は、基本動作を覚えるために必要
な訓練ですが、消防団員の勤務形態の変化や多様化に伴い、
訓練の期間や内容について幹部会において引き続き議論を重
ねていく必要があります。
・新たに運用している防災アプリの利用を、地域の防災意識
の向上に結び付けていくための工夫が必要です。
・想定以上の災害に対しどのように対策を行うかが課題であ
る。

令和3年度
185 185

100.0%
17 15

年度 目標 実績 達成率 目標 実績

コメント
基準値【R2】 185 人 15 組織

達成率 目標 実績 達成率

指標名 消防団団員数 自主防災組織の組織数

取り組み状況 今後の取り組み 検証結果

15 具体的な取り組み地域防災力の向上 担当部署 総務課

数量的検証 質的検証

KPI（重要業績評価指標） 内部検証 外部検証

基本目標№ 4 基本目標 くらしやすい地域を育み、安心して住み続けられるまちをつくる 取り組みの方向 災害や危機への備えの強化

基本目
標・
基本的
方向等
を踏ま
えての
状況

④

建設計画課 福祉保健課 長寿福祉課

内容
・災害時の避難行動要支援者個別計画による避難支援体制の充実に努めます。
・日野町防災士連絡会や地域の自主防災組織と連携して、防災訓練や出前講座、防災学習会のほか、実践的な訓練等の実施および地域防災マップの作成等主体的な活動を通じ防災意識の高揚を図ります。
・地域の自主防災組織の設立や活動に対し支援します。

めざす姿
家庭のきずなはもとより、地域の人と人のつながり（きずな）を育み、顔の見える関係のもと、住民が自らくらしやすい地域をつくり、そのもとで安全で安心して住み続けられるまちをめざします。また、住民の活発な自治活動を持続発展させ、地域課題について、住民が自ら発見し、学び、取り組んでいく
まちをめざします。

取り組みに関する
基本的方向

〇まちへの愛着や誇りを感じ、地域の課題解決のため、住民それぞれの豊かな経験や知識を活かしながら、次代を担う人材づくりを進めます。
〇自ら学びあい、主体的で活発な自治活動につながる、人と人がつながる仕組みづくりを進めます。
〇すべての世代が望ましい食習慣を実践するとともに、地産地消を意識した取り組みを進め、地域の食文化や伝統を学ぶための食育を推進します。
〇だれもが、健康でいきいきと暮らせるように、生涯にわたり継続した心身の健康づくりを支援します。
○顔の見えるつながりの中で、「困りごとを出し合い、支えあう」など、地域のコミュニティ活動を支援します。
○自治活動を基盤に、地域福祉活動の推進、子育て・介護・防犯・防災・環境保全などの取り組みにより、安心・安全なまちづくりを推進します。

取り組み№

6
9
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６．地方創生交付金事業の検証 



① ② ③

実績額

単位：円 指標値 単位 目標年月 実績値 事業効果 事業の評価 外部有識者からの意見 今後の方針 今後の方針の理由

指標①
来場者数(施設利用者

数、イベント来場者数）
1,500 人 R4.3 2,377

指標② 近江日野の茶取引先の数 11 件 R4.3 10

指標③ 茶葉生産量 18.0 ｔ R4.3 10.68

指標④

指標⑤

指標①

事業を通じた「働き方改

革」に取組む企業の増加

数

10 件 R4.3 7

指標②
事業による出産後の女性

の復職者の増加数
11 人 R4.3 14

指標③
事業を通じた新規就労者

数
11 人 R4.3 9

指標④

指標⑤

指標①

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標①

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標①

指標②

指標③

指標④

指標⑤

地方創生交付金事業の検証について

No

④ ⑤ ⑥ ⑦

交付対象事業の名称 交付金の種類

本事業における重要業績評価指標（KPI） 本事業終了後における実績値

予定通り事

業終了

・北山茶を地元で知って

いただく活動をより一層

推進します。

・引き続き、北山茶の安

定的な生産、供給体制、

販路拡大への支援に取り

組みます。

・北山茶を地域ブランド

として特産品の振興に取

り組むとともに、後継者

育成の推進を図ります。

2 子育て女性の活躍応援プロジェクト 拠点整備交付金 36,241,000
地方創生に効果が

あった

総合戦略の

KPI達成に

有効であっ

た

・子育て女性が社会で活躍

できるよう取組を進めてほ

しい。

・現在、ぽけっとは0～2歳

児に向けた取組に特化して

おり、3歳児以上が来づら

い状況であるため、幼稚園

に通う児童の親にもPRが

必要である。

・企業へ働き方改革への取

組を働きかけるとともに、

働き方改革に取り組む企業

のPRも必要である。

・ハローワークの情報につ

いて、ぽけっと利用者のみ

の利用となっているため、

ぽけっと利用者以外の方に

もPRが必要である。

事業の継続

外部有識者からの評価
実績値を踏まえた事業の今後につ

いて

指標

1
近江日野産茶による西大路地区まちづくり活

動拠点整備計画
拠点整備交付金 15,217,000

地方創生に効果が

あった

総合戦略の

KPI達成に

有効であっ

た

・北山茶を親しんでもら

う場として有効であっ

た。

・北山茶を地元で知って

いただくとともに、増産

できるための施策、販路

拡大に向けた施策に取り

組んでほしい。

・北山茶を住民に知って

もらう活動をより一層推

進してほしい。

・北山茶のブランド化に

力を入れるとともに、後

継者育成を進めてほし

い。

4
要因分析を活用した健康寿命延伸プロジェク

ト
推進交付金 3,898,000

・引き続き、子育て女性が

社会で活躍できるよう女性

活躍の環境づくりを推進し

ます。

・女性活躍支援施設での就

労支援の取組において、ぽ

けっと利用者以外の方（特

に幼稚園に通う児童の親）

にも、より一層働きかけを

進めます。

・事業者に向けて、育児休

業の取得促進や多様な働き

方の普及等を通じたワー

ク・ライフ・バランスの普

及、啓発に取り組むととも

に、取り組む事業者のPR

にも努めます。

3
「戦国・琵琶湖」体験・体感ツーリズム深化

プロジェクト
推進交付金 9,109,023

※事業効果：①地方創生に非常に効果的であった／②地方創生に相当程度効果があった／③地方創生に効果があった／④地方創生に効果がなかった　※事業の評価：①総合戦略のKPI達成に有効であった／②総合戦略のKPI達成に有効とは言えない

5
風の人と土の人がつながるプロジェクト

～移住者の増加による地域活性化にむけて～
推進交付金 3,738,000

広域連携事業のため、町独自の重要業績評価指標（KPI）が無い事業です。

広域連携事業のため、町独自の重要業績評価指標（KPI）が無い事業です。

広域連携事業のため、町独自の重要業績評価指標（KPI）が無い事業です。

7
1
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７．検証のまとめ 
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１）量的（KPI）検証のまとめ 

全ての施策に設定されている重要業績評価指標（KPI）について、町が定めている年度別の目標

値に対する実績値の達成率についての検証を行い、５段階評価として集計を行いました。 

検証結果については、次のとおりです。             （詳細は P.８～９参照） 

 

KPI の検証結果 
重要業績評価指標 

（KPI）の達成度 
施策数 比率 

量Ｓ １００％   ～ ９０％以上 ２５施策 ６２.５% 

量Ａ ９０％未満 ～ ７０％以上  ８施策 ２０.０% 

量Ｂ ７０％未満 ～ ５０％以上  ４施策 １０.０% 

量Ｃ ５０％未満 ～ ３０％以上  １施策  ２.５％ 

量Ｄ ３０％未満 ～  ０％以上  ２施策  ５.０% 

  

検証した施策の中で最も多いのが量Ｓ（達成度１００%～９０%以上）で２５施策（６２.５%）

次いで、量 A（達成度９０％未満～７０％以上）が８施策（２０.０％）という結果になっていま

す。 

量Ｓの評価の割合が高い要因は、総合戦略の計画期間に関わるもので、計画期間が令和３年度か

ら令和７年度の５年間であり、計画で定める年度別の重要業績評価指標（KPI）の目標値について

は、計画期間の最終年度（令和７年度）に定められている重要業績評価指標（KPI）の目標値に向

かって段階的に高くなっているものが多いことが挙げられます。 

このことから、令和４年度以降は、段階的に高くなる重要業績評価指標（KPI）の目標値を見据

えた施策の取り組みと、基本目標・基本的方向等を踏まえた施策の確立が求められます。 

このほか、すでに、画期間の最終年度に定める重要業績評価指標（KPI）の目標値に到達する施

策が見られるなど、第１期総合戦略から第２期総合戦略に移行する際の重要業績評価指標（KPI）

の見込みが低い傾向となっていることも挙げられます。 

重要業績評価指標（KPI）の目標値の設定については、実施している施策の背景にある課題に対

して、取り組み状況やその効果が読み取れるような重要業績評価指標（KPI）を定め、重要業績評

価指標（KPI）の目標値を達成することが基本目標・基本的方向の実現につながり、町全体がよく

なるような指標となる必要があります。 

一方、CもしくはD評価であった３施策は、次の施策です。これらの施策は、本来の目標に向

け、どのような事業実施が妥当であるかをよく検討し、次年度以降の事業実施につなげる必要があ

ります。 

 

○ Cもしくは D評価であった３施策 

 ・（１）- ３「コミュニティ・スクールの導入」 【評価 C】 達成率：４８.５％ 

KPI「地域学校協働活動ボランティア登録数」 

 目標：２９７人 実績：２８８人 （達成率：９７.０％） 

KPI「コミュニニティ・スクールの実施校数」 目標：２校 実績：０校 （達成率：０.０％） 
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 ・（２）- ７「新たな産業分野の誘致と創出」 【評価 D】 達成率：０.０％ 

KPI「サテライトオフィス等の設置」 目標：１件 実績：０件 達成率：０.０％ 

 ・（３）- ３「地域資源を活かした体験型観光の推進」 【評価Ｄ】 達成率：０.０％ 

KPI「農泊受入人数」 目標：３００人 実績：０人 達成率：０.０％ 

  

 

２）質的（取組内容）検証のまとめ 

全ての施策に設定されている重要業績評価指標（KPI）だけでは計れない、取組内容の質的な充

実についての検証を行い、５段階評価として集計を行いました。 

検証結果については、次のとおりです。           （詳細は、P.１０～１１参照） 

 

質的検証結果 質的検証結果の内容 施策数 比率 

質Ｓ 内容を十分に理解し、取組により達成している  ０施策  ０.０% 

質Ａ 
内容を理解した取組を実施し、課題解決や達成に向
けた取組ができている 

 ０施策  ０.０% 

質Ｂ 内容を理解し、取組ができている ３１施策 ７７.５% 

質Ｃ 概ね内容を踏まえているが、取組が不十分  ９施策 ２２.５% 

質Ｄ あまり内容を踏まえて取り組めていない  ０施策  ０.０% 

 

検証した施策の中で最も多いのが、質 B（内容を理解し、取組ができている）で３１施策（７７.

５%）、次いで、質 C（概ね内容を踏まえているが、取組が不十分）が９施策（２２.５％）となっ

ています。 

質Ｂの評価を受けた施策については、施策の内容、基本目標および基本的方向の趣旨に沿って、

計画期間初年度として、施策の取組を順当に進めたことによるものと考えられます。 

一方、C評価となった９施策については、内部検証において、重要業績評価指標（KPI）に掲げ

る取り組みの内部検証にとどまり、施策の取組全体における内部検証ができていなかった施策も多

くあります。 

このことから、令和４年度以降の施策の推進にあっては、単に目標値として設定している重要業

績評価指標（KPI）の取り組みを展開するだけでなく、総合戦略に掲げる取り組み内容、ひいては

基本目標・基本的方向を十分に理解し、めざす姿を実現するための施策の展開が求められます。 
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３）基本目標別のまとめ 

基本目標（１）まちのたからで雇用を創る  

 検証結果では、Ａ（優れている）が５施策（４５.５%）、Ｂ（実施できている）が５施策

（４５.５%）、C（工夫が必要）が１施策（９.１％）という結果になりました。 

 

  Ａ（優れている）とされた施策  

（１）- ２  「様々な保育ニーズへの対応」 

（１）- ５  「地域ぐるみでの子どもの居場所づくり」 

（１）- ９  「住民の主体的な文化芸術活動への支援」 

（１）- １０「ふるさと学習の充実」 

（１）- １１「女性活躍の環境づくり」 

 

    Ｂ（実施できている）とされた施策  

    （１）- １  「安心して妊娠・出産・子育てができるための支援」 

（１）- ４  「子育て支援のネットワークづくり」 

    （１）- ６  「青少年の社会参画の促進」 

    （１）- ７  「社会教育の人材育成と活躍の推進」 

（１）- ８ 「子どもの読書活動と学習活動の支援」 

 

    Ｃ（工夫が必要）とされた施策  

（１）- ３  「コミュニティ・スクールの導入」 

 

『基本目標（１）まちのたからで雇用を創る』にかかる取組については、結婚から出産、子

育てまで、その時々のニーズは常に変化しているため、その変化を的確に捉え、対応すること

が求められています。 

また、保護者が他人任せにならず、当事者として子育て世代の自覚を育む施策となるような

工夫が求めらています。 

乳幼児期から日野のまちの良さを体験でき、実感できることが、のちに日野へ帰ってくるこ

とにもつながるため、手厚く取組を進めてください。 

 

基本目標（２）出会いと発見で人の流れを作る  

検証結果では、Ａ（優れている）が４施策（５０.０%）、Ｂ（実施できている）が３施策

（３７.５%）、C（工夫が必要）が１施策（１２.５％）という結果になりました。 

 

  Ａ（優れている）とされた施策  

（２）- １ 「農業経営・担い手育成への支援」 

（２）- ５ 「創業・コミュニティビジネスへの支援」 

（２）- ６ 「企業誘致の推進と工業用地の確保」 

（２）- ８ 「町内雇用の促進と雇用機会の拡充」 
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 Ｂ（実施できている）とされた施策  

（２）- ２ 「農業生産・特産品の振興」 

（２）- ３ 「林業の振興」 

   （２）- ４ 「地域内経済循環の推進」 

 

    Ｃ（工夫が必要）とされた施策  

（２）- ７ 「新たな産業分野の誘致と創出」 

 

『基本目標（２）出会いと発見で人の流れを作る』にかかる取組については、そのすべてが

「地域内経済循環の推進」に関わるため、地元のものを買い、地域を守ることに意味があるこ

とを知ることから、推し進め、まちの経済の質的転換を図るような工夫が求めらています。 

まちの経済の質的転換を図るとともに、時代の変化に対応し、新たな産業分野の誘致と創出

が図れるよう、まちの雰囲気づくりをすすめてください。 

 

基本目標（３）結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる  

検証結果では、Ａ（優れている）が４施策（６６.７%）、Ｂ（実施できている）が１施策

（１６.７%）、C（工夫が必要）が１施策（１６.７％）という結果になりました。 

 

  Ａ（優れている）とされた施策  

（３）- ２ 「まちぐるみのおもてなし」 

（３）- ４ 「地域の移動手段の充実」 

（３）- ５ 「ＵＩＪターン受入の充実」 

（３）- ６ 「地域の活力につながる情報の収集とタイムリーな発信」 

 

    Ｂ（実施できている）とされた施策  

（３）- １ 「商工業の活性化」 

 

Ｃ（工夫が必要）とされた施策  

（３）- ３ 「地域資源を活かした体験型観光の推進」 

 

『基本目標（３）結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる』にかかる取組につ

いては、プレミアム付き商品券や住宅リフォーム助成などの施策による経済効果について、地

元調達率を把握するため、仕入先をアンケート調査するなどして捉え、検証し、波及効果が高

めるよう工夫が求められています。 

ポストコロナに備え、民泊のみならず、新たな体験型観光の開発から移住、地域経済の活性

化につながるよう取組を進めてください。 
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基本目標（４）くらしやすい地域とつながり、安心して住み続けられるまちをつくる 

検証結果では、Ａ（優れている）が７施策（４６.７%）、Ｂ（実施できている）が８施策

（５３.３％）という結果になっています。 

 

  Ａ（優れている）とされた施策  

（４）- １ 「次代を担う人材の発掘」 

（４）- ２ 「市民活動（団体）の活躍のための仕組みづくり」 

（４）- ４ 「多文化共生の推進」 

（４）- ６ 「食育・地産地消の推進」 

（４）- ９ 「健康づくりと介護予防の一体化」 

（４）- １１「住民のくらしを支える知識・情報の提供」 

（４）- １５「地域防災力の向上」 

 

    Ｂ（実施できている）とされた施策  

（４）- ３ 「関係人口の創出」 

（４）- ５ 「支え合いの仕組みづくりの促進」 

（４）- ７ 「心身の健康づくり」 

（４）- ８ 「高齢者のいきがいづくり」 

（４）- １０「障がい者の支援体制の充実」 

（４）- １２「ごみの減量化の実現」 

（４）- １３「環境保全の推進」 

（４）- １４「交通安全対策と防犯体制の推進」 

 

『基本目標（４）くらしやすい地域とつながり、安心して住み続けられるまちをつくる』に

かかる取組については、KPIはおおむね達成していますが、数字だけではわからない部分を検

証する内部検証では取組内容が一部見られない施策もあったことから、十分な内部検証をおこ

なってください。 

また、UIJ ターンによる移住者から就労のため入国する外国籍の住民まで、多様な住民が安

心して暮らせる、住みやすいまちとなるよう取組を進めてください。 

さらに、「関係人口の創出」は、「特産品の振興」や「新たな産業分野の誘致と創出」にも接

点があり、まちおこしや地域産業の発展から文化の継承を考えることにもつなげてください。 
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４）まとめ 

1. はじめに 

「日野町くらし安心ひとづくり総合戦略(第２期)」は、2021 年度(令和 3 年度)から 2025年

度（令和 7年度）の５年間を計画期間としています。2021年度は、「日野町くらし安心ひとづ

くり総合戦略(第２期)」の初年度であり、「第６次日野町総合計画」と同時にスタートしました。

第１期の「日野町くらし安心ひとづくり総合戦略」は、1 年延長して 6年間の取組を行いまし

た。6年間の絶え間ない検証結果を踏まえ、施策の統合などの見直しを行い、現在の国の総合戦

略の柱立てに対応しながら、第２期計画が策定されました。 

本報告書は、四つの基本目標、40 本の施策の検証を行っています。40本の施策につきまし

て、「量的検証」と「質的検証」を行い、その合計点を検証結果としています。そして、四つの基

本目標につきましては、40 本の施策の検証結果を踏まえて、総合的な評価を行いました。本報

告書は、検証結果を数値化していますので、多くの人がその「数値」とその変化に注目している

ことでしょう。数値化によって取組の成果とその変化を捉えやすくなります。検証の過程では、

数値的な変化だけではなく、行政の内部検証を詳細に検証し、主管部署からの説明とヒアリング

を通じて取り組みの在り方も検討してきました。本報告書の最後に、総合計画懇話会(以下、懇話

会)による検証の過程と検証結果から見えてきた今後の課題について、若干のコメントを記して､

まとめにかえたいと思います。 

 

2. 評価方法について 

本報告書の検証結果は、総合戦略に関わる施策がどの程度成果を上げているのかを総合的に評

価するために、「量的検証項目として重要業績評価指標(KPI)(以下、KPIとする)の達成度の評

価」と「その施策の中身がどの程度充実したものであったのかを４つの観点から評価する質的検

証項目の評価」を行い、これら量的評価と質的評価の合計点により、総合評価をおこなっていま

す。この評価方法は、数値で測れる「外形的な達成度」にとどまらず、「質的・内容的な充実度」

も検証しようとする工夫です。一般的に、KPI を設定するとその達成度に目が行きがちですが、

設定された数値目標の達成にとどまらず、施策の質的・内容的な充実を図り、効果的な施策の展

開をすすめて欲しいので、このような量と質の両面からの評価方法を取り入れました。つまり、

公共サービスがどの程度供給されたのかという供給量だけでなく、その供給された公共サービス

はどのような内容であったのかを検証して、質的な向上・内容の充実をあわせて評価し、量と質

を統合した総合評価をしています。 

具体的には、KPI の達成度で測る量的評価（満点 10 点）、四つの検証観点からの質的評価（１

観点 5点満点の４つの観点、満点 20点）の二つの評価点を出し、その量的検証と質的検証の合

計点数によって、５段階の「検証結果」としました。量的検証 10点と質的検証 20 点と配点

し、質的検証の配点を２倍にしています。しかし、例年、KPIの達成度が高ければ、検証結果も

高い評価を得ています。質的検証で難があっても、KPI が高得点であれば、高い評価を受けてい

る場合もあります。 

施策の総合評価には、量的評価と質的評価という異質な検証結果の合計点数を使っており、施

策の評価には少し注意が必要ですが、これまでおこなってきた町役場による内部検証を踏まえ
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た、懇話会による外部検証を継続するのであれば、適切な評価を行うとともに、施策の改善も図

ることが出来るのでは無いかと考えます。 

 

3. 検証結果から判ったこと〜今後の取り組みと検証への活用にむけて〜 

先に述べましたように、量的評価と質的評価の合計点により、総合評価をおこなっています。

それらの結果は「３．基本目標別検証結果」において、「基本目標別量的（KPI）検証結果

（p8）」「基本目標別質的（取組内容）検証結果（p10）」の二つの総括表とこの二つの数値を合

算した総合評価結果である「基本目標別検証結果（p16）」としてまとめてあります。初年度の

2021 年度の数値が入っていますが、今後第２期の 5 年間の検証結果の数値が入り、全体の動向

を掴めるように工夫しています。 

具体的に検証結果を見てみましょう。「基本目標別量的（KPI）検証結果」をみますと、40施

策のうち 37施策が、量 S（25）、量A（8）、量 B（4）となっており、概ね量的な目標は達成

していました。 

第１期の検証においても、KPI の値が高いと総合評価も高い評価を得られる傾向もありました

ので、KPI 設定の適切さは検証において重要なポイントとなります。KPI設定の適切さには、二

つの観点からの適切さを考えなければなりません。第一の観点は、施策の指標としての適切性の

観点です。施策の事業効果を表す指標として適切であるのかどうかをしっかりと考える必要があ

ります。事業実施体制の整備や事業実施の利用者数などアウトプットを示す KPI 指標もありまし

たが、アウトプットのKPI にとどまらず、事業効果の実質を表すアウトカム指標を導入すること

が必要です。アウトプットのKPIの場合、供給体制の整備を行うだけで目標が達成されてしまい

ます。測定されるべきことは、その公共サービス供給体制によって、住民の福祉が向上したのか

どうなのかが測定されなければならないでしょう。または、その事業の住民満足度を直接測る

か、住民満足度の向上を示すような代わりの指標を設定することも考えられます。アウトプット

よりアウトカムの指標を設定することが適切ではないでしょうか。第二の観点は、設定された指

標の数値目標が、事業効果を測る水準として適切であるかを考える必要があります。目標値が低

ければ、達成は容易であり、目標値が実態とかけ離れて高すぎれば、達成は困難になり、せっか

くの取り組みの成果が見えにくくなってしまいます。 

次に、「基本目標別質的（取組内容）検証結果」をみますと、40 施策のうち「質 B」が 31

個、「質 C」が 9 個となっています。施策のおよそ４分の３は、「質 B」の「内容を理解し、取り

組みができている」との判定でした。４分の１は、「質 C」の「概ね内容を踏まえているが、取り

組みが不十分」との判定となっています。今後、取り組みの質的な向上を期待します。 

そして、量的評価と質的評価を合計した総合評価を見ますと、40施策のうち「総合評価 A」

が 20 施策、「総合評価 B」が 17施策、「総合評価 C」が 3 施策となっています。「総合評価

C」の３施策は、量的評価が C（達成度 50％未満〜30％以上）、D（30％未満〜0％以上）と

振るわなかったものであり、そのうちの一つはコロナ禍の影響を強く受けている数値であり、

KPIの設定が総合評価に大きな影響を与えています。 

初年度の検証を行い、アウトプット指標が多く、目標値が少し低いのではないかと思われる

KPIも散見されます。また、内部検証が KPI の達成を目標に施策を展開しているように見受けら

れる事例も散見されました。基本目標を見失うことなく、施策に取り組んでください。 
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今回の総合戦略の評価は、量的評価と質的評価の両面から評価するので、量的にも質的にも事

業の進展を評価することが出来ていると考えられます。また、四つの観点からの内部検証を行う

内部検証作業を通じて、事業を担当する職員の皆さんには施策の広がりと深さを考えてもらう工

夫として導入しています。行政の政策能力の向上を期待します。 

以上のことから今後の取り組みと検証に活かして欲しいことを３つあげます。 

① KPIの適切さを検証し、施策の展開を再考すること。とりわけ､内部検証が KPI に引きず

られた検証になっている施策は、施策の取り組み内容を吟味して検証してください。施策

の取り組み内容はKPIの向上に直接つながる取り組みだけではないことを理解してくださ

い。 

② KPIがアウトプット指標になっている施策は、施策の取り組みがどのような「変化」をも

たらすのかを考えながら施策を工夫し展開してください。その変化の広がりと深さに想像

力をめぐらせて、施策のアウトカムを掴む力を養ってください。また、施策のアウトカム

を意識した内部検証を行ってください。 

③ 内部検証を通じて、行政の政策能力の向上を図るために、組織的な取り組みを行ってくだ

さい。 

 

4. 人口動態と総合戦略 

日野町の人口動態を見ておきましょう。日野町の人口は、2022年 9月末日現在で 21,031

人でした。2020 年 9 月末日現在で 21,322 人でしたから２年間で 291人の減少となりま

す。 

総合戦略は、人口減少に歯止めをかけることを目的としたものです。今回の検証からは施策

は、計画初年次としては概ね順調に進んでいると評価できるものでしたが、人口減少は進んでい

ます。この二つの事実を事実として認識しなければいけません。この事実を真摯に受け止めるこ

とが必要です。また、この二つの事実から「総合戦略は人口減少の歯止めになっていないのでは

ないか」との見方をされる人もいるでしょう。またある人は、「施策が概ね順調に進捗しても人口

減少がすすむのは、施策や戦略の立て方が間違っているのではないか」と考える人もいるでしょ

う。しかし、そのような単純化した推測が難しいのが現実でもあります。単純化できない三つの

理由があります。 

第一の理由は、日本の出生数減少の現実です。2021 年の全国出生数は、81 万 1622人で過

去最少でした。2020 年の全国出生数 84万 835 人から 2万 9213 人減っています。減少は

６年連続。2020 年に政府の推計よりも３年早く 84 万人台に突入しましたが、急速に全国の出

生数が減少しています。さらに、婚姻件数は前年より 2万 4369組減少し、50万 1138組と

急減し、2年連続で戦後最少でした。新型コロナウイルスの影響も重なり、日本の少子化が加速

している状況にあります。全国の出生数が、６年連続で 100 万人を割り込み、2020 年に 80

万人を割り込む可能性もあります。80 万人割り込みは、国立社会保障・人口問題研究所の推計

では 2033年とされていましたので、11年の前倒しになる可能性があります。こうした全国の

状況下で日野町だけが出生数が飛び抜けて増えると考えるのは幻想ではないでしょうか。 
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第二の理由は、日本全体の少子化・高齢化のなかで、日本中の市町村が総合戦略に取り組んで

いるのですから今や人の奪い合い状況に陥っているという状況にあると言う事実です。人口増を

実現するのは困難な仕事です。 

第三に挙げられる理由は、「総合戦略の成果」が強力な磁場となり、人々を引きつけ、日野町の

人口増（自然増と社会増）に直接的な結果としてあらわれるとはなかなか言いがたいところがあ

る点です。総合戦略にできることは、「総合戦略の成果」によって、住みやすい日野町、住み続け

たい日野町でありつづけることで、人口の流出の抑制やUIJターンなどの移住者を増やすこと、

子育て世帯を支えることで、子育てのしやすい環境をつくり、出生増につながる基本的な環境を

つくりだすことなどでしょう。そうしたことを実現することにこそ、人口減少に立ち向かう基本

的環境を整える総合戦略の果たすべき役割であると言えるでしょう。 

 

5. 総合戦略の効果を高めるための提言 

日本全体が少子化と人口減少に歯止めがかからない中で、農村的な地域の地方自治体におい

て、少子化と人口減少はより一層深刻な問題です。総合戦略は、少子化と人口減少に直面する日

野町にとって、住みよいまちづくり、住み続けたいまちづくりのためにも重要な施策となってい

ます。今後、総合戦略の事業効果を高めるための４つの提言を行います。 

 

① 地域経済の質的転換を目指す。 

  基本目標②は、「地域資源を活かし、地域経済の活力と暮らしを支える雇用をつくる」という

ものです。この基本目標②において、「基本目標・基本的方向等を踏まえての状況」の内部検証

が、基本目標・基本的方向等を十分に踏まえられていないものが散見されました。基本目標・

基本的方向等を十分に踏まえた検証と今後の施策の工夫を求めます。しかし、踏まえられてい

ないのには理由があると推察します。この基本目標の中で、施策 No.4は、「地域内経済循環の

推進」と言うものであり、基本目標②の中でも最も重要な施策とも言えるでしょう。しかし、

施策No.4「地域内経済循環の推進」の取り組みの最大の欠陥は、地域内経済循環の実態を把

握していないことです。地域内経済循環の実態が把握できていないので、他の施策も目指す姿

を十分に踏まえることなく、施策を展開しているように見受けられます。地域内経済循環の実

態を把握し、基本目標の目指す姿を踏まえて施策を展開するように努めてください。 

 

② 住民自治の質的転換を目指す。 

  基本目標④の施策No.5「支え合いの仕組みづくりの促進」、施策No.8「高齢者のいきがい

づくり」は、これからの地域における住民自治のバージョンアップを促すきっかけになると思

われます。例えば、施策No.5「支え合いの仕組みづくりの促進」は、直面している地域課題

に対応しようとする新たな住民の自治活動の領域が広がろうとしています。基本目標④施策

No.8は、外部検証で述べていますように基本目標④施策No.5とも関係しており、重層的支

援につながるような施策の工夫がなされていくと、従来の地域自治活動を基盤としながらも、

新しい地域自治活動が育まれることが期待できます。新しい地域自治活動を育む、地域自治活

動の質的転換が必要となってくるでしょう。 
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③ 担い手育成に努める。 

  「住民自治の質的転換を目指す」ためには、基本目標④の施策No.4「多文化共生の推進」、

基本目標④の施策No.5「支え合いの仕組みづくりの促進」、No.7「心身の健康づくり」の取

り組みは鍵となるかもしれません。内部検証の中で、質的転換の芽を見いだすことができま

す。施策No.4 では、「日野高校生と日野在住外国人の方との交流の場づくりに言及されていま

すが、次世代の育成という観点からも注目に値する取り組みです。施策No.5 にでてくる「生

活支援コーディネーター」、施策No.7にでてくる「健康推進員」などは、地域における担い手

育成の起点になるのではないでしょうか。基本目標①施策No.4「子育て支援のネットワーク

づくり」の中などで感じたのですが、ボランティアの掘り起こしにつながる取り組みが弱いよ

うに感じられます。担い手の育成の前段階として、ボランティアを掘り起こせる工夫を行って

下さい。 

 

④ 他の施策との連携と施策の総合性を意識した事業展開を図る。 

  総合戦略の施策の中には､相互に関連性が高い施策があります。外部検証でも具体的に相互関

連性が高い施策は指摘をしています。第６次総合計画の実施にあたり、役場内で「総計政策連

携会議」をもち、効果を高める取り組みを行っていると聞いています。総合戦略においても、

施策間の連携を強め、施策の総合性を意識した事業展開ができるように工夫を行って下さい。 
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１）用語解説 

用語 解説 

ＫＰＩ 

「重要業績評価指標」という意味の英語「Key 

Performance Indicator」の略語であり、目標の実現

にあたって、業務の進捗状況や成果の評価に用いる指

標のこと。 

ＵＩＪターン 

地方から都市へ移住したあとに再び地方へ移住する

U ターン、地方から都市または都市から地方へ移住す

る I ターン、地方から都市へ移住したあとに地方近く

の中規模な都市へ移住する J ターンの総称のこと。 

超高齢社会 
65 歳以上の人口の割合が全人口の 21%以上を占め

ている社会のこと。 

ＰＤＣＡサイクル 

Plan-Do-Check-Action の略称。Plan（計画）、Do

（実施）、Check（評価）、Action（改善）の４つの

視点をプロセスの中に取り込むことで、プロセスを不

断のサイクルとし、継続的な改善を推進するマネジメ

ント手法のこと。 

ワーク・ライフ・バランス 
やりがいのある仕事と充実した私生活を両立させる

という考え方。仕事と生活の調和。 

コミュニティ・スクール 

学校と保護者や地域の人たちとともに知恵を出し合

い、学校運営に取り組む「地域とともにある学校づく

り」を進めるための仕組みのこと。学校運営に地域の

声を積極的に生かすことで、地域と一体になって特色

ある学校づくりを進めていくことができる。 

ファミリーサポートセンター 

子育ての手伝いをしてほしい人（依頼会員）と子育て

のお手伝いができる人（協力会員）が会員登録し、セ

ンターのアドバイザーが橋渡し役となって、会員同士

が子育てを応援しあう組織のこと。 

放課後児童クラブ 

小学校および特別支援学校小学部に就学している児

童の保護者が労働等により昼間家庭にいない場合に、

家庭に代わる生活の場を確保し適切な遊びや指導を

行うことにより、その児童の健全な育成を図ることを

目的としている場のこと。学童保育所。 
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用語 解説 

放課後子ども教室 

子どもたちの安全・安心な居場所をつくるため、学習

支援員（地域住民）の協力のもと、子どもたちに勉強

やスポーツ等、地域住民との交流の機会が提供されて

いる。 

人・農地プラン 
集落・地域が抱える人と農地の問題を解決するための

未来の設計図のこと。 

おさんぽカード 

日野町商業協同組合が発行するカードのこと。組合加

盟店での商品の購入や飲食等によりポイントがたま

る。 

コミュニティビジネス 

地域住民自らが地域の課題解決に取り組み、やがてビ

ジネスとして成立させていくことであり、地域コミュ

ニティの元気づくりの事業活動のこと。 

社会的責任（ＣＳＲ） 

収益を上げ、法令を遵守するだけでなはなく、人権や

環境問題への配慮、地域社会への貢献を行うなど、企

業が市民として果たすべき責任のこと。 

サテライトオフィス 
企業本社や団体の本庁舎・本部から離れたところに設

置されたオフィスのこと。 

交流人口 

定住人口とは異なり、通勤、通学、文化、スポーツ、

買い物、観光などの人々の交流により、地域の活性化

に結び付く人々のこと。 

デマンドタクシー 

指定の場所から目的地まで、利用者の希望時間帯、乗

車場所などの要望に、バス並みの料金で利用できる公

共交通サービスのこと。 

ＳＮＳ 

Social Networking Service（ソーシャル・ネット

ワーキング・サービス）の略語であり、友だちなどと

繋がり、文章や写真、動画などで自分を表現したり、

コミュニケーションするサービスのこと。 

関係人口 

移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人

口」でもない、地域や地域の人々と継続的に多様に関

わる人のこと。 
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用語 解説 

リモートワーク 
従業員がオフィスに出社することなく、会社以外の遠

隔の場所で業務を行うこと。 

二拠点居住 

（二地域居住） 

都会に暮らす人が、一年のうちの一定期間を農山漁村

で暮らすこと。 

ワーケーション 

「ワーク（work）」と「バケーション（vacation）」

を組み合わせた造語であり、観光地やリゾート地でリ

モートワークを活用し、働きながら休暇をとる過ごし

方のこと。 

多文化共生 
国籍や民族の異なる市民同士が互いに違う文化を尊

重し合いながら対等な関係で共に生活していくこと。 

3Ｒ 

ごみの発生や資源の消費をもとから減らすこと

（Reduce）、繰り返し使うこと（Reuse）、資源と

して再び利用すること（Recycle）の総称。 

アウトプット（指標） 施策・事業そのものの結果（を表す指標） 

アウトカム（指標） 
施策・事業の実施によって得られる効果・成果（を表

す指標） 

 

 日野町のキャラクター  

 

  

原産日野菜キャラクター 

「あのなひのな」 

「氏郷くん」 
「天秤ぼうや」 「クリンとキコロ」 



 

87 

 

２）日野町総合計画懇話会の開催 

実施日 実施内容 場所 

令和４年 ５月２５日 第１回総合計画懇話会 日野町防災センター 研修室 

令和４年 ６月２７日 第２回総合計画懇話会 日野町林業センター ホール 

令和４年 ７月２７日 第３回総合計画懇話会 日野町防災センター 研修室 

令和４年 ８月１０日 第４回総合計画懇話会 日野町防災センター 研修室 

令和４年 ９月２１日 第５回総合計画懇話会 日野町防災センター 研修室 

令和４年１１月 １日 第６回総合計画懇話会 日野町防災センター 研修室 

 

 

３）日野町総合計画懇話会委員名簿                  ※敬称略 

委員区分 氏名 所属・推薦団体等 

学識経験者 会 長 只友  景士 龍谷大学政策学部教授 

団体等推薦 

副会長 山本 身江子 日野町地域女性団体連合会 

田中  嘉浩 農業関係団体 

岡  永治郎 日野町商工会 

齊藤  雅史 日野町企業協議会 

間瀬  克 日野町青年代表 

本居  節子 子育て関係代表 
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